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１ 有害性評価（生態） 1 

生態影響に関する有害性評価では、「化審法における優先評価化学物質に関するリスク評2 
価の技術ガイダンス Ⅲ.生態影響に関する有害性評価 Ver.1.0」（以下で技術ガイダンス3 
という）に従い、当該物質の生態影響に関する有害性データを収集し、それらデータの信頼4 
性を確認するとともに、既存の評価書における評価や国内外の規制値の根拠となった有害性5 
評価値を参考としつつ、予測無影響濃度（PNEC 値）に相当する値を導出した。 6 

優先評価化学物質通し番号 86「α－（ノニルフェニル）－ω－ヒドロキシポリ（オキシエ7 
チレン）（以下で NPE という）」は、環境中で生分解により、より短いエチレンオキシド鎖を8 
有する NPE やノニルフェノール（以下で NP という）に分解されることから、リスク評価（一9 
次）評価Ⅱでは主要な変化物を含めて評価を実施する。評価対象物質は次の通りである1。な10 
お、ノニル基については、直鎖、分岐を特定しない。 11 

 12 

＜親物質＞ 13 

○ α－（ノニルフェニル）－ω－ヒドロキシポリ（オキシエチレン）ただし、エチレン14 
オキシド（以下で EO という）の付加モル数は 9（NP9EO）又は 10（NP10EO）を主成15 
分として、3（NP3EO）以上（以下で親物質という） 16 

 17 

＜変化物＞ 18 

○ α－（ノニルフェニル）－ω－ヒドロキシポリ（オキシエチレン）ただし、EO 付加モ19 
ル数は 1（NP1EO）又は 2（NP2EO）（以下で変化物①という） 20 

○ ノニルフェノール（以下で変化物②という） 21 

 22 

有害性情報を収集した物質を以下に示す。 23 

評価対象物質 CAS 番号 名称 分子式 EO 付加モル

数 
親物質 

又は変化物① 
9016-45-9 Poly(oxy-1,2-ethanediyl), 

α-(nonylphenyl)-ω-hydroxy- (C2H4O)nC15H24O 規定なし 

26027-38-3 Poly(oxy-1,2-ethanediyl), 
α-(4-nonylphenyl)-ω-hydroxy- (C2H4O)nC15H24O 規定なし 

37205-87-1 Poly(oxy-1,2-ethanediyl), 
α-(isononylphenyl)-ω-hydroxy- (C2H4O)nC15H24O 規定なし 

51938-25-1 Poly(oxy-1,2-ethanediyl), 
α-(2-nonylphenyl)-ω-hydroxy- (C2H4O)nC15H24O 規定なし 

68412-54-4 
Poly(oxy-1,2-ethanediyl), 
α-(nonylphenyl)-ω-hydroxy-, 
branched 

Unspecified 規定なし 

127087-87-0 Poly(oxy-1,2-ethanediyl), 
α-(4-nonylphenyl)-ω-hydroxy-, Unspecified 規定なし 

                                                   
1 評価対象物質は、「平成 29 年度第１回化審法リスク評価等検討会（平成 29 年 8 月 31 日開催）」におい

て、EO 平均付加モル数の水域への全排出量に対する寄与率、及び環境中での分解性等から設定された。 
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評価対象物質 CAS 番号 名称 分子式 EO 付加モル

数 
branched 

親物質 27177-08-8 3,6,9,12,15,18,21,24,27-Nonaoxanona
cosan-1-ol, 29-(nonylphenoxy)- C35H64O11 10 

65455-72-3 3,6,9,12,15,18,21,24,27-Nonaoxanona
cosan-1-ol, 29-(isononylphenoxy)-  C35H64O11 10 

244149-17-5 3,6,9,12,15,18,21,24,27-Nonaoxanona
cosan-1-ol, 29-(4-nonylphenoxy)- C35H64O11 10 

26571-11-9 3,6,9,12,15,18,21,24-Octaoxahexacosa
n-1-ol, 26-(nonylphenoxy)- C33H60O10 9 

27177-05-5 3,6,9,12,15,18,21-Heptaoxatricosan-1-
ol, 23-(nonylphenoxy)- C31H56O9 8 

41506-14-3 3,6,9,12,15,18,21-Heptaoxatricosan-1-
ol, 23-(4-nonylphenoxy)- C31H56O9 8 

27177-03-3 3,6,9,12,15,18-Hexaoxaeicosan-1-ol, 
20-(nonylphenoxy)- C29H52O8 7 

27177-01-1 3,6,9,12,15-Pentaoxaheptadecan-1-ol, 
17-(nonylphenoxy)- C27H48O7 6 

20636-48-0 3,6,9,12-Tetraoxatetradecan-1-ol, 
14-(4-nonylphenoxy)- C25H44O6 5 

26264-02-8 3,6,9,12-Tetraoxatetradecan-1-ol, 
14-(nonylphenoxy)- C25H44O6 5 

91648-64-5 3,6,9,12-Tetraoxatetradecan-1-ol, 
14-(4-nonylphenoxy)-, branched Unspecified 5 

7311-27-5 
Ethanol, 
2-[2-[2-[2-(4-nonylphenoxy)ethoxy]et
hoxy]ethoxy]- 

C23H40O5 4 

91673-24-4 
Ethanol, 
2-[2-[2-[2-(4-nonylphenoxy)ethoxy]et
hoxy]ethoxy]-, branched 

Unspecified 4 

変化物①

（NP2EO） 
20427-84-3 Ethanol, 

2-[2-(4-nonylphenoxy)ethoxy]- C19H32O3 2 

27176-93-8 Ethanol, 2-[2-(nonylphenoxy)ethoxy]- C19H32O3 2 

65455-66-5 Ethanol, 
2-[2-(isononylphenoxy)ethoxy]- C19H32O3 2 

74342-10-2 Ethanol, 
2-[2-(2-nonylphenoxy)ethoxy]- C19H32O3 2 

155679-84-8 
Ethanol, 
2-[2-(4-isononylphenoxy)ethoxy]- 
(9CI) 

C19H32O3 2 

156609-10-8 
Ethanol, 
2-[2-(4-tert-nonylphenoxy)ethoxy]- 
(9CI) 

C19H32O3 2 

156818-89-2 
Ethanol, 
2-[2-[4-(1,1,4,4-tetramethylpentyl)phe
noxy]ethoxy]- 

C19H32O3 2 

156818-90-5 
Ethanol, 
2-[2-[4-(1-ethyl-1,3,3-trimethylbutyl)p
henoxy]ethoxy]- 

C19H32O3 2 

変化物①

（NP1EO） 

93-32-3 Ethanol, 2-(2-nonylphenoxy)- C17H28O2 1 
104-35-8 Ethanol, 2-(4-nonylphenoxy)- C17H28O2 1 
27986-36-3 Ethanol, 2-(nonylphenoxy)- C17H28O2 1 
85005-55-6 Ethanol, 2-(isononylphenoxy)- C17H28O2 1 

変化物② 104-40-5 ４－ノニルフェノール（直鎖） C15H24O 0 
25154-52-3 ノニルフェノール C15H24O 0 
84852-15-3 ４－ノニルフェノール（分枝） C15H24O 0 

 1 

以下に、有害性情報が得られた物質を示す。EO 数が不明である物質も併せて記載してい2 
る。なお、EO 付加モル数が規定されていない CAS 番号の場合、製品名称から EO 付加モル3 



 

3 

数を調べていることから、同一の CAS 番号の物質であっても EO 付加モル数が異なる場合が1 
ある。 2 

 3 

【親物質】 4 

 ポリ（オキシエチレン）＝ノニルフェニル＝エーテル（CAS 番号 9016-45-9）※規定さ5 
れていないが、EO 平均付加モル数が 3.3～50 の有害性情報が得られた。 6 

 ポリオキシエチレン＝ノニルフェニル＝エーテル（9EO） （CAS 番号 26571-11-9）※7 
EO 平均付加モル数が 8～10 の有害性情報が得られた。 8 

【変化物①】 9 

 ポリ（オキシエチレン）＝ノニルフェニル＝エーテル（CAS 番号 9016-45-9）※規定さ10 
れていないが、EO 平均付加モル数が 1～2 の有害性情報が得られた。 11 

 α－（ノニルフェニル）－ω－ヒドロキシポリ（オキシエチレン）（分枝） （CAS 番号 12 
68412-54-4）※規定されていないが、EO 平均付加モル数が 2 の有害性情報が得られた。 13 

【変化物②】 14 

 ４－ノニルフェノール（直鎖） （CAS 番号 104-40-5） 15 

 ノニルフェノール（CAS 番号 25154-52-3） 16 

 ４－ノニルフェノール（分枝） （CAS 番号 84852-15-3） 17 

【その他（親物質または変化物①に該当するが EO 付加モル数が不明）】 18 

 ポリ（オキシエチレン）＝ノニルフェニル＝エーテル （CAS 番号 9016-45-9） 19 

 α－（４－ノニルフェニル）－ω－ヒドロキシポリ（オキシエチレン）（CAS 番号 20 
26027-38-3） 21 

 α－（ノニルフェニル）－ω－ヒドロキシポリ（オキシエチレン）（分枝）（CAS 番号 22 
68412-54-4） 23 

 24 

親物質の logPow は 3.21、変化物である NP2EO、NP1EO、NP の logPow はそれぞれ 4.211、25 
4.171、5.281 でいずれも３以上のため、親物質、変化物①、変化物②の全てについて水生生物26 
と底生生物のリスク評価（一次）評価Ⅱを実施した。 27 

１-１ 生態影響に関する毒性値の概要 28 

（１）水生生物 29 

水生生物に対する予測無影響濃度（PNECwater）を導出するための毒性値について、親物30 

                                                   
1 平成 29 年度第３回化審法のリスク評価等に用いる物理化学的性状、分解性、蓄積性等のレビュー会議（平

成 29 年 11 月 29 日開催）で承認された値。 
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質、変化物①、変化物②ごとに整理し、専門家による信頼性の評価が行われた。その結果、1 
表１a、 b、 c に示す毒性値が PNECwater 導出に利用可能な毒性値とされた。 2 

表１a PNECwater 導出に利用可能な毒性値（親物質） 3 

栄養段階 
(生物群) 

急

性

慢

性
毒性値 
(mg/L) 

生物種 エンドポイント等 

暴露期

間 CAS  

被験

物質

の平

均
EO
数 

出典 
種名 和名 

エンド 
ポイン

ト 

影響内

容 

生産者 
（藻類）            

一次消費

者 
（又は消

費者）（甲

殻類） 

           

○  14 Daphnia magna オオミジン

コ EC50 IMM 48 時間 9016-
45-9 9 【1】 

二次消費

者（又は

捕食者） 
（魚類） 

           

 4 
表１b PNECwater 導出に利用可能な毒性値（変化物①：NP1EO 及び NP2EO） 5 

栄養段階 
(生物群) 

急

性

慢

性
毒性値 
(mg/L) 

生物種 エンドポイント等 

暴露期

間 
CAS  

被験

物質

の平

均
EO
数 

出典 
種名 和名 

エンド 
ポイン

ト 

影響内

容 

生産者 
（藻類）  ○ 0.375  

Pseudokirchneriel
la 

subcapitata 

ムレミカヅ

キモ（緑藻） NOEC GRO 
(RATE) 72 時間 68412

-54-4 2 【2】 

一次消費

者 
（又は消

費者）（甲

殻類） 

 ○ 0.0077 Americamysis 
bahia アミ科 NOEC REP 28 日 68412

-54-4 1-1.5 【3】 

○  0.716 Ceriodaphnia 
dubia 

ニセネコゼ

ミジンコ LC50 MOR 48 時間 68412
-54-4 2 【4】 

二次消費

者（又は

捕食者） 
（魚類） 

           

 6 

表１c PNECwater 導出に利用可能な毒性値（変化物②：ノニルフェノール） 7 

栄養段階 
(生物群) 

急 
性 

慢

性
毒性値 
(mg/L) 

生物種 エンドポイント等 
暴露期

間 
CAS  出典 

種名 和名 
エンド 
ポイン

ト 

影響内

容 

生産者 
（藻類） 

 ○ 0.01 Skeletonema 
costatum 

スケレトネ

マ属（珪藻） NOEC GRO 
(RATE) 72 時間 84852-1

5-3 【5】 

 ○ 0.09 
Pseudokirchneriel

la 
subcapitata 

ムレミカヅ

キモ（緑藻） NOEC GRO 
(RATE) 72 時間 84852-1

5-3 【6】 

 ○ 0.29 
Pseudokirchneriel

la 
subcapitata 

ムレミカヅ

キモ（緑藻） EC10 GRO 
(RATE) 72 時間 84852-1

5-3 【7】 

 ○ 0.51 Desmodesmus 
subspicatus 

デスモデス

ムス属（イ
EC10 GRO(bi

omass) 72 時間 84852-1
5-3 【8】 
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栄養段階 
(生物群) 

急 
性 

慢

性
毒性値 
(mg/L) 

生物種 エンドポイント等 
暴露期

間 
CAS  出典 

種名 和名 
エンド 
ポイン

ト 

影響内

容 

カダモ属） 

○  2.32 Desmodesmus 
subspicatus 

デスモデス

ムス属（イ

カダモ属） 
EC50 GRO(bi

omass) 72 時間 84852-1
5-3 【8】 

一次消費者 
（又は消費

者）（甲殻

類） 

 ○ 0.0039 Americamysis 
bahia アミ科 NOEC GRO 28 日間 84852-1

5-3 【9】 

 ○ 0.0067 Americamysis 
bahia アミ科 NOEC PROG 28 日間 84852-1

5-3 【9】 

 ○ 0.0091 Americamysis 
bahia アミ科 NOEC SURV 28 日間 84852-1

5-3 【9】 

 ○ 0.013 Daphnia magna オオミジン

コ NOEC REP 21 日間 84852-1
5-3 【10】 

○  0.0207 Hyalella azteca ヨコエビ科 EC50 IMM 96 時間 25154-5
2-3 【11】 

○  0.0207 Hyalella azteca ヨコエビ科 LC50 MOR 96 時間 25154-5
2-3 【11】 

 ○ 0.024 Daphnia magna オオミジン

コ NOEC REP 21 日間 25154-5
2-3 【12】 

○  0.043 Americamysis 
bahia アミ科 LC50 MOR 96 時間 84852-1

5-3 【13】 

○  0.0606 Americamysis 
bahia アミ科 LC50 MOR 96 時間 84852-1

5-3 【14】 

○  0.0844 Daphnia magna オオミジン

コ LC50 MOR 48 時間 84852-1
5-3 【15】 

 ○ ≧0.1 Daphnia magna オオミジン

コ NOEC REP 21 日間 84852-1
5-3 【16】 

○  0.104 Daphnia magna オオミジン

コ EC50 MOR 48 時間 25154-5
2-3 【11】 

 ○ 0.116 Daphnia magna オオミジン

コ NOEC PROG 21 日間 25154-5
2-3 【11】 

○  0.14 Daphnia magna オオミジン

コ EC50 IMM 48 時間 84852-1
5-3 【17】 

○  0.178 Tigripus japonica シオダマリ

ミジンコ 
LC50 MOR 48 時間 25154-5

2-3 【18】 

○  0.19 Daphnia magna オオミジン

コ EC50 IMM 48 時間 25154-5
2-3 【12】 

○  0.281 Daphnia magna オオミジン

コ EC50 IMM 48 時間 104-40-
5 【19】 

○  0.41 Hyale barbicornis フサゲモク

ズ 
LC50 MOR 96 時間 25154-5

2-3 【20】 

○  0.774 Physa virgata サカマキガ

イ属 LC50 MOR 96 時間 25154-5
2-3 【11】 

二次消費者

（又は捕食

者） 
（魚類） 

 ○ 0.00127 Oryzias latipes メダカ LOEC 

REP(F1
世代で

の総産

卵数・受

精卵数) 

18 週 
(F0: 3
週、
F1:15
週) 

84852-1
5-3 【21】 

 ○ 0.006 Oncorhynchus 
mykiss ニジマス NOEC GRO 91 日 25154-5

2-3 【11】 

 ○ 0.0074 Pimephales 
promelas 

ファットヘ

ッドミノー NOEC MOR 33 日 84852-1
5-3 【22】 

 ○ 0.0116 Oryzias latipes メダカ NOEC GRO 
(weight) 60 日 84852-1

5-3 【23】 

 ○ 0.022 Oryzias latipes メダカ NOEC GRO/M
OR 43 日間 25154-5

2-3 【24】 

 ○ 0.023 Pimephales 
promelas 

ファットヘ

ッドミノー NOEC GRO 
(length) 33 日 84852-1

5-3 【22】 
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栄養段階 
(生物群) 

急 
性 

慢

性
毒性値 
(mg/L) 

生物種 エンドポイント等 
暴露期

間 
CAS  出典 

種名 和名 
エンド 
ポイン

ト 

影響内

容 

 ○ 0.023 Pimephales 
promelas 

ファットヘ

ッドミノー NOEC GRO 
(weight) 33 日 84852-1

5-3 【22】 

 ○ 0.0235 Oryzias latipes メダカ NOEC GRO 
(length) 60 日 84852-1

5-3 【23】 

 ○ 0.033 Oryzias latipes メダカ NOEC GRO/M
OR 43 日間 25154-5

2-3 【25】 

 ○ 0.0447 Oryzias latipes メダカ NOEC MOR 60 日 84852-1
5-3 【23】 

○  0.071 Pagrus major マダイ LC50 MOR 48 時間 25154-5
2-3 【26】 

○  0.079 Pagrus major マダイ LC50 MOR 48 時間 25154-5
2-3 【27】  

○  0.0951 Oncorhynchus 
mykiss ニジマス LC50 MOR 96 時間 25154-5

2-3 【28】 

○  0.108 Cyprinus carpio コイ LC50 MOR 96 時間 25154-5
2-3 【26】 

○  0.118 Pagrus major マダイ LC50 MOR 96 時間 25154-5
2-3 【27】 

○  0.126 Pagrus major マダイ LC50 MOR 96 時間 25154-5
2-3 【26】 

○  0.128 Pimephales 
promelas 

ファットヘ

ッドミノー LC50 MOR 96 時間 25154-5
2-3 【11】 

○  0.135 Pimephales 
promelas 

ファットヘ

ッドミノー LC50 MOR 96 時間 25154-5
2-3 【29】 

○  0.140 Pimephales 
promelas 

ファットヘ

ッドミノー LC50 MOR 96 時間 104-40-
5 【30】 

○  0.154 Cyprinus carpio コイ LC50 MOR 96 時間 25154-5
2-3 【26】 

○  0.22 Oryzias latipes メダカ LC50 MOR 96 時間 25154-5
2-3 【31】 

○  0.221 Oncorhynchus 
mykiss ニジマス LC50 MOR 96 時間 25154-5

2-3 【11】 

○  0.31 Cyprinodon 
variegatus 

シープスヘ

ッドミノー LC50 MOR 96 時間 84852-1
5-3 【32】 

【エンドポイント】 1 
EC10（10% Effective Concentration）：10%影響濃度、EC50（Median Effective Concentration）：半数影響2 
濃度、LC50（Median Lethal Concentration）：半数致死濃度、NOEC（No Observed Effect Concentration）： 3 
無影響濃度 4 
【影響内容（記号）】 5 
GRO（Growth）：生長（植物）、成長（動物）、IMM（Immobilization）：遊泳阻害、MOR（Mortality）：6 
死亡、PROG（Progeny counts/numbers）：産仔数、REP（Reproduction）：繁殖、再生産、SUV(survival)：7 
生残 8 
（）内：試験結果の算出法、または測定項目 9 
biomass：生長曲線下の面積より求める方法（面積法）、RATE：生長速度より求める方法（速度法）、length：体10 

長または全長を測定、weight：重量を測定 11 

（２）底生生物 12 

底生生物の信頼できる有害性データについては、親物質及び変化物①では得られなかった13 
が、変化物②では信頼できる毒性値が得られた。 14 

したがって、底生生物に対する予測無影響濃度（PNECsed）は、親物質及び変化物①では水15 
生生物から得られた PNECwater による平衡分配法、変化物②では実験値を用いてそれぞれ算出16 
した。変化物②の毒性値については専門家による信頼性の評価が行われた。その結果、PNECsed17 
導出に利用可能な毒性値を表２に示した。 18 
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 1 

表２ PNECsed 導出に利用可能な毒性値（変化物②：ノニルフェノール） 2 

栄養段階 
(生物群) 

急

性

慢

性

毒性値 
(mg/kg-
dw) 

生物種 エンドポイント

等 
暴露

期間 CAS  

被験物

質の平

均 EO
数 

出典 
種名 和名 

エンド 
ポイン

ト 

影響

内容 

内在/懸濁

物・堆積

物食者 
 ○ 229 Chironomus 

riparius 
ドブユスリ

カ EC10 羽化 28 日 84852-
15-3  【33】 

内在/堆積

物食者  ○ 358 Tubifex tubifex イトミミズ

科 EC10 REP 28 日 84852-
15-3  【33】 

【エンドポイント】 3 
EC10（10％ Effective Concentration）：10％影響濃度 4 
【影響内容】 5 
REP（Reproduction）：繁殖、再生産 6 

 7 

１-２ 予測無影響濃度（PNEC）の導出 8 

（１）水生生物 9 

評価の結果、採用可能とされた急性毒性及び慢性毒性の知見のうち、栄養段階ごとに最10 
も小さい値を PNECwater 導出のために採用した。それぞれの値に、情報量に応じて定めら11 
れた不確実係数積（UFs）を適用し、水生生物に対する PNECwater を求めた。 12 

【親物質】 13 

＜慢性毒性値＞ 14 

信頼できる毒性値は得られていない。 15 

 16 

＜急性毒性値＞ 17 

一次消費者（甲殻類）Daphnia magna 遊泳阻害；２日間 EC50 14 mg/L (14,000 μg/L) 18 

 Dorn ら【1】は、オオミジンコ D.magna の遊泳阻害試験を、EO 平均付加モル数 9 のα19 
－（ノニルフェニル）－ω－ヒドロキシポリ（オキシエチレン）を用いて半止水式で実施20 
した。具体的な濃度区は記載されていないが、論文中の図から、それぞれ、3、6、10、15、21 
20 mg/L 近傍で実施されたと考えられ、助剤は用いられていない。被験物質の濃度はコバ22 
ルト－チオシアン酸塩活性物質（CTAS）分析で実測されており、影響濃度の算出には平23 
均実測濃度が用いられ、２日間遊泳阻害に対する EC50 は 14 mg/L であった。 24 

 25 

＜PNEC の導出＞ 26 

１栄養段階（一次消費者）に対する急性毒性値（14 mg/L）のみが得られており、この値を27 
ACR（Acute chronic ratio：急性慢性毒性比）「10」、種間外挿の UF「10」、さらに室内から28 
野外への外挿係数「10」、すなわち不確実計数積「1000」で除し、親物質の PNECwater とし29 
て 0.014 mg/L（14 µg/L）を得た。 30 
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 1 

【変化物①】 2 

＜慢性毒性値＞ 3 

生産者（藻類）Pseudokirchneriella subcapitata 生長阻害；３日間 NOEC 0.375 mg/L（375 g/L） 4 

ECHA【2】によると OECD TG 201 に準拠し、ムレミカヅキモ（緑藻）P. subcapitata の生長阻5 
害試験が、α－（ノニルフェニル）－ω－ヒドロキシポリ（オキシエチレン）（分枝）（Berol 6 
259、純度不明）を用いて実施された。設定濃度は、対照区と 0.0938、0.188、0.375、0.75、7 
1.50、3.00 mg/L の６濃度区（公比２）で実施され、助剤は用いられなかった。被験物質は8 
HPLC-DAD 分析法により実測されており、試験開始時の実測濃度は設定濃度の 94-98％、終9 
了時には 80-95％であった。影響濃度の算出には設定濃度が用いられ、３日間生長速度に対10 
する最大無影響濃度（NOEC）は 0.375 mg/L と算出された（生長速度阻害率から再計算）。 11 

 12 

一次消費者（甲殻類）Americamysis bahia 繁殖阻害；２８日間 NOEC 0.0077 mg/L (7.7 μg/L) 13 

 ECHA【3】によると EPA OTS 797.1950 に準拠し、アミ科の一種 Americamysis bahia の繁14 
殖阻害試験が、EO 平均付加モル数 1-1.5 のα－（ノニルフェニル）－ω－ヒドロキシポリ（オ15 
キシエチレン）（Surfonic N-10、純度 100%）を用いて実施された。設定濃度は対照区、2.3、16 
4.7、9.4、19、37 g/L の６濃度区（公比 2）で実施され、助剤は用いられなかった。被験物17 
質の濃度は HPLC により実測されており、回収率は 91.9-106％であった。影響濃度の算出に18 
は実測濃度の幾何平均が用いられ、２８日間繁殖阻害に対する最大無影響濃度（NOEC）は19 
0.0077mg/L であった。 20 

 21 

＜急性毒性値＞ 22 

二次消費者（魚類）の採用可能な毒性値は得られていない。 23 

 24 

＜PNEC の導出＞ 25 

２栄養段階に対する慢性毒性値が得られており、生産者の慢性毒性値（0.375 mg/L）と一26 
次消費者の慢性毒性値（0.0077 mg/L）のうち小さいほうの値（0.0077 mg/L）を種間外挿の27 
UF「5」で除し、0.00154 mg/L を得る。二次消費者については信頼できる毒性値が得られて28 
いないため、慢性毒性値から得られた 0.00154 mg/L をさらに室内から野外への UF「10」で29 
除し、変化物①の PNECwater として 0.00015mg/L（0.15µg/L）1が得られた。 30 

 31 

【変化物②】 32 

＜慢性毒性値＞ 33 

生産者（藻類）Skeletonema costatum 生長阻害；３日間 NOEC 0.01 mg/L（10 g/L） 34 
                                                   
1 PNEC 値の有効数字を 2 桁として、3 桁目を切り捨てて算出した。 
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Ward and Boeri【5】は、EPA 40CFR 797.1050 に準拠し、スケレトネマ属（珪藻）の一種 S. 1 
costatum を用いた生長阻害試験を、Schenectady Chemicals, Inc.（現在は SI Group, Inc.）から提2 
供された純度>95％の 4-ノニルフェノール（分岐型）を用いて実施した。設定濃度は、対照3 
区および助剤対照区と、0.015、0.030、0.060、0.12、0.24 mg/L の５濃度区（公比２）で実施4 
され、助剤としてアセトンが 0.1 mL/L 用いられた。被験物質は HPLC（蛍光検出法）で実測5 
され、実測濃度の算術平均に基づき、３日間生長速度に対する最大無影響濃度（NOEC）は6 
0.010mg/L と算出された（生長速度阻害率から再計算）。 7 

 8 

一次消費者（甲殻類）Americamysis bahia 成長阻害；２８日間 NOEC 0.0039mg/L（3.9 g/L） 9 

Ward and Boeri【9】は、EPA 40CFR 797 に準拠し、アミ科の一種 Americamysis bahia を用い10 
た繁殖試験を、Schenectady Chemicals, Inc.（現在は SI Group, Inc.）から提供された純度>95％11 
の 4-ノニルフェノール（分岐型）を用いて実施した。設定濃度は、対照区および助剤対照区12 
と、4、8、12、18、30 µg/L の５濃度区（公比 1.5-2.0）で実施され、助剤としてアセトンが13 
0.1 mL/L 用いられた。被験物質は HPLC（蛍光検出法）で実測された。平均実測濃度に基づ14 
き、成長に対する２８日間最大無影響濃度（NOEC）は 0.0039 mg/L であった。 15 

 16 

二次消費者（魚類）Oryzias latipes 繁殖阻害；１８週 (F0: ３週、F1:１５週) LOEC 0.00127 17 
mg/L（1.27 g/L） 18 

Watanabe ら【21】は、OECD TG240 に準拠し、メダカ拡張１世代繁殖試験(MEOGRT)を、関19 
東化学株式会社製、純度 99.7%の 4-ノニルフェノール（分岐型）を用いて流水式（5 回転/20 
日）で実施した。設定濃度は、対照区、1、3.2、10、32、100 µg/L の５濃度区（公比 3.2）21 
で実施された。被験物質は GC/MS で実測され、平均実測濃度は 1.27、2.95、9.81、27.8、89.4 22 

g/L であった。平均実測濃度に基づき、メダカの繁殖影響に関する最小影響濃度（LOEC）23 
は 1.27 g/L と算出された。 24 

 25 

＜PNEC の導出＞ 26 

２栄養段階（生産者、一次消費者）の慢性毒性値（0.010 mg/L、0.0039 mg/L）と二次消費27 
者の最小影響濃度（LOEC）（0.00127 mg/L）が得られている。二次消費者の慢性影響につい28 
ては、最低濃度区（0.00127 mg/L）において総産卵数等の阻害率で対照区と有意差が認めら29 
れたが、最低濃度区の阻害率が低いことから、LOEC 値を「2」で除した値（0.00063 mg/L）30 
を二次消費者の慢性毒性候補値と判断した1。以上から、3 栄養段階の慢性毒性（候補）値の31 
最小値（魚類の 0.00063 mg/L）を室内試験から野外への UF「10」で除し、変化物②の PNECwater 32 
として 0.000063 mg/L（0.063 µg/L）が得られた。 33 

                                                   
1   最小影響濃度（LOEC）から無影響濃度（NOEC）を推定する方法について：欧州連合 REACH では、

NOEC が得られておらず LOEC の阻害率が 10～20％の場合には NOEC を LOEC／2 として導出できると

している（ECHA(2008)： Guidance on information requirements and chemical safety assessment 
Chapter R.10: Characterisation of dose [concentration]-response for environment）。NOEC は LOEC よ

りも１段階低い設定濃度と定義されることから、LOEC／公比（当該試験では 3.2）で NOEC を推定する方

法もあるが、当該試験では専門家判断により、繁殖に係る LOEC を「２」で除することが適当とされた。 
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 1 

上記で算出した PNECwater について、国内外の規制値等との比較を行い、その妥当性等を検2 
討した。 3 

NPE 及び NP は主要各国で水生生物保全に係る基準値等が設定されている。米国 Aquatic 4 
life criteria では NP の淡水域の最大許容濃度（CMC）として 28 μg/L、連続許容濃度（CCC）5 
として 6.6 μg/L、海域の CMC として 7 μg/L、CCC として 1.7 μg/L が設定されている。英国6 
では NP の水質基準値として年平均値で 0.3 μg/L が設定されている。カナダでは NP 及び NPE7 
の水生生物保全に関する水質ガイドライン Water Quality Guidelines for the Protection of 8 
Aquatic Life として、淡水域で 1 μg/L、海水域で 0.7 μg/L が設定されている。ドイツでは NP9 
の水路・湖沼域及び汽水・沿岸域の水質基準値として年平均値で 0.3 μg/L が設定されている。10 
我が国では NP の生活環境の保全に関する環境基準として、淡水域の生物 A（イワナ、サケ11 
マス等比較的低温域を好む水生生物及びこれらの餌生物が生息する水域）で 1 μg/L、淡水域12 
の生物特 A（生物Ａの水域のうち、水生生物の産卵場（繁殖場）又は幼稚仔の生育場として13 
特に保全が必要な水域）で 0.6μg/L、淡水域の生物 B（コイ、フナ等比較的高温域を好む水生14 
生物及びこれらの餌生物が生息する水域）及び特 B（生物 B の水域のうち、水生生物の産卵15 
場（繁殖場）又は幼稚仔の生育場として特に保全が必要な水域）で 2 μg/L、海域の生物 A（水16 
生生物の生息する水域）で 1 μg/L、海域の生物特 A（生物Ａの水域のうち、水生生物の産卵17 
場（繁殖場）又は幼稚仔の生育場として特に保全が必要な水域）で 0.7 μg/L が設定されてい18 
る。 19 

国内外のリスク評価については、環境省が化学物質の環境リスク評価第 7 巻で NPE を評20 
価しており、魚類 Oncorhynchus mykiss に対する 22 日間（22 日間のばく露終了後に試験用水21 
のみで 86 日間飼育し 108 日に影響を判定）の成長阻害に対する NOEC 1 μg/L 未満をアセス22 
メント係数 100 で除した 0.01 μg/L 未満を PNEC としている。また、同第２巻では NP を評価23 
しており、甲殻類 Hyalella azeteca に対する 96 時間半数致死濃度 LC50 及び半数影響濃度 EC50 24 
20.7 μg/L をアセスメント係数 100 で除した 0.21 μg/L を PNEC としている。独立行政法人製25 
品評価技術基盤機構が公表している NPE の化学物質の初期リスク評価書では、甲殻類26 
Americamysis bahia の 48 時間半数致死濃度 LC50 0.11mg/L と確実係数積 100 を採用している。27 
同じく独立行政法人製品評価技術基盤機構が公表している NP の化学物質の初期リスク評価28 
書では、藻類 Scenedesmus subspicatus に対する 72 時間生長阻害 10%影響濃度 EC10 0.0033mg/L29 
と不確実係数積 10 を採用している。独立行政法人産業技術総合研究所が公表している NP の30 
詳細リスク評価書では、魚類 Oryzias latipes の受精卵から孵化後 103 日目までのフルライフ31 
サイクル試験に対する魚類個体群影響の閾値濃度 21.01 μg/Lをアセスメント係数 10で除した32 
2.1 μg/L を魚類個体群影響の PNEC としている。欧州連合（EU）が公表している NP のリス33 
ク評価書では、藻類 Scenedesmus subspicatus の 72 時間生長阻害に対する EC10 3.3 μg/L をアセ34 
スメント係数 10 で除した 0.33 μg/L を PNEC としている。カナダ環境保護法優先物質評価書35 
では NPE と NP を併せて評価しており、NP、NP1EO、NP 2EO、NP 9EO の ENEV（Estimated 36 
No-Effects Value）を算出している。ENEV はそれぞれ、NP では魚類 Pleuronectes americanus37 
の 96 時間半数致死濃度 LC50 17 μg/L をアセスメント係数 100 で除した 0.17 μg/L、NP 1EO で38 
は甲殻類 Mysidopsis bahia の 48 時間半数致死濃度 LC50 110 μg/L をアセスメント係数 100 で除39 
した 1.1 μg/L、NP 2EO では NP 1EO と同じ値を用い 1.1 μg/L、NP 9EO では甲殻類 Mysidopsis 40 
bahia の 48 時間半数致死濃度 LC50 900 μg/L をアセスメント係数 100 で除した 9.0 μg/L であっ41 
た。ドイツの既存化学物質に関する有害性評価文書（BUA reports）では NP を評価しており、42 
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魚類 Pimephales promelas の 96 時間半数致死濃度 LC50 0.135 mg/L を環境中濃度との比較に用1 
いていた。 2 

なお、NPE が優先評価化学物質として判定されたスクリーニング評価及びリスク評価（一3 
次）評価Ⅰでは、魚類に対する４日間半数致死濃度 LC50 1.3mg/L（被験物質の EO 平均付加4 
モル数は 4）を不確実係数積「10,000」で除した「0.00013 mg/L（0.13 µg/L）」が PNEC 値で5 
あった。 6 

リスク評価（一次）評価Ⅱでは、製造輸入実態と環境運命を精査し、EO 付加モル数によ7 
り親物質と変化物とに分けられ、スクリーニング評価とは異なる物質範囲となった。また、8 
有害性情報の収集範囲の拡大により、収集された毒性情報は 1000 データ程度に達し、スクリ9 
ーニング評価及びリスク評価（一次）評価Ⅰに比べて収集したデータ数は多くなった。しか10 
し、被験物質の EO 平均付加モル数を整理し、信頼性を精査した結果、親物質については一11 
次消費者の 1 データのみとなった。なお、スクリーニング評価でのキーデータは情報不足の12 
ため信頼性「4」とされ PNEC 算出には用いられなかった。変化物①については 2 生物群、13 
変化物②については 3 生物群の慢性毒性値が得られたため、不確実係数積は小さくなった。 14 

（２）底生生物 15 

【親物質】 16 

＜PNEC の導出＞ 17 

親物質に対する底生生物の信頼できる有害性データは得られなかったため、水生生物に18 
対する PNECwater から平衡分配法を用いて、底生生物に対する PNECsed を導出した。付属資19 
料に示したパラメータを用いて、乾重量換算で 8.6 mg/kg-dw が得られた（湿重量換算 1.9 20 
mg/kg-ww）。 21 

 22 

【変化物①】 23 

＜PNEC の導出＞ 24 

変化物①に対する底生生物の信頼できる有害性データは得られなかったため、水生生物25 
に対する PNECwater から平衡分配法を用いて、底生生物に対する PNECsed を導出した。付属26 
資料に示したパラメータを用いて、乾重量換算で 0.010mg/kg-dw が得られた（湿重量換算 27 
0.0022mg/kg-ww）。 28 

 29 

【変化物②】 30 

評価の結果、採用可能とされた急性毒性及び慢性毒性の知見のうち、生息様式ごとに最31 
も小さい値を PNECsed 導出のために採用した。それぞれの値に、情報量に応じて定められ32 
た不確実係数積を適用し、底生生物に対する PNECsed を求めた。 33 

 34 

＜慢性毒性値＞ 35 

内在/懸濁物・堆積物食者 Chironomus riparius 羽化阻害；28 日間 EC10 229 mg/kg-dw36 
【33】 37 
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Bettinetti and Provini【33】は、OECD TG218 に準拠し、ドブユスリカ C. riparius を用いた羽1 
化に対する阻害試験を、Sigma-Aldrich 製、純度 99％の 4-ノニルフェノール（分岐型）を用2 
いて行った。試験は 2 回実施されており、設定濃度は、試験１が 270, 290, 320, 410, 480, 580 3 
mg/kg-dw、試験２が 290, 520, 735,880, 960, 1100 mg/kg-dw、公比はそれぞれ 1.2 程度で行われ4 
ている。助剤は用いていないと考えられる。被験物質の実測はされていないが、既往知見を5 
引用し、設定値の 80％以内としている。設定濃度に基づき、羽化に対する 28 日間 EC10 は試6 
験１が 259 mg/kg-dw 、試験 2 で 203 mg/kg-dw、幾何平均値 229 mg/kg-dw が算出された。 7 

内在/堆積物食者 Tubifex tubifex  繁殖阻害；28 日間 EC10 358 mg/kg-dw【33】 8 

Bettinetti and Provini【33】は、Reynoldson et al.(1991)に準拠し、イトミミズ科の一種 T. tubifex9 
を用いた繁殖に対する阻害試験を、Sigma-Aldrich 製、純度 99％の 4-ノニルフェノール（分10 
岐型）を用いて行った。試験は 2 回実施されており、設定濃度は、試験１が 80,380, 420, 460, 11 
650 mg/kg-dw（公比 1.1～4.8）、試験２が 90, 190, 310, 430, mg/kg-dw（公比 1.4～2.1）で 2 回12 
行われている。助剤は用いていないと考えられる。被験物質の実測はされていないが、既往13 
知見を引用し、設定値の 80％以内としている。28 日間の卵鞘数と幼体数の EC10 の幾何平均14 
は、各試験でそれぞれ 359.0（336.7、382.7）mg/kg-dw、358.1（335.0、382.8）mg/kg-dw であ15 
り、このうち値の小さい値 358.1 mg/kg-dw を採用することとした。 16 

 17 

＜PNEC の導出＞ 18 

２つの異なる生活様式を有する底生生物の慢性毒性値（229 mg/kg-dw、358 mg/kg-dw）19 
の最小値（229 mg/kg-dw）を不確実係数積 50 で除し、PNECsed として 4.5 mg/kg-dw を得20 
た。 21 

 22 

１-３ 有害性評価に関する不確実性解析 23 

【親物質】 24 

水生生物では、一次消費者（甲殻類）の急性毒性値のみが得られており、慢性毒性値が得25 
られていないこと、生産者（藻類）と二次消費者では毒性試験結果がないことに基本的な不26 
確実性がある。また、底生生物の毒性試験データは得られていない点で不確実性がある。 27 

さらに、水生生物の PNEC 値は、EO 付加モル数 9 の毒性値のみから得られた値であり、28 
より毒性が強い傾向にあると考えられる EO 付加モル数の小さな物質での信頼できる毒性情29 
報が得られていない点に不確実性がある。 30 

 31 

【変化物①】 32 

水生生物では、２栄養段階（生産者と一次消費者）に対する慢性毒性値が得られているが、33 
二次消費者（魚類）の毒性試験が得られていない点に、不確実性がある。また、底生生物の34 
毒性試験データは得られておらず、基本的な不確実性がある。 35 

 36 
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【変化物②】 1 

水生生物では、生産者（藻類）、一次消費者（甲殻類）と二次消費者（魚類）の慢性毒性値2 
が得られており、不確実性は小さい。また、底生生物は２つの異なる生息様式の慢性毒性試3 
験結果が得られているので、生息様式間での不確実性が残っている。 4 

 5 

１-４ 結果 6 

有害性評価Ⅱの結果、親物質、変化物①、変化物②の水生生物に係る PNECwater として、そ7 
れぞれ 0.014 mg/L、0.00015 mg/L、0.000063 mg/L を採用する。また、底生生物に係る PNECsed8 
としてそれぞれ 8.6 mg/kg-dw、0.010 mg/kg-dw 及び 4.5 mg/kg-dw を採用する。表３a、b、 c9 
にそれぞれの有害性情報をまとめる。 10 

表３ａ 有害性情報のまとめ（親物質） 11 

 水生生物 底生生物 

PNEC 0.014 mg/L（14 µg/L） 8.6mg/kg-dw 

キースタディの毒性値 14 mg/L － 

UFs 1000 － 

（キースタディの 

エンドポイント） 

甲殻類の遊泳阻害に対する半数影

響濃度 

（水生生物に対する PNECwater と Koc

からの平衡分配法による換算値） 

 12 
表３ｂ 有害性情報のまとめ（変化物①：NP1EO 及び NP2EO） 13 

 水生生物 底生生物 

PNEC 0.00015 mg/L（0.15 µg/L） 0.010mg/kg-dw 

キースタディの毒性値 0.0077 mg/L（7.7 µg/L） － 

UFs 50 － 

（キースタディの 

エンドポイント） 

甲殻類の繁殖影響に対する無影響

濃度 

（水生生物に対する PNECwater と Koc

からの平衡分配法による換算値） 

 14 
 15 

表３ｃ 有害性情報のまとめ（変化物②：ノニルフェノール） 16 

 水生生物 底生生物 

PNEC 0.000063 mg/L（0.063 µg/L） 4.5 mg/kg-dw 

キースタディの毒性値 0.00063 mg/L（0.63 µg/L） 229mg/kg-dw 

UFs 10 50 

（キースタディの 

エンドポイント） 

魚類の繁殖に対する無影響濃度（相

当） 

ドブユスリカの羽化に対する 10％影

響濃度 

 17 



 

14 

１-５ 有害性情報の有無状況 1 

親物質、変化物①及び変化物②のリスク評価（一次）の評価Ⅰ・評価Ⅱを通じて収集した2 
範囲の有害性情報の有無状況を表４に整理した。 3 

スクリーニング毒性試験、有害性調査指示に係る試験、それ以外の試験に分類して整理し4 
た。 5 

表４ 有害性情報の有無状況 6 

試験項目 試験方法注 1) 

出典 

(情報源) 

親物質 変化物① 変化物② 

スク

リー

ニン

グ生

態毒

性試

験 

水生生

物 

急性毒

性 

 

藻類生長阻害

試験 

化審法、 

OECD 

TG.201 

  【8】 

甲殻類急性遊

泳阻害試験等 

化審法、 

OECD 

TG.202 等 

【1】 【4】 

【11】～

【15】 

【17】～

【20】 

魚類急性毒性

試験 

化審法、 

OECD 

TG.203 

  
【11】【26】

～【32】 

第二

種特

定化

学物

質指

定に

係る

有害

性調

査指

示に

係る

試験 

水生生

物 

慢性毒

性 

試験 

藻類生長阻害

試験 

化審法、 

OECD 

TG.201 

 【2】 【5】～【8】 

ミジンコ繁殖

阻害試験 

化審法、 

OECD 

TG.211 

  

【10】～ 

【12】 

【16】 

魚類初期生活

段階毒性試験 

化審法、 

OECD 

TG.210 

  

【11】 

【21】～

【25】 

底生生

物 

慢性毒

性 

試験注 2) 

底質添加によ

る 

ユスリカ毒性

試験 

   【33】 

その

他の

慢性

毒性

試験 

アミ科

慢性毒

性試験 

EPA OTS 

797.1950 (Mysid 

Chronic Toxicity 

Test) 

  【3】 【9】 

魚類慢

性毒性

試験 

メダカ拡張一

世代繁殖試験 

OECD 

TG.240 
  【21】 

注1) 化審法：「新規化学物質等に係る試験の方法について」(平成 23 年 3 月 31 日 薬食発第 0331 号第 77 
号、平成 23・03・29 製局第 5 号、環保企発第 110331009 号）に記載された試験方法 8 
OECD：「OECD GUIDELINES FOR THE TESTING OF CHEMICALS」に記載された試験方法 9 
なお、米国等の化学物質審査で用いられている試験法の中で、OECD 試験法と同様の推奨種/試験条件10 
の場合は、OECD 試験法として扱っている。 11 

注2) その他環境における残留の状況からみて特に必要があると認める生活環境動植物の生息又は生育に12 
及ぼす影響についての調査（現時点では底生生物への毒性）。 13 

 14 

 15 
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付属資料 生態影響に関する有害性評価Ⅱ 1 

１ 各キースタディの概要 2 

（１）水生生物 3 

【親物質】 4 

＜生産者（藻類）＞ 5 

信頼できるデータ無し 6 

＜一次消費者（又は消費者）（甲殻類）＞ 7 

Daphnia magna 遊泳阻害；２日間 EC50 14 mg/L【1】 8 

＜二次消費者（又は捕食者）（魚類）＞ 9 

信頼できるデータ無し 10 

 11 

【変化物①】 12 

＜生産者（藻類）＞ 13 

Pseudokirchneriella subcapitata 生長速度に対する阻害；３日間NOEC 0.375 mg/L【2】 14 

＜一次消費者（又は消費者）（甲殻類）＞ 15 

Americamysis bahia 繁殖阻害；２８日間 NOEC 0.0077 mg/L【3】 16 

＜二次消費者（又は捕食者）（魚類）＞ 17 

信頼できるデータ無し 18 

 19 
【変化物②】 20 

＜生産者（藻類）＞ 21 

Skeletonema costatum 生長阻害；３日間 NOEC 0.010 mg/L【4】 22 

＜一次消費者（又は消費者）（甲殻類）＞ 23 

Americamysis bahia 成長；２８日間 NOEC 0.0039 mg/L【5】 24 

＜二次消費者（又は捕食者）（魚類）＞ 25 

Oryzias latipes 繁殖；１８週(F0: 3 週、F1:15 週)LOEC 0.00127 mg/L【6】 26 

 27 

 28 
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（２）底生生物 1 

【親物質】 2 

信頼できる毒性データは得られなかったが、水生生物に対する PNECwater から平衡分3 
配法により、PNECsed を求めた。 4 

 5 

【変化物①】 6 

信頼できる毒性データは得られなかったが、水生生物に対する PNECwater から平衡分7 
配法により、PNECsed を求めた。 8 

 9 

【変化物②】 10 

＜内在/懸濁物・堆積物食者＞ 11 

 Chironomus riparius 羽化阻害；28 日間 EC10 229mg/kg-dw【7】 12 

＜内在/堆積物食者＞ 13 

Tubifex tubifex 繁殖阻害；28 日間 EC10 358 mg/kg-dw【7】 14 

 15 

出典） 16 
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２ 平衡分配法による PNECsed の算出 1 

【親物質】 2 

親物質については、底生生物の信頼できる有害性データは得られなかったため、水生生物3 
に対する PNECwater から平衡分配法を用いて、底生生物への PNECsed を導出した。以下に平4 
衡分配法による算出過程を記載した。表１に示したパラメータから乾重量換算で PNECsed 5 
8.6 mg/kg-dw（湿重量換算 1.9mg/kg-ww）を得た。 6 

 7 

表１ 平衡分配法による PNECsed 算出パラメータおよび算出結果 8 

パラメータ名 内容 算出式 算出結果 

PNECsed（湿重量）[mg/kg-ww] 
底質の予測無影響濃度

（湿重量ベース） 

＝

(Ksusp-water)/RHOsusp

×PNECwater×1,000＝

（153/1150)×0.014×10

00* 

1.9 

  

Ksusp- water[m3/m3] 浮遊物質／水分配係数 

＝Fwater susp+Fsolid 

susp×(Kp 

susp)/1,000×RHOsolid

＝0.9+0.1（610/1000）

×2500 

153 

  

Fwater susp[mwater3/msusp3] 浮遊物質の液相率 デフォルト値 0.9 

Fsolid susp[msolid3/msusp3] 浮遊物質の固相率 デフォルト値 0.1 

  

Kp susp[L/kgsolid] 
浮遊物質の固相成分と

水との分配係数 

=Foc susp×Koc＝

0.1×6100 
610 

  

Foc susp 

[kgoc/kgsolid] 

浮遊物質の固相成分に

対する有機炭素重量比 
デフォルト値 0.1 

Koc[L/kg] 有機炭素／水分配係数 （１）より 6,100 

RHOsolid[kgsolid/ms

olid3] 
固体密度 デフォルト値 2,500 

RHOsusp[kg-ww/m3] 浮遊物質のかさ密度 デフォルト値 1,150 

PNECwater[mg/L] 水質の予測無影響濃度 水生生物 PNECwater 0.014 

PNECsed（乾重量）[mg/kg-dw] 
底質の予測無影響濃度

（乾重量ベース） 

PNECsed（湿重量）

×CONVsusp＝

1.86261×4.6 

8.6 

  

CONVsusp[kg-ww/kg-dw] 

浮遊物質中の対象物質

濃度換算係数（湿重量

→乾重量） 

=RHOsusp/(Fsolid 

susp×RHOsolid) ＝

1150/（0.1×2500） 

4.6 

  

RHOsusp[kg-ww/m3] 浮遊物質のかさ密度 デフォルト値 1,150 

Fsolid susp[msolid3/msusp3] 浮遊物質の固相率 デフォルト値 0.1 

RHOsolid[kgsolid/msolid3] 固体密度 デフォルト値 2,500 

（１）化審法のリスク評価等に用いる物理化学的性状、分解性、蓄積性等のレビュー会議 9 
 * logKow≧5 の場合は、得られた値の 1/10 を PNECsed（湿重量）とする。 10 
 11 

【変化物①】 12 

変化物①については、底生生物の信頼できる有害性データは得られなかったため、水生生13 
物に対する PNECwater から平衡分配法を用いて、底生生物への PNECsed を導出した。以下に14 
平衡分配法による算出過程を記載した。表２に示したパラメータから乾重量換算で PNECsed 15 
0.010 mg/kg-dw（湿重量換算 0.0022mg/kg-ww）を得た。 16 
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 1 

表２ 平衡分配法による PNECsed 算出パラメータおよび算出結果 2 

パラメータ名 内容 算出式 算出結果 

PNECsed（湿重量）[mg/kg-ww] 
底質の予測無影響

濃度（湿重量ベース） 

＝

(Ksusp-water)/RHOsusp

×PNECwater×1,000＝

（17/1150)×0.00015×1

000* 

0.00222 

  

Ksusp- water[m3/m3] 
浮遊物質／水分配

係数 

＝Fwater susp+Fsolid 

susp×(Kp 

susp)/1,000×RHOsolid

＝0.9+0.1（64/1000）

×2500 

17 

  

Fwater susp[mwater3/msusp3] 浮遊物質の液相率 デフォルト値 0.9 

Fsolid susp[msolid3/msusp3] 浮遊物質の固相率 デフォルト値 0.1 

  

Kp susp[L/kgsolid] 
浮遊物質の固相成

分と水との分配係数 

=Foc susp×Koc＝

0.1×640 
64 

  

Foc susp 

[kgoc/kgsolid] 

浮遊物質の固相成

分に対する有機炭素

重量比 

デフォルト値 0.1 

Koc[L/kg] 
有機炭素／水分配

係数 
（１）より 640 

RHOsolid[kgsolid/msolid

3] 
固体密度 デフォルト値 2,500 

RHOsusp[kg-ww/m3] 浮遊物質のかさ密度 デフォルト値 1,150 

PNECwater[mg/L] 
水質の予測無影響

濃度 
水生生物 PNECwater 0.00015 

PNECsed（乾重量）[mg/kg-dw] 
底質の予測無影響

濃度（乾重量ベース） 

PNECsed（湿重量）

×CONVsusp＝

0.00222×4.6 

0.01021 

  

CONVsusp[kg-ww/kg-dw] 

浮遊物質中の対象

物質濃度換算係数

（湿重量→乾重量） 

=RHOsusp/(Fsolid 

susp×RHOsolid) ＝

1150/（0.1×2500） 

4.6 

  

RHOsusp[kg-ww/m3] 浮遊物質のかさ密度 デフォルト値 1,150 

Fsolid susp[msolid3/msusp3] 浮遊物質の固相率 デフォルト値 0.1 

RHOsolid[kgsolid/msolid3] 固体密度 デフォルト値 2,500 

（１）化審法のリスク評価等に用いる物理化学的性状、分解性、蓄積性等のレビュー会議 3 
 * logKow≧5 の場合は、得られた値の 1/10 を PNECsed（湿重量）とする。 4 
 5 
 6 
 7 
 8 
 9 
 10 
 11 
 12 
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３ 国内外における生態影響に関する有害性評価の実施状況 1 

（１）既存のリスク評価書における有害性評価の結果 2 

当該物質のリスク評価に関する各種情報の有無を表３に、また、評価書等で導出され3 
た予測無影響濃度（PNEC）等を表４にそれぞれ示した。 4 

 5 

表３ リスク評価等に関する情報 6 

リスク評価書（文献名）等 NPE NP 

化学物質の環境リスク評価 （環境省）[1] 第 7 巻 第 2 巻 

化学物質の初期リスク評価書（CERI, NITE）[2] ○ ○ 

詳細リスク評価書（（独）産業技術総合研究所）[3] × ○ 

OECD SIDS 初期評価報告書 

（SIAR ：SIDS* Initial Assessment Report） 

*Screening Information Data Set [4] 

× × 

欧州連合（EU）リスク評価書（EU-RAR）[5] × ○ 

世界保健機関（WHO）環境保健クライテリア (EHC) [6] × × 

世界保健機関（WHO）/国際化学物質安全性計画（IPCS）国際簡

潔評価文書「CICAD」（Concise International Chemical 

Assessment Document）[7] 

× × 

カナダ環境保護法優先物質評価書（Canadian Environmental 

Protection Act Priority Substances List Assessment Report）[8] 
○ ○ 

Australia NICNAS Priority Existing Chemical Assessment 

Reports[9] 
× × 

BUA Report[10] × ○ 

Japan チャレンジプログラム[11] × × 

凡例）○：情報有り、×情報無し [  ]内数字：出典番号 7 

 8 

 9 

表４ リスク評価書での予測無影響濃度（PNEC）等 10 

文献名 
評価対象

の物質 

リスク評価に用いて

いる値 

根拠 

生物群 種名 毒性値 

アセスメ

ント係数

等 

化学物質の環

境リスク評価 

（環境省）第７

巻[1] 

親物質及

び変化物

① 

 PNEC <0.01μg/L 魚類 
Oncorhynchus 

mykiss 

22 日間成長阻害に対

する無影響濃度 

NOEC <1μg/L 

100 

化学物質の環

境リスク評価 

（環境省）第２

巻[1] 

変化物② PNEC 0.21μg/L 甲殻類 Hyalella azeteca 

96 時間半数致死濃度

LC50 及び半数影響濃

度 EC50 20.7μg/L 

100 

化学物質の初

期リスク評価書

（CERI, NITE）

[2] 

親物質親

物質及び

変化物① 

LC50 0.11mg/L 甲殻類 
Americamysis 

bahia 
48 時間半数致死濃度 

LC50 0.11mg/L 
100 

化学物質の初

期リスク評価書
変化物② EC10 0.0033mg/L 藻類 

Scenedesmus 

subspicatus 

72 時間生長阻害 10%

影響濃度 

EC10 0.0033mg/L 

10 
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文献名 
評価対象

の物質 

リスク評価に用いて

いる値 

根拠 

生物群 種名 毒性値 

アセスメ

ント係数

等 

（CERI, NITE）

[2] 

詳細リスク評価

書（（独）産業技

術総合研究所）

[3] 

変化物② PNEC 2.1μg/L 魚類 Oryzias latipes 

受精卵から孵化後

103 日目までの魚類

個体群影響の閾値濃

度 

21.01μg/L 

10 

欧州連合（EU）

リスク評価書

（EU-RAR）[5] 

変化物② PNEC 0.33μg/L 藻類 
Scenedesmus 

subspicatus 

72 時間生長阻害に対

する 10%影響濃度 

EC10 3.3μg/L 

10 

カナダ環境保

護法優先物質

評価書

（Canadian 

Environmental 

Protection Act 

Priority 

Substances 

List 

Assessment 

Report）[8] 

親物質 

（EO数９） 
ENEV* 9.0μg/L 甲殻類 

Mysidopsis 

bahia 

48 時間半数致死濃度 

LC50 900μg/L 
100 

変化物① ENEV* 1.1μg/L 甲殻類 
Mysidopsis 

bahia 

48 時間半数致死濃度 

LC50 110μg/L 
100 

変化物② ENEV* 0.17μg/L 魚類 
Pleuronectes 

americanus 
96 時間半数致死濃度 

LC50 17μg/L 
100 

BUA 

Report[10] 
変化物② LC50 0.135mg/L 魚類 

Pimepimephales 

promelas 
96 時間半数致死濃度 

LC50 0.135mg/L 
- 

 [  ]内数字：出典番号 1 
*ENEV= Estimated No-Effects Value（推定無影響値） 2 

 3 

 4 

 5 

（２）水生生物保全に係る基準値等の設定状況 6 

水生生物保全に係る基準値等について、米国、英国、カナダ、ドイツ、オランダ及び我7 
が国での策定状況を表５に示した。 8 

表５ 水生生物保全関連の基準値等 9 

対象国 担当機関 水質目標値名 
水質目標値（µg/L） 

NPE NP 

米国[12] 米国環境保護

庁 

Aquatic life 

criteria 

淡水    

CMC*1/CCC*2 
－ 28/6.6 

海（塩）水 

CMC*1/CCC*2 
－ 7/1.7 

英国[13] 環境庁 UK Standard 

Protection of 

Fisheries 

Salmoid and cyprinid 

waters 
－ － 

UK Standard 

Surface Water  

 

Inland  surface waters  

(Annual average) 
－ 0.3 

transitional and coastal 

waters  
－ － 
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対象国 担当機関 水質目標値名 
水質目標値（µg/L） 

NPE NP 

(Annual average) 

カナダ[14] カナダ環境省 Water Quality 

Guidelines 

for the 

Protection of 

Aquatic Life 

Freshwater 
－ 1 

Marine 
－ 0.7 

ドイツ[15] 連邦環境庁 EQS for watercourses and lakes*3 － 0.3 

EQS for transitional and coastal waters *3 － 0.3 

オランダ 

[16] 

国立健康環境

研究所 

Maximum Permissible Concentration(MPC)*4 － － 

Target value *4 － － 

日本 

[17] 

環境省 淡水域（河川、湖

沼） 

生物 A *5 － 1 

生物特 A *6 － 0.6 

生物 B *7/特 B *8 － 2 

海域 生物 A *9 － 1 

生物特 A *10 － 0.7 

[  ]内数字：出典番号 1 
*1 ：CMC（Criterion Maximum Concentration）：最大許容濃度 2 
*2 ：CCC（Criterion Continuous Concentration）：連続許容濃度 3 
*3 ：Environmental quality standards for specific pollutants under the OgewV-E to determine ecological 4 
status： 5 

生態ステータスを決定するための表流水保全に係るドイツ連邦規則草稿（OgewV-E ：Draft 6 
Ordinance on the Protection of Surface Waters）下での特定汚染物質に対する環境基準。年平均値7 
として示される。 8 

*4 ：法制度には規定されていないが環境影響評価等に用いられている目標値で、MPC(最大許容濃9 
度：Maximum permissible concentration)は人の健康や生物に影響を及ぼさない予測濃度、target 10 
value（目標値）は環境に影響を及ぼさない濃度を示す。[18] 11 

*5 ：イワナ、サケマス等比較的低温域を好む水生生物及びこれらの餌生物が生息する水域 12 
*6 ：淡水域 生物Ａの水域のうち、生物Ａの欄に掲げる水生生物の産卵場（繁殖場）又は幼稚仔13 

の生育場として特に保全が必要な水域 14 
*7 ：コイ、フナ等比較的高温域を好む水生生物及びこれらの餌生物が生息する水域 15 
*8 ：淡水域 生物 B の水域のうち、生物Ａの欄に掲げる水生生物の産卵場（繁殖場）又は幼稚仔16 

の生育場として特に保全が必要な水域 17 
*9 ：水生生物の生息する水域 18 
*10：海域 生物Ａの水域のうち、水生生物の産卵場（繁殖場）又は幼稚仔の生育場として特に保19 

全が必要な水域 20 
 21 
 22 
 23 
 24 
 25 
 26 
 27 
 28 
 29 
 30 
 31 
 32 
 33 
 34 
 35 
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基本情報 1 
優先評価化学
物質通し番号 

86 

物質名称 α－（ノニルフェニル）－ω－ヒドロキシポリ（オキシエチレン） 
CAS 番号 9016459、26027383 等 

 2 
（１） 水生生物 3 
表１a．PNEC 値算出の候補となる毒性データ一覧（水生生物）＜親物質＞ 4 
No 生物種 被験物質 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 

暴露 
期間 

（日） 

毒性値 
（mg 
/L） 

信頼性 
ランク 出典 備考 

 

栄養段階 生物分

類 生物種 種名 CAS 
純

度

(%) 

平均

EO 付

加モル

数 

急慢 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ 影響内

容 

1 生産者 － － － － －  急性 － － － － － － 該当データなし 
2 生産者 － － － － －  慢性 － － － － － － 該当データなし 

3 一次消費者 甲殻類 オオミジン

コ Daphnia magna 9016-45
-9  9 急性 EC50 IMM 2 14 2 【1】  

4 一次消費者 － － － － －  慢性 － － － － － － 該当データなし 

5 二次消費者 － － － － －  急性 － － － － － － 該当データなし 

6 二次消費者 － － － － －  慢性 － － － － － － 該当データなし 

 5 
表１b．PNEC 値算出の候補となる毒性データ一覧（水生生物）＜変化物①＞ 6 
No 生物種 被験物質 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 

暴露 
期間 

（日） 

毒性値 
（mg 
/L） 

信頼性 
ランク 出典 備考 

 

栄養段階 生物分

類 生物種 種名 CAS 
純

度

(%) 

平均

EO 付

加モル

数 

急慢 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ 影響内

容 

7 生産者 － － － － －  急性 － － － － － － 該当データなし 

8 生産者 藻類 
ムレミカヅ

キモ（緑藻） 
Pseudokirchnerie

lla subcapitata 
68412-5

4-4 
 2 慢性 NOEC 

GRO(R
ATE) 3 0.375 2 【2】 

再計算値 
（原著では 1.5mg/L） 

9 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 

684125-
4-4 

 1-1.5 慢性 NOEC REP 28 0.0077 1 【3】  
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No 生物種 被験物質 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 
暴露 
期間 

（日） 

毒性値 
（mg 
/L） 

信頼性 
ランク 出典 備考 

 

栄養段階 生物分

類 生物種 種名 CAS 
純

度

(%) 

平均

EO 付

加モル

数 

急慢 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ 影響内

容 

10 一次消費者 甲殻類 
ニセネコゼ

ミジンコ 
Ceriodaphnia 

dubia 
684125-

4-4 
 2 急性 LC50 MOR 2 0.716 2 【4】  

11 二次消費者 － － － － －  急性 － － － － － － 該当データなし 

12 二次消費者 － － － － －  慢性 － － － － － － 該当データなし 

 1 
表１c．PNEC 値算出の候補となる毒性データ一覧（水生生物）＜変化物②＞ 2 

No 
 

生物種 被験物質 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 
暴露期

間（日） 
毒性値

(mg/L) 
信頼性

ランク 出典 備考 
栄養段階 生物分

類 生物種 種名 CAS 純度

(%) 
E
O
数 

急慢 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ 影響内

容 

13 生産者 藻類 
スケレトネマ

属（珪藻） 
Skeletonema 
costatum 

84852-
15-3 >95 0 慢性 NOEC GRO(R

ATE) 3 0.01 2 【5】 再計算による値 

14 生産者 藻類 
ムレミカヅキ

モ（緑藻） 

Pseudokirchne
riella 
subcapitata 

84852-
15-3 >95 0 慢性 NOEC GRO(R

ATE) 3 0.09 2 【6】   

15 生産者 藻類 
ムレミカヅキ

モ（緑藻） 

Pseudokirchne
riella 
subcapitata 

84852-
15-3   0 慢性 EC10 GRO(R

ATE) 3 0.29 2 【7】   

16 生産者 藻類 

デスモデス

ムス属（イカ

ダモ属） 

Desmodesmus 
subspicatus 

84852-
15-3   0 慢性 EC10 GRO(bi

omass) 3 0.51 2 【8】   

17 生産者 藻類 

デスモデス

ムス属（イカ

ダモ属） 

Desmodesmus 
subspicatus 

84852-
15-3   0 急性 EC50 GRO(bi

omass) 3 2.32 2 【8】   

18 一次消費

者 
甲殻類 アミ科 

Americamysis 
bahia 

84852-
15-3 >95 0 慢性 NOEC GRO 28 0.0039 2 【9】   

19 一次消費

者 
甲殻類 アミ科 

Americamysis 
bahia 

84852-
15-3 >95 0 慢性 NOEC PROG 28 0.0067 2 【9】   

20 一次消費

者 
甲殻類 アミ科 

Americamysis 
bahia 

84852-
15-3 >95 0 慢性 NOEC SURV 28 0.0091 2 【9】   

21 一次消費

者 
甲殻類 オオミジンコ 

Daphnia 
magna 

25154-
52-3 91.8 0 慢性 NOEC REP 21 0.013 2 【10】   

22 一次消費

者 
甲殻類 ヨコエビ科 

Hyalella 
azteca 

25154-
52-3 90 0 急性 EC50 IMM 4 0.0207 2 【11】   
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No 
 

生物種 被験物質 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 
暴露期

間（日） 
毒性値

(mg/L) 
信頼性

ランク 出典 備考 
栄養段階 生物分

類 生物種 種名 CAS 純度

(%) 
E
O
数 

急慢 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ 影響内

容 

23 一次消費

者 
甲殻類 ヨコエビ科 

Hyalella 
azteca 

25154-
52-3 90 0 急性 LC50 MOR 4 0.0207 2 【11】   

24 一次消費

者 
甲殻類 オオミジンコ 

Daphnia 
magna 

25154-
52-3 91.8 0 慢性 NOEC REP 21 0.024 2 【12】   

25 一次消費

者 
甲殻類 アミ科 

Americamysis 
bahia 

84852-
15-3 >95 0 急性 LC50 MOR 4 0.043 2 【13】   

26 一次消費

者 
甲殻類 アミ科 

Americamysis 
bahia 

84852-
15-3 90 0 急性 LC50 MOR 4 0.0606 2 【14】   

27 一次消費

者 
甲殻類 オオミジンコ 

Daphnia 
magna 

84852-
15-3 0.9 0 急性 LC50 MOR 2 0.0844 2 【15】   

28 一次消費

者 
甲殻類 オオミジンコ 

Daphnia 
magna 

84852-
15-3   0 慢性 NOEC REP 21 ≧0.1 2 【16】   

29 一次消費

者 
甲殻類 オオミジンコ 

Daphnia 
magna 

25154-
52-3 90 0 急性 EC50 MOR 2 0.104 2 【11】   

30 一次消費

者 
甲殻類 オオミジンコ 

Daphnia 
magna 

25154-
52-3 90 0 慢性 NOEC PROG 21 0.116 2 【11】   

31 一次消費

者 
甲殻類 オオミジンコ 

Daphnia 
magna 

25154-
52-3 90 0 慢性 NOEC PROG 21 0.116 2 【11】   

32 一次消費

者 
甲殻類 オオミジンコ 

Daphnia 
magna 

84852-
15-3   0 急性 EC50 IMM 2 0.14 2 【17】   

33 一次消費

者 
甲殻類 

シオダマリミ

ジンコ 
Tigripus 
japonica 

25154-
52-3   0 急性 LC50 MOR 2 0.178 2 【18】   

34 一次消費

者 
甲殻類 オオミジンコ 

Daphnia 
magna 

25154-
52-3 91.8 0 急性 EC50 IMM 2 0.19 2 【12】   

35 一次消費

者 
甲殻類 オオミジンコ 

Daphnia 
magna 

104-40
-5 ~85 0 急性 EC50 IMM 2 0.281 2 【19】   

36 一次消費

者 
甲殻類 フサゲモクズ 

Hyale 
barbicornis 

25154-
52-3   0 急性 LC50 MOR 4 0.41 2 【20】   

37 一次消費

者 
その他 

サカマキガ

イ属 
Physa virgata 25154-

52-3 90 0 急性 LC50 MOR 4 0.774 2 【11】   

38 二次消費

者 
魚類 メダカ Oryzias latipes 

84852-
15-3 

  0 慢性 LOEC 

REP(F1

世代での

総産卵

数・受精

卵数) 

13 週

(F0: 3

週、

F1:10

週) 

0.00127 2 【21】   

39 二次消費

者 
魚類 ニジマス 

Oncorhynchus 
mykiss 

25154-
52-3 90 0 慢性 NOEC GRO 91 0.006 2 【11】 
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No 
 

生物種 被験物質 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 
暴露期

間（日） 
毒性値

(mg/L) 
信頼性

ランク 出典 備考 
栄養段階 生物分

類 生物種 種名 CAS 純度

(%) 
E
O
数 

急慢 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ 影響内

容 

40 二次消費

者 
魚類 

ファットヘッ

ドミノー 
Pimephales 
promelas 

84852-
15-3 >95 0 慢性 NOEC MOR 33 0.0074 2 【22】   

41 二次消費

者 
魚類 メダカ Oryzias latipes 84852-

15-3 97.4 0 慢性 NOEC Weight 60 0.0116 2 【23】   

42 二次消費

者 
魚類 メダカ Oryzias latipes 25154-

52-3   0 慢性 NOEC GRO/M
OR 43 0.022 2 【24】   

43 二次消費

者 
魚類 

ファットヘッ

ドミノー 
Pimephales 
promelas 

84852-
15-3 >95 0 慢性 NOEC GRO 

(length) 
33 0.023 2 【22】   

44 二次消費

者 
魚類 

ファットヘッ

ドミノー 
Pimephales 
promelas 

84852-
15-3 >95 0 慢性 NOEC GRO 

(weight) 33 0.023 2 【22】   

45 二次消費

者 
魚類 メダカ Oryzias latipes 

84852-
15-3 97.4 0 慢性 NOEC GRO 

(length) 
60 0.0235 2 【23】   

46 二次消費

者 
魚類 メダカ Oryzias latipes 25154-

52-3   0 慢性 NOEC GRO/M
OR 43 0.033 2 【25】   

47 二次消費

者 
魚類 メダカ Oryzias latipes 84852-

15-3 97.4 0 慢性 NOEC MOR 60 0.0447 2 【23】   

48 二次消費

者 
魚類 マダイ Pagrus major 25154-

52-3   0 急性 LC50 MOR 2 0.071 2 【26】   

49 二次消費

者 
魚類 マダイ Pagrus major 25154-

52-3   0 急性 LC50 MOR 2 0.079 2 【27】   

50 二次消費

者 
魚類 ニジマス 

Oncorhynchus 
mykiss 

25154-
52-3   0 急性 LC50 MOR 4 0.0951 2 【28】   

51 二次消費

者 
魚類 コイ 

Cyprinus 
carpio 

25154-
52-3   0 急性 LC50 MOR 4 0.108 2 【26】   

52 二次消費

者 
魚類 マダイ Pagrus major 25154-

52-3   0 急性 LC50 MOR 4 0.118 2 【27】   

53 二次消費

者 
魚類 マダイ Pagrus major 25154-

52-3   0 急性 LC50 MOR 4 0.126 2 【26】   

54 二次消費

者 
魚類 

ファットヘッ

ドミノー 
Pimephales 
promelas 

25154-
52-3 90 0 急性 LC50 MOR 4 0.128 2 【11】   

55 二次消費

者 
魚類 

ファットヘッ

ドミノー 
Pimephales 
promelas 

25154-
52-3 

4-N
P:91
%,2-
NP4
%,di
-NP
5% 

0 急性 LC50 MOR 4 0.135 2 【29】   

56 二次消費 魚類 ファットヘッ Pimephales 104-40 99 0 急性 LC50 MOR 4 0.14 2 【30】   
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No 
 

生物種 被験物質 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 
暴露期

間（日） 
毒性値

(mg/L) 
信頼性

ランク 出典 備考 
栄養段階 生物分

類 生物種 種名 CAS 純度

(%) 
E
O
数 

急慢 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ 影響内

容 

者 ドミノー promelas -5 

57 二次消費

者 
魚類 コイ 

Cyprinus 
carpio 

25154-
52-3   0 急性 LC50 MOR 4 0.154 2 【26】   

58 二次消費

者 
魚類 メダカ Oryzias latipes 25154-

52-3   0 急性 LC50 MOR 4 0.22 2 【31】   

59 二次消費

者 
魚類 ニジマス 

Oncorhynchus 
mykiss 

25154-
52-3 90 0 急性 LC50 MOR 4 0.221 2 【11】   

60 二次消費

者 
魚類 

シープスヘ

ッドミノー 
Cyprinodon 
variegatus 

84852-
15-3 >95 0 急性 LC50 MOR 4 0.31 2 【32】   

 1 
 2 
（２）底生生物 3 
 4 
表３．PNEC 値算出の候補となる毒性データ一覧（底生生物）＜変化物②＞ 5 
N
o 

生物種 被験物質 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 
暴露期

間（日） 

毒性値
(mg/kg-d

w) 

信頼性

ランク 出典 備考 
栄養段階 生物分

類 生物種 種名 CAS 純度
(%) 

EO
数 急慢 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ 影響内

容 

1 

底生生物

（内在/懸
濁物・堆

積物食者

者） 

その他 ドブユス

リカ 
Chironomus 
riparius 

84852-
15-3 99 0 慢性 EC10 Emerge

nce 28 229 2 【33】 

OECD TG218 に準拠。半止

水式、2 試験実施（Test１
270, 290, 320, 410, 480, 580g 
4NP/ g-dw、test２290, 520, 
735,880, 960, 1100g 4NP /g- 
dw）。EC10 test1=259µg/g、
Test2=203µg/g の幾何平均

値 

2 

底生生物

（内在/堆
積物食者

者） 

その他 イトミミ

ズ科 Tubifex tubifex 84852-
15-3 99 0 慢性 EC10 

REP(co
coons
＆

young） 

28 358 2 【33】 

2 試験実施（Teat1 80,380, 
420, 460, 650 µg 4NP/ 
g-dw）、Test2  90, 190, 310, 
430, 610 µg 4NP/g-dw。卵鞘

数（cocoons）EC10 
test1=336.7µg/g-dw、

test2=382.7µg/g-dw、幾何平

均値=359.0 µg/g-dw。幼体数 

EC10 test1=335µg/g-dw、

test2=382.8µg/g-dw、幾何平

均値=358.1µg/g-dw。 

 6 
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表２．PNEC 値算出候補とならない毒性データ一覧（試験条件等の情報不足、試験法からの明らかな逸脱等） 

No 

生物種 被験物質 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 暴露

期間

（日

） 

毒性値
(mg/L) 

信頼性

ランク 出典 備考 
栄養段階 生物分

類 生物種 種名 CAS 純度(%) EO 数 物質分類 急慢 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲ

ﾝﾄ 影響内容 

1 生産者 藻類 フナガタケイソウ属

（珪藻） Navicula sp.. 26027383 90 10 親物質 慢性 LOEL BMS 13 0.005 3 【33】 純度低い。試験濃度区と暴露

期間が不適 

2 生産者 藻類 フナガタケイソウ属

（珪藻） 
Navicula sp.. 26027383 95→90 10 親物質 慢性 NOEC ABN 13 0.2 3 【33】 純度不明。1 濃度区。 

3 生産者 藻類 ドゥナリエラ属（緑

藻類） 
Dunaliella 
tertiolecta 9016459   5？ 親物質 慢性 IC10 CHLO >0.031

3 0.81 3 【34】 暴露期間が不適 

4 生産者 藻類 デスモデスムス属

（イカダモ属） 
Scenedesmus 
quadricauda 

68412-54-
4 

Igepal® 
CO-520 5 親物質 慢性 IC10 CHLO >0.027

8 1.5 3 【34】 暴露期間が不適 

5 生産者 藻類 クロレラ属（緑藻） Chlorella 
vulgaris 9016459   5？ 親物質 慢性 IC10 CHLO 0.0458 1.5 3 【34】 暴露期間が不適 

6 生産者 藻類 フナガタケイソウ目

（珪藻） 
Phaeodactylum 
tricornutum 9016459   5？ 親物質 慢性 IC10 CHLO >0.048

6 1.8 3 【34】 暴露期間が不適 

7 生産者 藻類 ムレミカヅキモ（緑

藻） 
Pseudokirchneri
ella subcapitata 9016459   5？ 親物質 慢性 IC10 CHLO >0.020

8 2.5 3 【34】 暴露期間が不適 

8 生産者 藻類 ムレミカヅキモ（緑

藻） 
Pseudokirchneri
ella subcapitata 9016459   9 親物質 慢性 NOEC BMS 4 8 4 【35】 被験物質・試験条件等情報が

少ない。 

9 生産者 藻類 デスモデスムス属

（イカダモ属） 
Scenedesmus 
quadricauda 51811791 

ROKAPH
ENOL 
NX-8 

8 親物質 急性 EC50 DVP 2 9.5 3 【36】 製品を用いており組成等が不

明 

10 生産者 藻類 ムレミカヅキモ（緑

藻） 
Pseudokirchneri
ella subcapitata 9016459   9 親物質 急性 EC50 BMS 4 12 4 【35】 被験物質・試験条件等情報が

少ない 

11 生産者 その他 コウキクサ Lemna minor 51811791 
ROKAPH

ENOL 
NX-8 

8 親物質 急性 EC50 DVP 2 13 3 【36】 製品を用いており組成等が不

明 

12 生産者 その他 コウキクサ Lemna minor 26027383 ROKAPH
ENOL N-8 9.5 親物質 急性 EC50 DVP 2 15 3 【36】 製品を用いており組成等が不

明 

13 生産者 藻類 デスモデスムス属

（イカダモ属） 
Scenedesmus 
quadricauda 26027383 ROKAPH

ENOL N-8 9.5 親物質 急性 EC50 DVP 2 17 3 【36】 製品を用いており組成等が不

明 

14 生産者 藻類 ムレミカヅキモ（緑

藻） 
Pseudokirchneri
ella subcapitata 9016459 

Emulgen 
910, 

Emulgen 
909 

9 親物質 急性 EC50 GRO(RATE) 2 50 4 【37】 情報ほとんどなし 

15 生産者 藻類 デスモデスムス属

（イカダモ属） 
Scenedesmus 
subsp.icatus 9016459   5？ 親物質 慢性 IC10 CHLO >0.048

6 56 3 【34】 暴露期間が不適 

16 生産者 藻類 ムレミカヅキモ（緑

藻） 
Pseudokirchneri
ella subcapitata 9016459 Technical 6 親物質 慢性 LOEC GPOP 21 100 3 【38】 暴露期間が不適 

17 生産者 藻類 ムレミカヅキモ（緑

藻） 
Pseudokirchneri
ella subcapitata 9016459 Technical 30 親物質 － EC100 GPOP 21 ＞100 3 【38】 暴露期間が不適 

18 生産者 藻類 ムレミカヅキモ（緑

藻） 
Pseudokirchneri
ella subcapitata 9016459 Technical 6 親物質 急性 EC50 GPOP 21 500 3 【38】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

19 一次消費者 甲殻類 アカルチア属 Acartia tonsa 9016459   10 親物質 急性 EC50 DVP 5 0.15 3 【39】 設定濃度・エンドポイントが

不適 

20 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 9016459 99 9 親物質 急性 LC50 MORT 2 0.71-2.2 3 【40】 試験条件（濃度区当たりの個

体数・溶存酸素）が不適 
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No 

生物種 被験物質 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 暴露

期間

（日

） 

毒性値
(mg/L) 

信頼性

ランク 出典 備考 
栄養段階 生物分

類 生物種 種名 CAS 純度(%) EO 数 物質分類 急慢 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲ

ﾝﾄ 影響内容 

21 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 9016459 99 9 親物質 急性 LC50 MORT 2 0.71 3 【40】 設定濃度 

22 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 9016459 99 9 親物質 急性 LC50 MORT 2 0.9 3 【40】 試験条件（濃度区当たりの個

体数・溶存酸素）が不適 

23 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 9016459 99 9 親物質 急性 LC50 MORT 2 1.23 3 【40】 設定濃度 

24 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 9016459   9 親物質 急性 LC50 MORT 2 1.23 4 【42】 試験生物の情報なし。暴露期

間が不適 

25 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 9016459 99 9 親物質 急性 LC50 MORT 2 1.59 3 【40】 試験条件（濃度区当たりの個

体数・溶存酸素）が不適 

26 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 9016459 99 15 親物質 急性 LC50 MORT 2 2.57 3 【40】 設定濃度 

27 一次消費者 甲殻類 アカルチア属 Acartia tonsa 9016459   10 親物質 急性 LC50 MORT 2 2.8 4 【39】 成長段階と暴露期間が不適 

28 一次消費者 甲殻類 ミジンコ Daphnia pulex 9016459 Igepal CO-
630 9 親物質 急性 EC50 IMM 2 2.87 3 【44】 

環境省が実施した環境リスク

初期評価で信頼性がないと判

定された。 

29 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 9016459 99 50 親物質 急性 LC50 MORT 2 4.148 3 【40】 設定濃度 

30 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 9016459   9 親物質 急性 LC50 MORT 6 9 3 【35】 暴露期間が不適 

31 一次消費者 その他 ムラサキイガイ Mytilus edulis 9016459   10 親物質 急性 LC50 IMM 4 10 3 【45】 温度と生長段階が不適 

32 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 9016459   9 親物質 慢性 NOEC GRO 6 10 3 【35】 被験物質情報無し。エンドポ

イントと暴露期間が不適 

33 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 9016459   9 親物質 慢性 NOEC MORT 6 10 3 【35】 被験物質情報無し。エンドポ

イントと暴露期間が不適 

34 一次消費者 甲殻類 ミジンコ Daphnia pulex 9016459   10 親物質 急性 LC50 MORT 2 10.95 4 【46】 被験物質・試験条件等情報な

し 

35 一次消費者 甲殻類 ミジンコ Daphnia pulex 9016459   10 親物質 急性 LC50 MORT 2 11.18 4 【46】 被験物質・試験条件等情報な

し 
36 一次消費者 その他 ムラサキイガイ Mytilus edulis 9016459   10 親物質 急性 LC50 IMM 4 12 3 【45】 温度と生長段階が不適 

37 一次消費者 その他 ムラサキイガイ Mytilus edulis 9016459   10 親物質 急性 LC50 MORT 4 12 4 【43】 成長段階､温度、暴露期間とエ

ンドポイントが不適 

38 一次消費者 甲殻類 ミジンコ Daphnia pulex 9016459   10 親物質 急性 LC50 MORT 2 15.43 4 【46】 被験物質・試験条件等情報な

し 

39 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 26027383 ROKAPH
ENOL N-8 8 親物質 急性 LC50 MORT 2 18.2 3 【36】 製品を用いており、組成等が

不明。成長段階不適。 

40 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 51811791 
ROKAPH

ENOL 
NX-8 

8 親物質 急性 LC50 MORT 2 19.5 3 【36】 製品を用いており、組成等が

不明。成長段階不適。 

41 一次消費者 甲殻類 ヨコエビ属 Gammarusp.ule
x 26027383 ROKAPH

ENOL N-8 8 親物質 急性 LC50 MORT 2 20.9 4 【36】 製品を用いており、組成等が

不明。試験条件等不明。 

42 一次消費者 甲殻類 ヨコエビ属 Gammarusp.ule
x 51811791 

ROKAPH
ENOL 
NX-8 

8 親物質 急性 LC50 MORT 2 24.3 4 【36】 製品を用いており、組成等が

不明。成長段階不適。 

43 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 9016459 99 40 親物質 急性 LC50 MORT 2 ＞40 3 【40】 設定濃度 
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No 

生物種 被験物質 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 暴露

期間

（日

） 

毒性値
(mg/L) 

信頼性

ランク 出典 備考 
栄養段階 生物分

類 生物種 種名 CAS 純度(%) EO 数 物質分類 急慢 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲ

ﾝﾄ 影響内容 

44 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 9016459 99 40 親物質 急性 LC50 MORT 2 ＞100 3 【40】 試験条件（濃度区当たりの個

体数・溶存酸素）が不適 

45 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 9016459 99 50 親物質 急性 LC50 MORT 2 >4110 3 【40】 対照区の死亡率が高い 

46 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 9016459 
NP4EO, 

SURFONI
C N40 

4 親物質 慢性 LOEC IMPS 100 ＞0.38 3 【47】 影響内容が不適 

47 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 9016459 
NP4EO, 

SURFONI
C N40 

4 親物質 慢性 NOEC IMPS 100 0.38 3 【47】 影響内容が不適 

48 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 9016459 
NP4EO, 

SURFONI
C N40 

4 親物質 慢性 NOEC IMPS 100 0.38 3 【47】 影響内容が不適 

49 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 9016459 
NP4EO, 

SURFONI
C N40 

4 親物質 慢性 NOEC SEXR 100 0.38 3 【47】 影響内容が不適 

50 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 9016459 
NP4EO, 

SURFONI
C N40 

4 親物質 慢性 NOEC IMPS 100 0.38 3 【47】 影響内容が不適 

51 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 9016459 
NP9EO, 

SURFONI
C N95 

9 親物質 慢性 LOEC IMPS 100 >0.54 3 【47】 影響内容が不適 

52 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 9016459 
NP9EO, 

SURFONI
C N95 

9 親物質 慢性 NOEC IMPS 100 0.54 3 【47】 影響内容が不適 

53 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 9016459 
NP9EO, 

SURFONI
C N95 

9 親物質 慢性 NOEC SEXR 100 0.54 3 【47】 影響内容が不適 

54 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 9016459 
NP9EO, 

SURFONI
C N95 

9 親物質 慢性 NOEC IMPS 100 0.54 3 【47】 影響内容が不適 

55 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 9016459 
NP9EO, 

SURFONI
C N95 

9 親物質 慢性 NOEC IMPS 100 0.54 3 【47】 影響内容が不適 

56 二次消費者 魚類 ファットヘッドミノ

ー 
Pimephalesp.ro
melas 9016459   9 親物質 慢性 NOEC GRO 6 1 3 【35】 エンドポイントと暴露期間が

不適。 

57 二次消費者 魚類 ファットヘッドミノ

ー 
Pimephalesp.ro
melas 9016459   9 親物質 急性 LC50 MORT 7 2.9 3 【35】 暴露期間が不適。餌を与えて

いる。 

58 二次消費者 魚類 ブルーギル Lepomis 
macrochirus 9016459 

メーカか

らの市販

品 
4 親物質 急性 LC50 MORT 4 1.3 4 【49】 溶存酸素濃度が不適。濃度

区・用量反応等不明。 

59 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 9016459 Emulegen9
09 8.9 親物質 急性 LC50 MORT 2 1.4 4 【50】 暴露期間が不適。 

60 二次消費者 魚類 ファットヘッドミノ

ー 
Pimephalesp.ro
melas 9016459 Igepal CO-

630 9 親物質 急性 LC50 MORT 4 1.62 3 【44】 
環境省が実施した環境リスク

初期評価で信頼性がないと判

定された。 

61 二次消費者 魚類 ファットヘッドミノ

ー 
Pimephalesp.ro
melas 9016459   9 親物質 慢性 NOEC MORT 6 1.8 3 【35】 被験物質情報無し。エンドポ

イントと暴露期間が不適。 

62 二次消費者 魚類 ニジマス Oncorhynchus 
mykiss 9016459   10 親物質 急性 LC50 MORT 0.25 2.1 3 【51】 暴露期間と成長段階が不適 
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63 二次消費者 魚類 ブルーギル Lepomis 
macrochirus 9016459 

メーカか

らの市販

品 
5 親物質 急性 LC50 MORT 4 >2.4 4 【49】 溶存酸素濃度が不適。濃度

区・用量反応等不明。 

64 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 9016459 Emulegen9
09 3.3 親物質 急性 LC50 MORT 2 2.5 4 【50】 暴露期間が不適。 

65 二次消費者 魚類 ファットヘッドミノ

ー 
Pimephalesp.ro
melas 9016459   9 親物質 急性 LC50 MORT 7 2.9 3 【35】 暴露期間が不適。餌を与えて

いる。 

66 二次消費者 魚類 ヌマガレイ属 Platichthys 
flesus 9016459   10 親物質 急性 LC50 MORT 4 3 3 【43】 生長段階が不適 

67 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 9016459 Emulegen9
09 5 親物質 急性 LC50 MORT 2 3.6 4 【50】 暴露期間が不適。 

68 二次消費者 魚類 ニジマス Oncorhynchus 
mykiss 9016459 100 8 親物質 急性 LC50 MORT >14 4 3 【52】 エンドポイント・暴露期間・

成長段階が不適。 

69 二次消費者 魚類 ニジマス Oncorhynchus 
mykiss 9016459 100 8 親物質 急性 LC50 MORT 14 4.25 3 【52】 エンドポイント・暴露期間・

成長段階が不適。 

70 二次消費者 魚類 ファットヘッドミノ

ー 
Pimephalesp.ro
melas 9016459   9 親物質 急性 LC50 MORT 4 4.6 4 【35】 餌を与えている。成長段階が

異なる。 

71 二次消費者 魚類 ニジマス Oncorhynchus 
mykiss 9016459 100 8 親物質 急性 LC50 MORT 4 4.7 3 【52】 成長段階が不適 

72 二次消費者 魚類 ニジマス Oncorhynchus 
mykiss 9016459   10 親物質 急性 LC50 MORT 0.25 5.2 3 【51】 暴露期間・成長段階が不適 

73 二次消費者 魚類 ニジマス Oncorhynchus 
mykiss 9016459   10 親物質 急性 LC50 MORT 0.25 5.2 3 【51】 暴露期間・成長段階が不適 

74 二次消費者 魚類 ニジマス Oncorhynchus 
mykiss 9016459   10 親物質 急性 LC50 MORT 0.25 5.2 3 【51】 暴露期間・成長段階が不適 

75 二次消費者 魚類 キンギョ Carassius 
auratus 9016459   10 親物質 急性 LC50 MORT 2 5.4 4 【53】 被験物質情報なし。暴露期間

が不適。 

76 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 9016459 Emulegen9
09 6.4 親物質 急性 LC50 MORT 2 1.4 4 【50】 暴露期間が不適。 

77 二次消費者 魚類 ニジマス Oncorhynchus 
mykiss 9016459 100 8 親物質 急性 LC50 MORT 1 5.5 3 【52】 エンドポイント・暴露期間・

成長段階が不適。 

78 二次消費者 魚類 キンギョ Carassius 
auratus 9016459 99.9 9-10 親物質 急性 LC50 MORT 0.25 6.9 3 【48】 暴露期間が不適。 

79 二次消費者 魚類 ブルーギル Lepomis 
macrochirus 9016459 

メーカか

らの市販

品 
9 親物質 急性 LC50 MORT 4 7.6 4 【49】 溶存酸素濃度が不適。濃度

区・用量反応等不明。 

80 二次消費者 魚類 ブルーギル Lepomis 
macrochirus 9016459 

メーカか

らの市販

品 
9 親物質 急性 LC50 MORT 4 7.9 4 【49】 溶存酸素濃度が不適。濃度

区・用量反応等不明。 

81 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 9016459 Emulegen9
09 

1⇒
９？ 親物質 急性 LC50 MORT 2 9.6 4 【50】 暴露期間が不適、試験条件等

情報が不明 

82 二次消費者 魚類 ブルーギル Lepomis 
macrochirus 9016459 

メーカか

らの市販

品 
9 親物質 急性 LC50 MORT 4 >10 4 【49】 濃度区・用量反応等不明 

83 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 9016459 100 10 親物質 急性 LC50 MORT 2 10 4 【54】 暴露期間が不適。溶存酸素濃

度が不適の可能性あり 

84 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 9016459 Emulegen9
09 8.9 親物質 急性 LC50 MORT 2 11.2 4 【50】 暴露期間が不適。 
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85 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 9016459 Emulegen9
09 8.4 親物質 急性 LC50 MORT 2 11.6 4 【50】 暴露期間が不適。溶存酸素濃

度が不適の可能性あり 

86 二次消費者 魚類 グッピー Poecilia 
reticulata 51811791 

ROKAPH
ENOL 
NX-8 

8 親物質 急性 LC50 MORT 2 12.7 4 【36】 組成等が不明。成長段階が不

適。 

87 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 9016459 100 10 親物質 急性 LC50 MORT 0.25 14 3 【54】 暴露期間が不適 

88 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 9016459 100 10 親物質 急性 LC50 MORT 1 14 3 【54】 暴露期間が不適 

89 二次消費者 魚類 グッピー Poecilia 
reticulata 26027383 ROKAPH

ENOL N-8 8 親物質 急性 LC50 MORT 2 16.4 4 【36】 組成が不明。試験条件等が不

明。 

90 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 9016459   9 親物質 急性 LC50 MORT 2 18 3 【55】 被験物質情報不明。供試生物

数・暴露期間が不適。 

91 二次消費者 魚類 ニジマス Oncorhynchus 
mykiss 9016459   10 親物質 急性 LC50 MORT 0.25 22 3 【51】 暴露期間と成長段階が不適 

92 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 9016459 100 10 親物質 急性 LC50 MORT 2 27 4 【54】 暴露期間が不適。溶存酸素濃

度が不適の可能性あり 
93 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 9016459 100 10 親物質 急性 LC50 MORT 1 33 3 【54】 暴露期間が不適 

94 二次消費者 甲殻類 エビジャコ属 Crangon 
crangon 9016459   12 親物質 急性 LC50 MORT 2 33-100 4 【56】 被験物質情報なし。試験条件

等不明。 
95 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 9016459 100 10 親物質 急性 LC50 MORT 0.25 40 3 【54】 暴露期間が不適 

96 二次消費者 魚類 ニジマス Oncorhynchus 
mykiss 9016459   10 親物質 急性 LC50 MORT 0.25 42 3 【51】 暴露期間と成長段階が不適 

97 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 9016459 Emulegen9
09 13.1 親物質 急性 LC50 MORT 2 48 4 【50】 暴露期間が不適。 

98 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 9016459 Emulegen9
09 16.6 親物質 急性 LC50 MORT 2 110 4 【50】 暴露期間が不適。 

99 二次消費者 魚類 ブルーギル Lepomis 
macrochirus 9016459 

メーカか

らの市販

品 
30 親物質 急性 LC50 MORT 4 >1000 4 【49】 

溶存酸素濃度が不適。毒性値

未確定。濃度区・用量反応等

不明 

100 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 9016459 99 1.5 変化物① 急性 LC50 MORT 2 0.11 3 【40】 

試験条件（暴露期間・成長段

階・供試生物数・温度）が不

適 

101 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 9016459   2 変化物① 急性 LC50 MORT 2 0.148 3 【58】 純度等不明。供試生物数が不

適 

102 一次消費者 甲殻類 ニセネコゼミジンコ Ceriodaphnia 
dubia 9016459   1-2 変化物① 慢性 NOEC REP 7 0.28 4 【59】 試験条件等情報無し 

103 一次消費者 甲殻類 ニセネコゼミジンコ Ceriodaphnia 
dubia 9016459   1-2 変化物① 急性 EC50 IMM 4 0.626 4 【59】 試験条件等情報無し 

104 一次消費者 甲殻類 ニセネコゼミジンコ Ceriodaphnia 
dubia 9016459   1-2 変化物① 急性 LC50 MORT 2 1.04 4 【60】 成長段階不明。 

105 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 9016459 99 1.5 変化物① 急性 LC50 MORT 2 1.66 3 【40】 設定濃度 

106 二次消費者 魚類 ニジマス Oncorhynchus 
mykiss 9016459   2 変化物① 慢性 NOEC GRO 108 <0.001 4 【61】 試験濃度区が不適。 

107 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 9016459 NP1EO 1 変化物① 慢性 NOEC IMPS 100 0.035 3 【47】 影響内容が不適 

108 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 9016459 NP1EO 1 変化物① 慢性 NOEC IMPS 100 0.035 3 【47】 影響内容が不適 

109 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 9016459 NP1EO 1 変化物① 慢性 LOEC IMPS 100 0.105 3 【47】 影響内容が不適 
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110 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 9016459 NP1EO 1 変化物① 慢性 LOEC IMPS 100 0.105 3 【47】 影響内容が不適 

111 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 9016459 NP1EO 1 変化物① 慢性 NOEC SEXR 100 0.105 3 【47】 影響内容が不適 

112 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 9016459 NP1EO 1 変化物① 慢性 NOEC IMPS 100 0.105 3 【47】 影響内容が不適 

113 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 9016459 Emulegen9
09 1 変化物① 急性 LC50 MORT 2 3 4 【50】 暴露期間が不適 

114 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 68412544   2 変化物① 慢性 NOEC REP 21 0.1 4 【57】 試験条件等詳細不明 

115 二次消費者 魚類 ファットヘッドミノ

ー 
Pimephalesp.ro
melas 68412544   2 変化物① 急性 LC50 MORT 4 0.323 4 【62】 成長段階が異なる。 

116 生産者 藻類 デスモデスムス属

（イカダモ属） 
Scenedesmus 
subsp.icatus 25154523   0 変化物② 慢性 EC10 BMS 3 0.003 4 【64】 ドイツ語文献。詳細不明。 

117 生産者 藻類 スケレトネマ属（珪

藻） 
Skeletonema 
costatum 84852153 >95 0 変化物② 慢性 EC10 Abundance 3 0.013 4 【5】 入手不可文献 

118 生産者 藻類 ミクロキスチス属

（藍藻） 
Microcystis 
aeruginosa 104405 94 0 変化物② 慢性 EC25 PGRT 10 0.055  3 【63】 暴露期間が不適 

119 生産者 藻類 デスモデスムス属

（イカダモ属） 
Scenedesmus 
subsp.icatus 25154523 Technical 

grade 0 変化物② 急性 EC50 BMS 3 0.056 4 【64】 ドイツ語文献。詳細な試験条

件等が不明。 

120 生産者 藻類 スケレトネマ属（珪

藻） 
Skeletonema 
costatum 84852153 >95 0 変化物② － EC90 Abundance 3 0.067 4 【5】 入手不可文献 

121 生産者 藻類 ムレミカヅキモ（緑

藻） 
Pseudokirchneri
ella subcapitata 84852153 >95 0 変化物② 慢性 EC10 Abundance 1 0.07 4 【6】 入手不可文献 

122 生産者 藻類 ムレミカヅキモ（緑

藻） 
Pseudokirchneri
ella subcapitata 84852153 >95 0 変化物② 慢性 EC10 Abundance 2 0.08 4 【6】 入手不可文献 

123 生産者 藻類 ミクロキスチス属

（藍藻） 
Microcystis 
aeruginosa 104405 94 0 変化物② 急性 EC50 PGRT 10 0.099  3 【63】 暴露期間が不適 

124 生産者 藻類 ムレミカヅキモ（緑

藻） 
Pseudokirchneri
ella subcapitata 84852153 >95 0 変化物② 慢性 EC10 Abundance 4 0.12 4 【6】 入手不可文献 

125 生産者 藻類 ミクロキスチス属

（藍藻） 
Microcystis 
aeruginosa 104405   0 変化物② 慢性 EC10 PSII 0.0104 0.25 3 【65】 暴露期間が不適 

126 生産者 藻類 ミクロキスチス属

（藍藻） 
Microcystis 
aeruginosa 104405   0 変化物② 慢性 EC10 PSII 0.0104 0.25 3 【65】 暴露期間が不適 

127 生産者 藻類 ミクロキスチス属

（藍藻） 
Microcystis 
aeruginosa 104405   0 変化物② 慢性 EC10 PSII 0.0104 0.25 3 【65】 暴露期間が不適 

128 生産者 藻類 ミクロキスチス属

（藍藻） 
Microcystis 
aeruginosa 104405   0 変化物② 慢性 EC10 PSII 0.0104 0.25 3 【65】 暴露期間が不適 

129 生産者 藻類 デスモデスムス属

（イカダモ属） 
Desmodesmus 
subsp.icatus 25154523   0 変化物② 慢性 NOEC GRO(RATE) 3 0.26 3 【66】 被験物質が評価対象物質に該

当しない。 

130 生産者 藻類 デスモデスムス属

（イカダモ属） 
Scenedesmus 
subsp.icatus 104405 >98 0 変化物② 慢性 EC10 PGRT 3 0.37 4 【67】 情報ほとんどなし 

131 生産者 藻類 ミクロキスチス属

（藍藻） 
Microcystis 
aeruginosa 104405 >98 0 変化物② 慢性 NOEC CHLA 12 0.5 3 【68】 初期細胞数不明 暴露期間が不

適 

132 生産者 藻類 ムレミカヅキモ（緑

藻） 
Pseudokirchneri
ella subcapitata 104405 85 0 変化物② 急性 EC50 BMS 3 0.5 4 【69】 不純物不明。濃度区、用量反

応関係等の詳細は不明 

133 生産者 藻類 ムレミカヅキモ（緑

藻） 
Pseudokirchneri
ella subcapitata 104405 85 0 変化物② 急性 EC50 BMS 3 0.53 4 【69】 不純物不明。濃度区、用量反

応関係等の詳細は不明 
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134 生産者 藻類 デスモデスムス属

（イカダモ属） 
Scenedesmus 
subsp.icatus 104405 >98 0 変化物② 慢性 EC10 PGRT 3 0.55 4 【67】 詳細情報不明 

135 生産者 藻類 ミクロキスチス属

（藍藻） 
Microcystis 
aeruginosa 104405 >98 0 変化物② 急性 EC50 BMS 12 0.67 3 【68】 初期細胞数不明 暴露期間が不

適 

136 生産者 藻類 ムレミカヅキモ（緑

藻） 
Pseudokirchneri
ella subcapitata 25154523 90 0 変化物② 慢性 NOEC BMS 4 0.694 3 【11】 試験の成立条件を満足したか

不明 

137 生産者 藻類 ムレミカヅキモ（緑

藻） 
Pseudokirchneri
ella subcapitata 84852153 >95 0 変化物② － EC90 Abundance 2 >0.72 4 【6】 入手不可文献 

138 生産者 藻類 ムレミカヅキモ（緑

藻） 
Pseudokirchneri
ella subcapitata 84852153 >95 0 変化物② － EC90 Abundance 1 >0.72 4 【6】 入手不可文献 

139 生産者 藻類 ムレミカヅキモ（緑

藻） 
Pseudokirchneri
ella subcapitata 84852153 >95 0 変化物② － EC90 Abundance 4 >0.72 4 【6】 入手不可文献 

140 生産者 藻類 ミクロキスチス属

（藍藻） 
Microcystis 
aeruginosa 104405   0 変化物② 慢性 EC10 PSII 0.0104 0.75 3 【65】 暴露期間が不適 

141 生産者 藻類 デスモデスムス属

（イカダモ属） 
Scenedesmus 
subsp.icatus 104405 >98 0 変化物② 急性 EC50 PGRT 3 0.87 4 【67】 詳細情報不明 

142 生産者 その他 コウキクサ Lemna minor 25154523 90 0 変化物② 慢性 NOEC BMS 4 0.901 3 【11】 暴露期間が不適。試験の有効

性基準を満足せず。 

143 生産者 藻類 デスモデスムス属

（イカダモ属） 
Scenedesmus 
subsp.icatus 104405 >98 0 変化物② 急性 EC50 PGRT 3 0.98 4 【67】 詳細情報不明 

144 生産者 藻類 ミクロキスチス属

（藍藻） 
Microcystis 
aeruginosa 104405 >98 0 変化物② 慢性 LOEC CHLA 12 1 3 【68】 初期細胞数不明 暴露期間が不

適 

145 生産者 藻類 ミクロキスチス属

（藍藻） 
Microcystis 
aeruginosa 104405   0 変化物② 慢性 EC10 PSII 0.0104 1 3 【65】 暴露期間が不適 

146 生産者 藻類 ムレミカヅキモ（緑

藻） 
Pseudokirchneri
ella subcapitata 25154523 90 0 変化物② 慢性 MATC BMS 4 1.013 3 【11】 試験の成立条件を満足したか

不明 

147 生産者 その他 コウキクサ Lemna minor 25154523 90 0 変化物② 慢性 MATC BMS 4 1.369 3 【11】 暴露期間が不適。試験の有効

性基準を満足せず。 

148 生産者 藻類 ムレミカヅキモ（緑

藻） 
Pseudokirchneri
ella subcapitata 25154523 90 0 変化物② 慢性 LOEC BMS 4 1.48 3 【11】 試験の成立条件を満足したか

不明 

149 生産者 藻類 ムレミカヅキモ（緑

藻） 
Pseudokirchneri
ella subcapitata 68412544   0 変化物② 慢性 NOEC GRO(RATE) 3 1.5 3 【41】 用量反応なし 

150 生産者 藻類 ミクロキスチス属

（藍藻） 
Microcystis 
aeruginosa 104405 >98 0 変化物② 急性 EC50 BMS 12 1.66 3 【68】 初期細胞数不明 暴露期間が不

適 

151 生産者 藻類 ミクロキスチス属

（藍藻） 
Microcystis 
aeruginosa 104405 >98 0 変化物② 慢性 NOEC CHLA 12 2 3 【68】 初期細胞数不明 暴露期間が不

適 

152 生産者 藻類 ミクロキスチス属

（藍藻） 
Microcystis 
aeruginosa 104405 >98 0 変化物② 慢性 NOEC CHLA （4-

12） 
2 3 【68】 初期細胞数不明 暴露期間が不

適 

153 生産者 その他 コウキクサ Lemna minor 25154523 90 0 変化物② 慢性 LOEC BMS 4 2.08 3 【11】 暴露期間が不適。試験の有効

性基準を満足せず。 

154 生産者 藻類 ミクロキスチス属

（藍藻） 
Microcystis 
aeruginosa 104405 >98 0 変化物② 急性 EC50 BMS 12 2.6 3 【68】 初期細胞数不明 暴露期間が不

適 

155 生産者 藻類 ミクロキスチス属

（藍藻） 
Microcystis 
aeruginosa 104405 >98 0 変化物② 急性 EC50 BMS 12 2.96 3 【68】 初期細胞数不明 暴露期間が不

適 

156 生産者 藻類 ミクロキスチス属

（藍藻） 
Microcystis 
aeruginosa 104405   0 変化物② 慢性 EC10 PSII 0.0104 5 3 【65】 暴露期間が不適 
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157 生産者 藻類 ミクロキスチス属

（藍藻） 
Microcystis 
aeruginosa 104405   0 変化物② 慢性 EC10 PSII 0.0104 5 3 【65】 暴露期間が不適 

158 生産者 藻類 ミクロキスチス属

（藍藻） 
Microcystis 
aeruginosa 104405   0 変化物② 慢性 LOEC PSII 0.0104 5 3 【65】 暴露期間が不適 

159 生産者 藻類 ミクロキスチス属

（藍藻） 
Microcystis 
aeruginosa 104405   0 変化物② 慢性 LOEC PSII 0.0104 5 3 【65】 暴露期間が不適 

160 生産者 藻類 ミクロキスチス属

（藍藻） 
Microcystis 
aeruginosa 104405   0 変化物② 慢性 LOEC PSII 0.0104 5 3 【65】 暴露期間が不適 

161 生産者 藻類 ミクロキスチス属

（藍藻） 
Microcystis 
aeruginosa 104405   0 変化物② 慢性 LOEC PSII 0.0104 5 3 【65】 暴露期間が不適 

162 生産者 藻類 ミクロキスチス属

（藍藻） 
Microcystis 
aeruginosa 104405   0 変化物② 慢性 LOEC PSII 0.0104 5 3 【65】 暴露期間が不適 

163 生産者 藻類 ミクロキスチス属

（藍藻） 
Microcystis 
aeruginosa 104405   0 変化物② 慢性 LOEC PSII 0.0104 5 3 【65】 暴露期間が不適 

164 生産者 藻類 ミクロキスチス属

（藍藻） 
Microcystis 
aeruginosa 104405   0 変化物② 慢性 LOEC PSII 0.0104 5 3 【65】 暴露期間が不適 

165 生産者 藻類 ミクロキスチス属

（藍藻） 
Microcystis 
aeruginosa 104405   0 変化物② 慢性 LOEC PSII 0.0104 5 3 【65】 暴露期間が不適 

166 生産者 藻類 ミクロキスチス属

（藍藻） 
Microcystis 
aeruginosa 104405   0 変化物② 慢性 NOEC PSII 0.0104 5 3 【65】 暴露期間が不適 

167 生産者 藻類 ミクロキスチス属

（藍藻） 
Microcystis 
aeruginosa 104405   0 変化物② 慢性 NOEC PSII 0.0104 5 3 【65】 暴露期間が不適 

168 生産者 藻類 ミクロキスチス属

（藍藻） 
Microcystis 
aeruginosa 104405   0 変化物② 慢性 NOEC PSII 0.0104 5 3 【65】 暴露期間が不適 

169 生産者 藻類 ミクロキスチス属

（藍藻） 
Microcystis 
aeruginosa 104405   0 変化物② 慢性 NOEC PSII 0.0104 5 3 【65】 暴露期間が不適 

170 生産者 藻類 ミクロキスチス属

（藍藻） 
Microcystis 
aeruginosa 104405   0 変化物② 慢性 NOEC PSII 0.0104 5 3 【65】 暴露期間が不適 

171 生産者 藻類 ミクロキスチス属

（藍藻） 
Microcystis 
aeruginosa 104405   0 変化物② 慢性 NOEC PSII 0.0104 5 3 【65】 暴露期間が不適 

172 生産者 藻類 ムレミカヅキモ（緑

藻） 
Pseudokirchneri
ella subcapitata 104405   0 変化物② 慢性 NOEC PSII 0.0104 5 3 【65】 暴露期間が不適 

173 生産者 藻類 ムレミカヅキモ（緑

藻） 
Pseudokirchneri
ella subcapitata 104405   0 変化物② 慢性 NOEC PSII 0.0104 5 3 【65】 暴露期間が不適 

174 生産者 藻類 ムレミカヅキモ（緑

藻） 
Pseudokirchneri
ella subcapitata 104405   0 変化物② 慢性 NOEC PSII 0.0104 5 3 【65】 暴露期間が不適 

175 生産者 藻類 ムレミカヅキモ（緑

藻） 
Pseudokirchneri
ella subcapitata 104405   0 変化物② 慢性 NOEC PSII 0.0104 5 3 【65】 暴露期間が不適 

176 生産者 藻類 ムレミカヅキモ（緑

藻） 
Pseudokirchneri
ella subcapitata 104405   0 変化物② 慢性 NOEC PSII 0.0104 5 3 【65】 暴露期間が不適 

177 生産者 藻類 ムレミカヅキモ（緑

藻） 
Pseudokirchneri
ella subcapitata 104405   0 変化物② 慢性 NOEC PSII 0.0104 5 3 【65】 暴露期間が不適 

178 生産者 藻類 ムレミカヅキモ（緑

藻） 
Pseudokirchneri
ella subcapitata 104405   0 変化物② 慢性 NOEC PSII 0.0104 5 3 【65】 暴露期間が不適 

179 生産者 藻類 デスモデスムス属

（イカダモ属） 
Desmodesmus 
subsp.icatus 25154523   0 変化物② 急性 EC50 GRO(RATE) 3 >9.2 3 【66】 被験物質が評価対象物質に該

当しない。 
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180 生産者 藻類 デスモデスムス属

（イカダモ属） 
Scenedesmus 
subsp.icatus 104405 100 0 変化物② 急性 EC50 PSYN 

（>=0.
034-

<=0.05
49） 

424 4 【70】 二次文献 

181 一次消費者 甲殻類 シオダマリミジンコ Tigriopus 
japonicus 104405 98-99 0 変化物② 慢性 NOEC Stage <=42 0.00001 3 【71】 試験濃度区が不適 

182 一次消費者 その他 イガイ属 
Mytilus 
galloprovinciali
s 

84852153   0 変化物② 慢性 NOEC NORM 2 0.00001 3 【72】 暴露期間が不適 

183 一次消費者 甲殻類 ヨコエビ属 Gammarus 
fossarum 84852153 Commerci

al 0 変化物② 慢性 LOEC ABNM 21 0.00005 4 【73】 公定試験法なし 

184 一次消費者 甲殻類 シオダマリミジンコ Tigriopus 
japonicus 104405 98-99 0 変化物② 慢性 LOEC Stage <=42 0.0001 3 【71】 試験濃度区が不適 

185 一次消費者 甲殻類 シオダマリミジンコ Tigriopus 
japonicus 104405 98-99 0 変化物② 慢性 NOEC MATR <=42 0.0001 3 【71】 試験濃度区が不適 

186 一次消費者 甲殻類 シオダマリミジンコ Tigriopus 
japonicus 104405 98-99 0 変化物② 慢性 NOEC Stage 5.7-6.4 0.0001 3 【71】 試験濃度区が不適 

187 一次消費者 その他 マガキ Crassostrea 
gigas 104405   0 変化物② 慢性 NOEC ABNM 2.3333 0.0001 3 【74】 暴露期間が不適 

188 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 25154523   0 変化物② 慢性 NOEC GRO 14 0.0003 3 【75】 成長段階と暴露期間が不適 

189 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 25154523   0 変化物② 慢性 LOEC PROG 21 0.0003 4 【76】 試験濃度区が不適。最低濃度

区で有意差。 

190 一次消費者 甲殻類 イサザアミ属（甲殻

類） 
Neomysis 
integer 25154523 100 0 変化物② 慢性 NOEC ETSA 4 0.001 3 【77】 エンドポイント、暴露期間が

不適 

191 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 25154523   0 変化物② 慢性 LOEC GRO 14 0.001 3 【75】 成長段階と暴露期間が不適 

192 一次消費者 甲殻類 シオダマリミジンコ Tigriopus 
japonicus 104405 98-99 0 変化物② 慢性 LOEC MATR <=42 0.001 3 【71】 試験濃度区が不適 

193 一次消費者 甲殻類 シオダマリミジンコ Tigriopus 
japonicus 104405 98-99 0 変化物② 慢性 LOEC Stage 5.7-6.4 0.001 3 【71】 試験濃度区が不適 

194 一次消費者 甲殻類 シオダマリミジンコ Tigriopus 
japonicus 104405 98-99 0 変化物② 慢性 NOEC MATR 14-

14.8 0.001 3 【71】 試験濃度区が不適 

195 一次消費者 甲殻類 ニセネコゼミジンコ Ceriodaphnia 
dubia 84852153 0.97 0 変化物② 慢性 NOEC REP 7 0.001 3 【78】 TG211 から逸脱 

196 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 25154523 Technical 
grade 0 変化物② 慢性 NOEC PROG 21 0.001 4 【64】 ドイツ語文献。詳細な試験条

件等は未記載。 

197 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 25154523 Technical 
grade 0 変化物② 慢性 NOEC PROG 21 0.001 4 【64】 ドイツ語文献。詳細な試験条

件等は未記載。 

198 一次消費者 その他 マガキ Crassostrea 
gigas 84852153 100 0 変化物② 慢性 LOEC MOTL 121.76 0.001 3 【79】 試験濃度区が不適 

199 一次消費者 その他 ユスリカ属 Chironomus 
tentans 25154523 100 0 変化物② 慢性 NOEC GRO 2 0.001 3 【80】 エンドポイント、暴露期間が

不適 

200 一次消費者 甲殻類 カブトミジンコ Daphnia 
galeata 104405   0 変化物② 急性 EC50 IRIN 21 0.0013 3 【81】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

201 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 25154523   0 変化物② 慢性 EC10 Progeny 
counts/numbers 21 0.002 4 【64】 ドイツ語文献。詳細な試験条

件等は未記載。 

202 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 25154523   0 変化物② 慢性 NOEC GRO 14 0.003 3 【75】 成長段階と暴露期間が不適 
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203 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 25154523   0 変化物② 慢性 NOEC MOLT 14 0.003 3 【75】 成長段階と暴露期間が不適 

204 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 25154523   0 変化物② 慢性 NOEC SURV 1 0.003 3 【82】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

205 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 25154523 Technical 
grade 0 変化物② 急性 EC50 PROG 21 0.0048 4 【64】 ドイツ語文献。詳細な試験条

件等は未記載。 
206 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 慢性 NOEC SURV 21 0.005 3 【83】 試験濃度区が不適 

207 一次消費者 甲殻類 ヨコエビ属 Gammarus 
fossarum 84852153 Commerci

al 0 変化物② 慢性 NOEC GMET 21 0.005 4 【73】 公定試験法なし 

208 一次消費者 甲殻類 ヨコエビ属 Gammarus 
fossarum 84852153 Commerci

al 0 変化物② 慢性 NOEC Vitellogenesis 21 0.005 4 【73】 公定試験法なし 

209 一次消費者 その他 ツボワムシ Brachionus 
calyciflorus 25154523   0 変化物② 慢性 NOEC FERZ 4 0.005 3 【84】 試験濃度区が不適 

210 一次消費者 甲殻類 カブトミジンコ Daphnia 
galeata 104405   0 変化物② 急性 EC50 IRIN 21 0.0085 3 【81】 エンドポイント・暴露期間が

不適 
211 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 26523784   0 変化物② 急性 EC50 IMM 2 0.009 4 【85】 入手不可文献 

212 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 25154523   0 変化物② 慢性 LOEC MOLT 14 0.01 3 【75】 成長段階と暴露期間が不適 

213 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 25154523   0 変化物② 慢性 LOEC GRO 14 0.01 3 【75】 成長段階と暴露期間が不適 

214 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 25154523   0 変化物② 慢性 NOEC GRO 14 0.01 3 【75】 成長段階と暴露期間が不適 

215 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 25154523   0 変化物② 慢性 NOEC MOLT 11 0.01 3 【75】 成長段階と暴露期間が不適 

216 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 25154523   0 変化物② 慢性 NOEC MOLT 12 0.01 3 【75】 成長段階と暴露期間が不適 

217 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 25154523   0 変化物② 慢性 NOEC MATR 14 0.01 3 【75】 成長段階と暴露期間が不適 

218 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 25154523   0 変化物② 慢性 NOEC MOLT 13 0.01 3 【75】 成長段階と暴露期間が不適 

219 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 98.4 0 変化物② 慢性 NOEC GRO （10-
14） 

0.01 3 【86】 成長段階と暴露期間が不適 

220 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 98.4 0 変化物② 慢性 NOEC GRO （10-
14） 0.01 3 【86】 成長段階と暴露期間が不適 

221 一次消費者 甲殻類 シオダマリミジンコ Tigriopus 
japonicus 104405 98-99 0 変化物② 慢性 LOEC MATR 14-

14.8 0.01 3 【71】 試験濃度区が不適 

222 一次消費者 甲殻類 シオダマリミジンコ Tigriopus 
japonicus 104405 98-99 0 変化物② 慢性 NOEC SEXR 21 0.01 3 【71】 試験濃度区が不適 

223 一次消費者 甲殻類 シオダマリミジンコ Tigriopus 
japonicus 104405 98-99 0 変化物② 慢性 NOEC SURV 21 0.01 3 【71】 試験濃度区が不適 

224 一次消費者 甲殻類 シオダマリミジンコ Tigriopus 
japonicus 104405 98-99 0 変化物② 慢性 NOEC Fecundity 42 0.01 3 【71】 試験濃度区が不適 

225 一次消費者 甲殻類 シオダマリミジンコ Tigriopus 
japonicus 104405 98-99 0 変化物② 慢性 NOEC Fecundity 21 0.01 3 【71】 試験濃度区が不適 

226 一次消費者 甲殻類 シオダマリミジンコ Tigriopus 
japonicus 104405 98-99 0 変化物② 慢性 NOEC SEXR 42 0.01 3 【71】 試験濃度区が不適 

227 一次消費者 甲殻類 シオダマリミジンコ Tigriopus 
japonicus 104405 98-99 0 変化物② 慢性 NOEC SURV 42 0.01 3 【71】 試験濃度区が不適 
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228 一次消費者 甲殻類 トガリネコゼミジン

コ 
Ceriodaphnia 
cornuta 104405 94 0 変化物② 慢性 LOEC/ MORT 2 0.01 3 【87】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

229 一次消費者 甲殻類 トガリネコゼミジン

コ 
Ceriodaphnia 
cornuta 104405 94 0 変化物② 慢性 NOEC/ MORT 2 <0.01 3 【87】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

230 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 慢性 NOEC SURV 2 0.01 3 【88】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

231 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 慢性 NOEC SURV 2 0.01 3 【88】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

232 一次消費者 甲殻類 シオダマリミジンコ Tigriopus 
japanicus 84852153 0.9899 0 変化物② 慢性 NOEC REP 21 >0.01 3 【89】 試験濃度区が不適。 

233 一次消費者 甲殻類 カブトミジンコ Daphnia 
galeata 104405   0 変化物② 慢性 NOEC Fecundity 21 0.01 4 【81】 試験条件等詳細不明 

234 一次消費者 甲殻類 カブトミジンコ Daphnia 
galeata 104405   0 変化物② 慢性 NOEC Lifespan 21 0.01 4 【81】 試験条件等詳細不明 

235 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 慢性 NOEC Length 21 0.01 3 【83】 試験濃度区が不適 

236 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 慢性 NOEC Time to first 
progeny 21 0.01 3 【83】 試験濃度区が不適 

237 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 慢性 NOEC EGPN 21 0.01 3 【83】 試験濃度区が不適 

238 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 慢性 NOEC Size 21 0.01 3 【83】 試験濃度区が不適 

239 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 25154523 Technical 
grade 0 変化物② 慢性 LOEC PROG 21 0.01 4 【64】 ドイツ語文献。詳細な試験条

件等は未記載。 

240 一次消費者 その他 ツボワムシ Brachionus 
calyciflorus 25154523 100 0 変化物② 慢性 NOEC IRIN 4 0.01 3 【84】 エンドポイントが不適 

241 一次消費者 その他 ユスリカ属 Chironomus 
tentans 25154523 100 0 変化物② 慢性 LOEC GRO 2 0.01 3 【80】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

242 一次消費者 その他 マガキ Crassostrea 
gigas 104405   0 変化物② 慢性 NOEC ABNM 2 0.01 3 【74】 暴露期間が不適 

243 一次消費者 その他 マガキ Crassostrea 
gigas 104405   0 変化物② 慢性 NOEC ABNM 2.6667 0.01 3 【74】 暴露期間が不適 

244 一次消費者 その他 マガキ Crassostrea 
gigas 104405   0 変化物② 慢性 NOEC ABNM 3 0.01 3 【74】 暴露期間が不適 

245 一次消費者 その他 マガキ Crassostrea 
gigas 104405   0 変化物② 慢性 NOEC ABNM 2 0.01 3 【74】 暴露期間が不適 

246 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 慢性 EC10 PGRT 2 0.011 3 【88】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

247 一次消費者 甲殻類 カブトミジンコ Daphnia 
galeata 104405   0 変化物② 急性 EC50 IRIN 21 0.0123 3 【81】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

248 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 ~85 0 変化物② 慢性 NOEC SEXR 35 0.0125 3 【19】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

249 一次消費者 甲殻類 カブトミジンコ Daphnia 
galeata 104405   0 変化物② 急性 EC50 IRIN 21 0.0127 3 【81】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

250 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 98.4 0 変化物② 慢性 NOEC PROG （21-
23） 0.0129 3 【86】 試験濃度区が不適。最低濃度

区で有意差。 

251 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 98.4 0 変化物② 慢性 NOEC GRO （21-
23） 0.0129 3 【86】 影響内容が不適 

252 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 98.4 0 変化物② 慢性 NOEC PROG （21-
23） 0.0129 3 【86】 試験濃度区が不適。最低濃度

区で有意差。 
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253 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 98.4 0 変化物② 慢性 NOEC Time to first 
progeny 

（21-
23） 0.0129 3 【86】 影響内容が不適 

254 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 98.4 0 変化物② 慢性 NOEC PROG （21-
23） 

0.0129 3 【86】 試験濃度区が不適。最低濃度

区で有意差。 

255 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 98.4 0 変化物② 慢性 NOEC PGRT （21-
23） 0.0129 3 【86】 試験濃度区が不適。最低濃度

区で有意差。 

256 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 98.4 0 変化物② 慢性 NOEC Time to first 
progeny 

（21-
23） 0.0129 3 【86】 影響内容が不適 

257 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 98.4 0 変化物② 慢性 NOEC MORT （21-
23） 0.0129 3 【86】 影響内容が不適 

258 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 98.4 0 変化物② 慢性 NOEC GRO （21-
23） 0.0129 3 【86】 影響内容が不適 

259 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 98.4 0 変化物② 慢性 NOEC Time to first 
progeny 

（21-
23） 0.0129 3 【86】 影響内容が不適 

260 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 98.4 0 変化物② 慢性 NOEC GRO （21-
23） 0.0129 3 【86】 影響内容が不適 

261 一次消費者 甲殻類 イソミジンコ属 Tisbe battagliai 104405 85 0 変化物② 慢性 LOEC SURV 53 0.02 3 【91】 試験濃度区が不適。 

262 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 慢性 EC10 PGRT 2 0.014 3 【88】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

263 一次消費者 甲殻類 カブトミジンコ Daphnia 
galeata 104405   0 変化物② 急性 EC50 IRIN 21 0.015 3 【81】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

264 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 84852153 >95 0 変化物② 慢性 NOEC MORT 4 0.016-

0.021 4 【92】 文献未入手 

265 一次消費者 甲殻類 カブトミジンコ Daphnia 
galeata 104405   0 変化物② 急性 EC50 IRIN 21 0.0161 3 【81】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

266 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 慢性 EC10 PGRT 2 0.0162 3 【88】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

267 一次消費者 甲殻類 イソミジンコ属 Tisbe battagliai 104405 85 0 変化物② 慢性 LOEC FCND （1-
54） 0.02 3 【91】 試験濃度区が不適。最低濃度

区で有意差 

268 一次消費者 甲殻類 イソミジンコ属 Tisbe battagliai 104405 85 0 変化物② 慢性 LOEC FCND 26 0.02 3 【91】 試験濃度区が不適。最低濃度

区で有意差 

269 一次消費者 甲殻類 イソミジンコ属 Tisbe battagliai 104405 85 0 変化物② 慢性 LOEC REP 26 0.02 3 【91】 試験濃度区が不適。最低濃度

区で有意差 

270 一次消費者 甲殻類 イソミジンコ属 Tisbe battagliai 104405 85 0 変化物② 慢性 LOEC REP （1-
39） 0.02 3 【91】 試験濃度区が不適。最低濃度

区で有意差 

271 一次消費者 甲殻類 イソミジンコ属 Tisbe battagliai 104405 85 0 変化物② 慢性 LOEC FCND （1-
54） 

0.02 3 【91】 試験濃度区が不適。最低濃度

区で有意差 

272 一次消費者 甲殻類 イソミジンコ属 Tisbe battagliai 104405 85 0 変化物② 慢性 LOEC IRIN 54 0.02 3 【91】 試験濃度区が不適。最低濃度

区で有意差 
273 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 100 0 変化物② 慢性 NOEC DVP/MOLT 21 0.02 3 【93】 エンドポイントが不適 

274 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 98.4 0 変化物② 慢性 NOEC GRO （21-
23） 0.02 3 【86】 影響内容が不適 

275 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 98.4 0 変化物② 慢性 NOEC GRO （21-
23） 0.02 3 【86】 影響内容が不適 
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276 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 慢性 LOEC PGRT 2 0.02 3 【88】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

277 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 慢性 LOEC PGRT 2 0.02 3 【88】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

278 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 慢性 LOEC SURV 2 0.02 3 【88】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

279 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 慢性 LOEC SURV 2 0.02 3 【88】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

280 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 慢性 NOEC Length 2 0.02 3 【88】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

281 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 慢性 NOEC SURV 2 0.02 3 【88】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

282 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 慢性 NOEC Length 2 0.02 3 【88】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

283 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 慢性 NOEC Length 2 0.02 3 【88】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

284 一次消費者 甲殻類 トガリネコゼミジン

コ 
Ceriodaphnia 
cornuta 104405 94 0 変化物② 急性 LC50 MORT 2 0.02 3 【87】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

285 一次消費者 甲殻類 イソミジンコ属 Tisbe battagliai 84852153 0.85 0 変化物② 慢性 NOEC REP 53 0.02 3 【100】 エンドポイント・試験濃度区

が不適 

286 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 98.4 0 変化物② 慢性 NOEC PGRT （21-
23） 0.02 － 【86】 繁殖影響に関する OECD TG

とは異なる 

287 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 84852153   0 変化物② 慢性 NOEC Length 3 0.022035 3 【94】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

288 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 84852153 >95 0 変化物② 慢性 NOEC COLR 28 0.021 3 【9】 影響内容が不適 

289 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 84852153 >95 0 変化物② 慢性 NOEC BEH 28 0.021 3 【9】 影響内容が不適 

290 一次消費者 その他 ユスリカ属 Chironomus 
tentans 84852153 >95 0 変化物② 慢性 NOEC GRO 14 0.021 3 【95】 暴露期間が不適。 

291 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 慢性 EC10 Fecundity 2 0.0231 3 【88】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

292 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 84852153 0.861 0 変化物② 慢性 NOEC REP 21 0.024 0 【96】 助剤（アセトン 90µg/L）あ

り。 
293 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 ~85 0 変化物② 慢性 LOEC PROG 21 0.025 3 【97】 1 濃度区 

294 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 ~85 0 変化物② 慢性 LOEC PROG 21 0.025 3 【97】 1 濃度区 

295 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 ~85 0 変化物② 慢性 LOEC PROG 21 0.025 3 【97】 1 濃度区 

296 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 ~85 0 変化物② 慢性 LOEC SEXR 21 0.025 3 【97】 1 濃度区 

297 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 ~85 0 変化物② 慢性 LOEC SEXR 21 0.025 3 【97】 1 濃度区 

298 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 ~85 0 変化物② 慢性 NOEC PROG 21 0.025 3 【97】 1 濃度区 

299 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 ~85 0 変化物② 慢性 NOEC PROG 21 0.025 3 【97】 1 濃度区 

300 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 ~85 0 変化物② 慢性 NOEC PROG 21 0.025 3 【97】 1 濃度区 

301 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 ~85 0 変化物② 慢性 NOEC PROG 21 0.025 3 【97】 1 濃度区 



47 
 

No 

生物種 被験物質 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 暴露

期間

（日

） 

毒性値
(mg/L) 

信頼性

ランク 出典 備考 
栄養段階 生物分

類 生物種 種名 CAS 純度(%) EO 数 物質分類 急慢 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲ

ﾝﾄ 影響内容 

302 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 ~85 0 変化物② 慢性 NOEC PROG 21 0.025 3 【97】 1 濃度区 

303 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 ~85 0 変化物② 慢性 NOEC PROG 21 0.025 3 【97】 1 濃度区 

304 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 ~85 0 変化物② 慢性 NOEC PROG 21 0.025 3 【97】 1 濃度区 

305 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 ~85 0 変化物② 慢性 NOEC PROG 21 0.025 3 【97】 1 濃度区 

306 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 ~85 0 変化物② 慢性 NOEC PROG 21 0.025 3 【97】 1 濃度区 

307 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 ~85 0 変化物② 慢性 NOEC PROG 21 0.025 3 【97】 1 濃度区 

308 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 ~85 0 変化物② 慢性 NOEC PROG 21 0.025 3 【97】 1 濃度区 

309 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 ~85 0 変化物② 慢性 NOEC MOLT 21 0.025 3 【97】 1 濃度区 

310 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 ~85 0 変化物② 慢性 LOEC SEXR 35 0.025 3 【19】 エンドポイント・暴露期間・

影響内容が不適。 

311 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 慢性 EC10 PGRT 2 0.0255 3 【88】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

312 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 慢性 EC10 Fecundity 2 0.0273 3 【88】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

313 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 急性 EC50 PGRT 2 0.0273 3 【88】 エンドポイント・影響内容が

不適 

314 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 84852153 >95 0 変化物② 慢性 LOEC MORT 4 0.029-

0.03 4 【92】 文献未入手 

315 一次消費者 甲殻類 イソミジンコ属 Tisbe battagliai 104405 85 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.03 3 【91】 試験の詳細情報なし。生長段

階が不適 

316 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 25154523   0 変化物② 慢性 LOEC GRO 14 0.03 3 【75】 成長段階と暴露期間が不適 

317 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 25154523   0 変化物② 慢性 LOEC MOLT 12 0.03 3 【75】 成長段階と暴露期間が不適 

318 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 25154523   0 変化物② 慢性 LOEC MOLT 11 0.03 3 【75】 成長段階と暴露期間が不適 

319 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 25154523   0 変化物② 慢性 LOEC MOLT 13 0.03 3 【75】 成長段階と暴露期間が不適 

320 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 25154523   0 変化物② 慢性 LOEC MATR 14 0.03 3 【75】 成長段階と暴露期間が不適 

321 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 25154523   0 変化物② 慢性 NOEC MOLT 8 0.03 3 【75】 成長段階と暴露期間が不適 

322 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 25154523   0 変化物② 慢性 NOEC MOLT 10 0.03 3 【75】 成長段階と暴露期間が不適 

323 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 25154523   0 変化物② 慢性 NOEC MORT 14 0.03 3 【75】 成長段階と暴露期間が不適 

324 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 25154523   0 変化物② 慢性 NOEC MOLT 6 0.03 3 【75】 成長段階と暴露期間が不適 

325 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 25154523   0 変化物② 慢性 NOEC MOLT 5 0.03 3 【75】 成長段階と暴露期間が不適 

326 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 25154523   0 変化物② 慢性 NOEC MOLT 1 0.03 3 【75】 成長段階と暴露期間が不適 

327 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 25154523   0 変化物② 慢性 NOEC MOLT 2 0.03 3 【75】 成長段階と暴露期間が不適 

328 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 25154523   0 変化物② 慢性 NOEC MOLT 9 0.03 3 【75】 成長段階と暴露期間が不適 
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329 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 25154523   0 変化物② 慢性 NOEC MOLT 3 0.03 3 【75】 成長段階と暴露期間が不適 

330 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 25154523   0 変化物② 慢性 NOEC MOLT 4 0.03 3 【75】 成長段階と暴露期間が不適 

331 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 25154523   0 変化物② 慢性 NOEC MATR 14 0.03 3 【75】 成長段階と暴露期間が不適 

332 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 25154523   0 変化物② 慢性 NOEC MOLT 7 0.03 3 【75】 成長段階と暴露期間が不適 

333 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 25154523   0 変化物② 慢性 NOEC MATR 14 0.03 3 【75】 成長段階と暴露期間が不適 

334 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 25154523   0 変化物② 慢性 LOEC SURV 1 0.03 3 【82】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

335 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 25154523   0 変化物② 慢性 NOEC Weight 1 0.03 3 【82】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

336 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 25154523   0 変化物② 慢性 NOEC Weight 1 0.03 3 【82】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

337 一次消費者 甲殻類 カブトミジンコ Daphnia 
galeata 104405   0 変化物② 慢性 NOEC Fecundity 21 0.03 4 【99】 詳細情報不明 

338 一次消費者 その他 ユスリカ属 Chironomus 
tentans 84852153 >95 0 変化物② 慢性 MATC GRO 14 0.03 3 【95】 暴露期間が不適。 

339 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 慢性 EC10 Fecundity 2 0.0345 3 【88】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

340 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 慢性 EC10 Fecundity 2 0.0357 3 【88】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

341 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 25154523 91.8 0 変化物② 慢性 NOEC GRO 21 0.039 3 【12】 繁殖に対するより小さな毒性

値があるため採用しない 

342 一次消費者 その他 ユスリカ属 Chironomus 
tentans 84852153 >95 0 変化物② 慢性 LOEC GRO 14 0.039 3 【95】 暴露期間が不適 

343 一次消費者 その他 ユスリカ属 Chironomus 
tentans 84852153 >95 0 変化物② 慢性 NOEC SURV 14 0.039 3 【95】 暴露期間が不適 

344 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 98.4 0 変化物② 慢性 NOEC MORT （21-
23） 0.04 3 【86】 影響内容が不適 

345 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 慢性 LOEC Fecundity 2 0.04 3 【88】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

346 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 慢性 LOEC PGRT 2 0.04 3 【88】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

347 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 慢性 LOEC Fecundity 2 0.04 3 【88】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

348 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 慢性 LOEC SURV 2 0.04 3 【88】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

349 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 慢性 LOEC Length 2 0.04 3 【88】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

350 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 慢性 LOEC Fecundity 2 0.04 3 【88】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

351 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 慢性 LOEC PGRT 2 0.04 3 【88】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

352 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 慢性 LOEC Fecundity 2 0.04 3 【88】 エンドポイント・暴露期間が

不適 
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353 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 慢性 LOEC Length 2 0.04 3 【88】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

354 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 慢性 NOEC Length 2 0.04 3 【88】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

355 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 慢性 NOEC SURV 2 0.04 3 【88】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

356 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 慢性 NOEC MORT 2 0.04 3 【88】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

357 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 98.4 0 変化物② 慢性 NOEC PROG （21-
23） 0.04 － 【86】 繁殖影響に関する OECD TG

とは異なる 

358 一次消費者 甲殻類 イソミジンコ属 Tisbe battagliai 104405 85 0 変化物② 慢性 LOEC REP 26 0.041 4 【91】 最小影響濃度を見ており、無

影響濃度とは異なる 

359 一次消費者 甲殻類 イソミジンコ属 Tisbe battagliai 104405 85 0 変化物② 慢性 LOEC REP （1-
39） 0.041 4 【91】 最小影響濃度を見ており、無

影響濃度とは異なる 

360 一次消費者 甲殻類 イソミジンコ属 Tisbe battagliai 104405 85 0 変化物② 慢性 LOEC FCND （1-
39） 0.041 4 【91】 最小影響濃度を見ており、無

影響濃度とは異なる 

361 一次消費者 その他 ユスリカ属 Chironomus 
tentans 84852153 >95 0 変化物② 急性 EC50 SURV 14 0.041 3 【95】 暴露期間が不適 

362 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 急性 EC50 PGRT 2 0.0411 3 【88】 エンドポイント・影響内容が

不適 

363 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 急性 EC50 PGRT 2 0.042 3 【88】 エンドポイント・影響内容が

不適 

364 一次消費者 その他 ユスリカ属 Chironomus 
tentans 104405 95 0 変化物② 慢性 NOEC MORT 20 0.042 3 【102】 試験法が不適（砂を混入した

試験） 

365 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 84852153 >95 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.043 4 【92】 文献未入手 

366 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 84852153 >95 0 変化物② 急性 LC50 MORT 3 0.044 4 【92】 文献未入手 

367 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 25154523   0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.045 3 

【80】
【169】 

純度不明。実測なし 

368 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 84852153 >95 0 変化物② 急性 LC50 MORT 2 0.047 4 【92】 文献未入手 

369 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 84852153 >95 0 変化物② 急性 LC50 MORT 1 0.047 4 【92】 文献未入手 

370 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 急性 EC50 Fecundity 2 0.0499 3 【88】 エンドポイント・影響内容が

不適 

371 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 Fluka 
Chemical 0 変化物② 慢性 NOEC REP 21 0.05 3 【104】 被験物質の情報が不足 

372 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 84852153 90 0 変化物② 急性 LC50 MORT 3 0.05 3 【14】 暴露期間等が不適 

373 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 84852153 90 0 変化物② 急性 LC50 MORT 7 0.05 3 【14】 毒性値は図等からの読み取

り。暴露期間が不適 

374 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 84852153 90 0 変化物② 急性 LC50 MORT 5 0.05 3 【14】 毒性値は図等からの読み取

り。暴露期間が不適 

375 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 84852153 90 0 変化物② 急性 LC50 MORT 2 0.05 3 【14】 暴露期間等が不適 
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376 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 84852153 90 0 変化物② 急性 LC50 MORT 6 0.05 3 【14】 毒性値は図等からの読み取

り。暴露期間が不適 

377 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 ~85 0 変化物② 慢性 NOEC SEXR 35 0.05 3 【19】 エンドポイント・暴露期間・

影響内容が不適 

378 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 ~85 0 変化物② 慢性 NOEC Fecundity 35 0.05 3 【19】 エンドポイント・暴露期間・

影響内容が不適 

379 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 ~85 0 変化物② 慢性 NOEC DFRM 35 0.05 3 【19】 エンドポイント・暴露期間・

影響内容が不適 

380 一次消費者 甲殻類 カブトミジンコ Daphnia 
galeata 104405   0 変化物② 慢性 NOEC SURV 42 0.05 3 【99】 エンドポイント・暴露期間・

影響内容が不適 

381 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 84852153   0 変化物② 慢性 NOEC REP 21 0.05 4 
【121】
【182】 

試験条件等詳細不明 

382 一次消費者 その他 ツボワムシ Brachionus 
calyciflorus 25154523   0 変化物② 慢性 LOEC FERZ 4 0.05 3 【84】 純度不明。試験濃度区が不適

切 

383 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 急性 EC50 Fecundity 2 0.0523 3 【88】 エンドポイント・影響内容が

不適 

384 一次消費者 その他 ユスリカ属 Chironomus 
tentans 84852153 >95 0 変化物② 慢性 MATC SURV 14 0.056 3 【95】 暴露期間が不適 

385 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 100 0 変化物② 急性 LC50 MORT 21 0.058 3 【93】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

386 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 25154523   0 変化物② 急性 EC50 SURV 2 0.059 0 【66】 被験物質が評価対象物質に該

当しない 

387 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 100 0 変化物② 慢性 NOEC MOLT 21 0.06 3 【93】 エンドポイント・暴露期間が

不適。 

388 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 98.4 0 変化物② 慢性 NOEC GRO （21-
23） 0.06 3 【86】 影響内容が不適 

389 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 98.4 0 変化物② 慢性 NOEC Progeny 
counts/numbers 10-14 0.06 3 【105】 暴露期間が不適 

390 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 100 0 変化物② 慢性 NOEC DVP/MOLT 21 0.06 4 【93】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

391 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 慢性 NOEC
（事） offspring(1st） 21 0.06 3 

【90】
【82】 

試験条件等が不適（2 世代試

験） 

392 一次消費者 甲殻類 カブトミジンコ Daphnia 
galeata 104405   0 変化物② 急性 LC50/ MORT 2 0.0608 4 【99】 試験条件等詳細不明 

393 一次消費者 甲殻類 カブトミジンコ Daphnia 
galeata 104405   0 変化物② 急性 EC50 MORT 21 0.0652  3 【99】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

394 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 84852153   0 変化物② 慢性 LOEC MORT 3 0.0661  3 【94】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

395 一次消費者 甲殻類 カブトミジンコ Daphnia 
galeata 104405   0 変化物② 急性 LC50/ MORT 2 0.0671 4 【99】 試験条件等詳細不明 

396 一次消費者 甲殻類 カブトミジンコ Daphnia 
galeata 104405   0 変化物② 慢性 LOEC SURV 42 0.07 3 【99】 エンドポイント・暴露期間・

影響内容が不適 

397 一次消費者 甲殻類 カブトミジンコ Daphnia 
galeata 104405   0 変化物② 慢性 NOEC Fecundity 42 0.07 3 【99】 エンドポイント・暴露期間・

影響内容が不適 

398 一次消費者 甲殻類 カブトミジンコ Daphnia 
galeata 104405   0 変化物② 慢性 NOEC SURV 21 0.07 4 【99】 詳細情報不明 
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399 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 25154523 91.8 0 変化物② 慢性 NOEC REP 21 0.071 3 【12】 繁殖に対するより小さな毒性

値があるため採用しない 

400 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 急性 EC50 Fecundity 2 0.0718 3 【88】 エンドポイント・影響内容が

不適 

401 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 急性 EC50 Fecundity 2 0.0732 3 【88】 エンドポイント・影響内容が

不適 

402 一次消費者 その他 ユスリカ属 Chironomus 
tentans 84852153 >95 0 変化物② 急性 LC50 SURV 14 0.075 3 【95】 暴露期間が不適 

403 一次消費者 その他 ユスリカ属 Chironomus 
tentans 84852153 >95 0 変化物② 慢性 NOEC SURV 14 0.076 3 【95】 暴露期間が不適 

404 一次消費者 その他 ユスリカ属 Chironomus 
tentans 84852153 >95 0 変化物② 慢性 NOEC GRO 14 0.076 3 【95】 暴露期間が不適 

405 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 25154523 90 0 変化物② 慢性 NOEC PROG 21 0.0773 3 【11】 対照区の親の死亡率が高い 

406 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 25154523 90 0 変化物② 慢性 NOEC PROG 21 0.0773 3 【11】 対照区の親の死亡率が高い 

407 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 25154523 90 0 変化物② 慢性 NOEC SURV 21 0.0773 3 【11】 対照区の親の死亡率が高い 

408 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 100 0 変化物② 慢性 NOEC MOLT 21 0.08 3 【93】 エンドポイント・暴露期間が

不適。 

409 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 98.4 0 変化物② 慢性 NOEC Time to first 
progeny 

（21-
23） 0.08 3 【86】 影響内容が不適 

410 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 98.4 0 変化物② 慢性 NOEC MORT （21-
23） 

0.08 3 【86】 影響内容が不適 

411 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 98.4 0 変化物② 慢性 NOEC PGRT （10-
14） 0.08 3 【86】 エンドポイント・暴露期間・

影響内容・成長段階が不適 

412 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 98.4 0 変化物② 慢性 NOEC Time to first 
progeny 

（21-
23） 

0.08 3 【86】 影響内容が不適 

413 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 98.4 0 変化物② 慢性 NOEC GRO （10-
14） 0.08 3 【86】 エンドポイント・暴露期間・

影響内容・成長段階が不適 

414 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 98.4 0 変化物② 慢性 NOEC MORT （10-
14） 

0.08 3 【86】 エンドポイント・暴露期間・

影響内容・成長段階が不適 

415 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 98.4 0 変化物② 慢性 NOEC GRO （10-
14） 0.08 3 【86】 エンドポイント・暴露期間・

影響内容・成長段階が不適 

416 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 98.4 0 変化物② 慢性 NOEC PROG （21-
23） >0.08 3 【86】 影響内容が不適 

417 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 98.4 0 変化物② 慢性 NOEC PGRT （21-
23） >0.08 3 【86】 影響内容が不適 

418 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 98.4 0 変化物② 慢性 NOEC PGRT （10-
14） 0.08 3 【86】 エンドポイント・暴露期間・

影響内容・成長段階が不適 

419 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 98.4 0 変化物② 慢性 NOEC GRO （21-
23） 0.08 3 【86】 影響内容が不適 

420 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 98.4 0 変化物② 慢性 NOEC GRO （21-
23） 0.08 3 【86】 影響内容が不適 

421 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 98.4 0 変化物② 慢性 NOEC PROG （21-
23） 0.08 3 【86】 影響内容が不適 

422 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 98.4 0 変化物② 慢性 NOEC PGRT （10-
14） 0.08 3 【86】 エンドポイント・暴露期間・

影響内容・成長段階が不適 
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423 一次消費者 その他 ユスリカ属 Chironomus 
tentans 84852153 >95 0 変化物② 慢性 LOEC SURV 14 0.081 3 【95】 暴露期間が不適 

424 一次消費者 甲殻類 カブトミジンコ Daphnia 
galeata 104405   0 変化物② 急性 EC50 IRIN 21 0.0815 3 【99】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

425 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 25154523   0 変化物② 慢性 NOEC REP 21 0.089 3 【66】 被験物質が評価対象物質に該

当しない 
426 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 100 0 変化物② 急性 EC50 MOLT 1 0.09 3 【93】 影響内容が不適 

427 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 25154523 Technical 
grade 0 変化物② 慢性 NOEC PROG 21 0.091 4 【64】 ドイツ語文献。詳細な試験条

件等は未記載。 

428 一次消費者 その他 ユスリカ属 Chironomus 
tentans 104405 95 0 変化物② 慢性 LOEC MORT 20 0.091 3 【102】 試験法が不適（砂を混入した

試験） 

429 一次消費者 その他 ユスリカ属 Chironomus 
tentans 84852153 >95 0 変化物② 急性 EC50 GRO 14 0.095 3 【95】 暴露期間が不適 

430 一次消費者 その他 ユスリカ属 Chironomus 
tentans 84852153 >95 0 変化物② 急性 EC50 SURV 14 0.095 3 【95】 暴露期間が不適 

431 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 急性 EC50 PGRT 2 0.0973 3 【88】 エンドポイント・影響内容が

不適 
432 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 25154523 90 0 変化物② 慢性 NOEC SURV 21 0.0995 3 【11】 対照群の産仔数が不良 

433 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 25154523 90 0 変化物② 慢性 NOEC PROG 21 0.0995 3 【11】 対照群の産仔数が不良 

434 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 25154523 90 0 変化物② 慢性 NOEC PROG 21 0.0995 3 【11】 対照群の産仔数が不良 

435 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 25154523 91.8 0 変化物② 急性 LC50 MORT 21 0.1 3 【12】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

436 一次消費者 甲殻類 アミ科 Americamysis 
bahia 84852153 90 0 変化物② 急性 LC50 MORT 1 0.1 3 【14】 毒性値は図等からの読み取

り。暴露期間が不適 

437 一次消費者 甲殻類 イサザアミ属（甲殻

類） 
Neomysis 
integer 25154523 100 0 変化物② 慢性 LOEC ETSA 4 0.1 3 【77】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

438 一次消費者 甲殻類 イサザアミ属（甲殻

類） 
Neomysis 
integer 25154523 100 0 変化物② 慢性 NOEC GA 4 0.1 3 【77】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

439 一次消費者 甲殻類 ニセネコゼミジンコ Ceriodaphnia 
dubia 104405 Fluka 

Chemical 0 変化物② 慢性 NOEC MORT 1 0.1 3 【106】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

440 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 ~85 0 変化物② 慢性 NOEC Time to first 
progeny 14 0.1 3 【107】 暴露期間が不適。1 濃度区 

441 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 ~85 0 変化物② 慢性 NOEC DFRM 14 0.1 3 【107】 暴露期間が不適。1 濃度区 

442 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 ~85 0 変化物② 慢性 NOEC MOLT 14 0.1 3 【107】 暴露期間が不適。1 濃度区 

443 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 ~85 0 変化物② 慢性 NOEC SURV 14 0.1 3 【107】 暴露期間が不適。1 濃度区 

444 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 ~85 0 変化物② 慢性 NOEC Time to first 
progeny 14 0.1 3 【107】 暴露期間が不適。1 濃度区 

445 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 ~85 0 変化物② 慢性 NOEC Length 14 0.1 3 【107】 暴露期間が不適。1 濃度区 

446 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 ~85 0 変化物② 慢性 NOEC MOLT 14 0.1 3 【107】 暴露期間が不適。1 濃度区 

447 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 ~85 0 変化物② 慢性 NOEC SURV 14 0.1 3 【107】 暴露期間が不適。1 濃度区 

448 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 ~85 0 変化物② 慢性 NOEC Length 14 0.1 3 【107】 暴露期間が不適。1 濃度区 

449 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 ~85 0 変化物② 慢性 NOEC SURV 14 0.1 3 【107】 暴露期間が不適。1 濃度区 
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450 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 ~85 0 変化物② 慢性 NOEC Time to first 
progeny 14 0.1 3 【107】 暴露期間が不適。1 濃度区 

451 一次消費者 甲殻類 ニセネコゼミジンコ Ceriodaphnia 
dubia 84852153 0.95 0 変化物② 慢性 NOEC REP 7 0.1 3 【108】 TG211 から逸脱 

452 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 ~85 0 変化物② 慢性 LOEC Ratio 14 0.1 － 【107】 繁殖影響に関する OECD TG
とは異なる 

453 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 68412544   0 変化物② 慢性 NOEC REP 21 0.1 0 【57】 用量反応なし 

454 一次消費者 その他 ユスリカ属 Chironomus 
tentans 25154523 100 0 変化物② 慢性 NOEC GRO 2 0.1 3 【109】 エンドポイント・暴露期間・

濃度区が不適 

455 一次消費者 その他 ユスリカ属 Chironomus 
tentans 25154523 100 0 変化物② 慢性 NOEC GRO 2 0.1 3 【109】 エンドポイント・暴露期間・

濃度区が不適 

456 一次消費者 その他 マガキ Crassostrea 
gigas 84852153 100 0 変化物② 慢性 NOEC GRO 121.76 0.1 3 【79】 試験濃度区が不適 

457 一次消費者 その他 マガキ Crassostrea 
gigas 84852153 100 0 変化物② 慢性 NOEC GRO 3 0.1 3 【79】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

458 一次消費者 その他 ドブユスリカ Chironomus 
riparius 25154523   0 変化物② 慢性 NOEC SURV 1 0.1 3 【82】 ばく露期間が不適 

459 一次消費者 その他 ドブユスリカ Chironomus 
riparius 25154523   0 変化物② 慢性 NOEC Weight 1 0.1 3 【82】 ばく露期間が不適 

460 一次消費者 その他 ドブユスリカ Chironomus 
riparius 25154523   0 変化物② 慢性 NOEC Weight 1 0.1 3 【82】 ばく露期間が不適 

461 一次消費者 その他 ドブユスリカ Chironomus 
riparius 104405 99.9 0 変化物② 慢性 NOEC SURV 4 0.1 3 【110】 暴露期間が不適 

462 一次消費者 その他 ドブユスリカ Chironomus 
riparius 104405 99.9 0 変化物② 慢性 NOEC SWIM/ 1 0.1 3 【110】 暴露期間が不適 

463 一次消費者 その他 ユスリカ属 Chironomus 
tentans 84852153 >95 0 変化物② 慢性 MATC SURV 14 0.107 3 【95】 暴露期間が不適 

464 一次消費者 その他 ユスリカ属 Chironomus 
tentans 84852153 >95 0 変化物② 慢性 MATC MORT 14 0.107 3 【95】 暴露期間が不適 

465 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 98.4 0 変化物② 慢性 NOEC MORT （10-
14） 0.11 3 【86】 エンドポイント・暴露期間・

影響内容・成長段階が不適 

466 一次消費者 甲殻類 ミジンコ Daphnia pulex 104405 99.9 0 変化物② 慢性 NOEC SWIM/ 0.0694 0.110  3 【111】 エンドポイント・暴露期間・

影響内容が不適 

467 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 84852153   0 変化物② 急性 EC50 FCNS 3 0.110  3 【94】 エンドポイント・影響内容が

不適 

468 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 84852153   0 変化物② 慢性 LOEC FCNS 3 0.110  3 【94】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

469 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 84852153   0 変化物② 慢性 NOEC MOLT 3 0.110  3 【94】 エンドポイント・暴露期間が

不適 
470 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 25154523 90 0 変化物② 慢性 MATC PROG 21 0.113  3 【11】 対照区の親の死亡率が高い 

471 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 25154523 90 0 変化物② 慢性 MATC PROG 21 0.113  3 【11】 対照区の親の死亡率が高い 

472 一次消費者 その他 ユスリカ属 Chironomus 
tentans 84852153 >95 0 変化物② 急性 LC50 SURV 14 0.119 3 【95】 暴露期間が不適 

473 一次消費者 その他 ユスリカ属 Chironomus 
tentans 84852153 >95 0 変化物② 急性 LC50 MORT 14 0.119 3 【95】 暴露期間が不適 

474 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 25154523 91.8 0 変化物② 急性 LC50 MORT 14 0.12 3 【12】 エンドポイント・暴露期間が

不適 
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475 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 25154523 91.8 0 変化物② 急性 LC50 MORT 7 0.12 3 【12】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

476 一次消費者 甲殻類 ニセネコゼミジンコ Ceriodaphnia 
dubia 25154523   0 変化物② 慢性 NOEC PROG （6-

7） 
0.125 3 【113】 被験物質不明 

477 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 25154523 91.8 0 変化物② 慢性 NOEC MORT 21 0.13 3 【12】 繁殖に対するより小さな毒性

値があるため採用しない 

478 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 25154523   0 変化物② 慢性 EC10 IMM 1 0.13 3 【64】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

479 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405   0 変化物② 急性 EC50 SURV 2 0.13 4 
【82】
【98】 

試験濃度区等詳細不明 

480 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 100 0 変化物② 急性 EC50 IMM 2 0.13 4 
【82】
【98】 

被験物質純度等不明。 

481 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 100 0 変化物② 急性 EC50 MOLT 2 0.14 3 【93】 影響内容が不適 

482 一次消費者 甲殻類 ミジンコ Daphnia pulex 104405   0 変化物② 急性 LC50 MORT 2 0.14 4 【116】 成長段階が不適。 

483 一次消費者 その他 ムラサキイガイ Mytilus edulis 25154523   0 変化物② 急性 LC50 MORT 35.416
7 0.14 3 【117】 被験物質情報が不足 

484 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 25154523 Technical 
grade 0 変化物② 慢性 LOEC PROG 21 0.143 4 【64】 ドイツ語文献。詳細な試験条

件等は未記載。 

485 一次消費者 その他 ユスリカ属 Chironomus 
tentans 84852153 >95 0 変化物② 慢性 NOEC SURV 14 0.143 3 【95】 暴露期間が不適 

486 一次消費者 その他 ユスリカ属 Chironomus 
tentans 84852153 >95 0 変化物② 慢性 NOEC GRO 14 0.143 3 【95】 暴露期間が不適 

487 一次消費者 甲殻類 ヨコエビ科 Hyalella azteca 84852153 >95 0 変化物② 急性 EC50 IMM 4 0.15 4 【118】 文献未入手 

488 一次消費者 その他 ユスリカ属 Chironomus 
tentans 84852153 >95 0 変化物② 慢性 LOEC SURV 14 0.15 3 【95】 暴露期間が不適 

489 一次消費者 その他 ユスリカ属 Chironomus 
tentans 84852153 >95 0 変化物② 慢性 LOEC GRO 14 0.15 3 【95】 暴露期間が不適 

490 一次消費者 その他 ミナミヒシモンユス

リカ 
Chironomus 
samoensis 104405 98 0 変化物② 急性 LC50 MORT 2 0.15 4 【119】 試験条件等詳細不明 

491 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 25154523 90 0 変化物② 慢性 MATC SURV 21 0.156  3 【11】 対照群の産仔数が不良 

492 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 25154523 90 0 変化物② 慢性 LOEC PROG 21 0.165 3 【11】 対照区の親の死亡率が高い 

493 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 25154523 90 0 変化物② 慢性 LOEC SURV 21 0.165 3 【11】 対照区の親の死亡率が高い 

494 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 25154523 90 0 変化物② 慢性 LOEC PROG 21 0.165 3 【11】 対照区の親の死亡率が高い 

495 一次消費者 甲殻類 ヨコエビ科 Hyalella azteca 84852153 >95 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.17 4 【118】 文献未入手 

496 一次消費者 甲殻類 ミジンコ Daphnia pulex 104405   0 変化物② 急性 LC50 MORT 2 0.176 4 【116】 成長段階が不適 

497 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 25154523   0 変化物② 急性 LC50 MORT 2 0.18 3 
【103】
【169】 

純度不明。実測なし 

498 一次消費者 甲殻類 ミジンコ Daphnia pulex 104405   0 変化物② 急性 LC50 MORT 2 0.19 4 【116】 成長段階が不適 

499 一次消費者 その他 ユスリカ属 Chironomus 
tentans 84852153 >95 0 変化物② 慢性 MATC GRO 14 0.19 3 【95】 暴露期間が不適 

500 一次消費者 その他 ユスリカ属 Chironomus 
tentans 84852153 >95 0 変化物② 慢性 MATC SURV 14 0.19 3 【95】 暴露期間が不適 
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501 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 100 0 変化物② 慢性 NOEC SEXR 3 0.2 3 【120】 エンドポイント・影響内容が

不適 

502 一次消費者 甲殻類 シオダマリミジンコ Tigriopus 
japonicus 104405 98-99 0 変化物② 慢性 NOEC IMM 2 0.2 3 【71】 試験濃度区が不適 

503 一次消費者 甲殻類 シオダマリミジンコ Tigriopus 
japonicus 104405 99.9 0 変化物② － LC10 MORT 4 0.2 3 【114】 エンドポイントが不適 

504 一次消費者 甲殻類 ニセネコゼミジンコ Ceriodaphnia 
dubia 104405 Fluka 

Chemical 0 変化物② 急性 LC50 MORT 1 0.2 4 【106】 被験物質の情報不明。 

505 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 25154523 Technical 
grade 0 変化物② 急性 EC50 IMM 1 0.2 4 【64】 ドイツ語文献。詳細な試験条

件等は未記載。 

506 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 Fluka 
Chemical 0 変化物② 急性 LC50 MORT 1 0.21 4 【106】 被験物質の情報不明。 

507 一次消費者 甲殻類 ニセネコゼミジンコ Ceriodaphnia 
dubia 84852153   0 変化物② 急性 EC50 SURV 2 0.22 4 

【121】
【172】 

情報がほとんどない。 

508 一次消費者 甲殻類 ミジンコ Daphnia pulex 104405 99.9 0 変化物② 慢性 LOEC SWIM/ 0.0694 0.220  3 【111】 エンドポイント・暴露期間・

影響内容が不適 
509 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 25154523 90 0 変化物② 慢性 LOEC PROG 21 0.245 3 【11】 対照群の産仔数が不良 

510 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 25154523 90 0 変化物② 慢性 LOEC SURV 21 0.245 3 【11】 対照群の産仔数が不良 

511 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 25154523 90 0 変化物② 慢性 LOEC PROG 21 0.245 3 【11】 対照群の産仔数が不良 

512 一次消費者 甲殻類 ニセネコゼミジンコ Ceriodaphnia 
dubia 25154523   0 変化物② 慢性 LOEC PROG （6-

7） 0.25 3 【113】 被験物質不明 

513 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 Fluka 
Chemical 0 変化物② 慢性 NOEC MORT 1 0.25 3 【106】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

514 一次消費者 その他 ユスリカ属 Chironomus 
tentans 84852153 >95 0 変化物② 急性 EC50 GRO 14 >0.25 3 【95】 暴露期間が不適 

515 一次消費者 その他 ユスリカ属 Chironomus 
tentans 84852153 >95 0 変化物② 急性 LC50 MORT 14 >0.25 3 【95】 暴露期間が不適 

516 一次消費者 その他 ナミウズムシ Dugesia 
japonica 104405 94 0 変化物② 慢性 NOEC/ MORT 4 0.25 3 【87】 エンドポイントが不適 

517 一次消費者 その他 ユスリカ属 Chironomus 
tentans 84852153 >95 0 変化物② 急性 EC50 SURV 14 >0.252 3 【95】 暴露期間が不適 

518 一次消費者 その他 ユスリカ属 Chironomus 
tentans 84852153 >95 0 変化物② 急性 LC50 SURV 14 >0.252 3 【95】 暴露期間が不適 

519 一次消費者 その他 ユスリカ属 Chironomus 
tentans 84852153 >95 0 変化物② 慢性 LOEC SURV 14 0.252 3 【95】 暴露期間が不適 

520 一次消費者 その他 ユスリカ属 Chironomus 
tentans 84852153 >95 0 変化物② 慢性 LOEC GRO 14 0.252 3 【95】 暴露期間が不適 

521 一次消費者 甲殻類 ニセネコゼミジンコ Ceriodaphnia 
dubia 25154523   0 変化物② 慢性 IC25 PROG 6-7 0.28 3 【113】 エンドポイントが不適 

522 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 25154523 91.8 0 変化物② 急性 EC50 IMM 1 0.3 3 【12】 暴露期間が不適。 

523 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 25154523   0 変化物② 急性 EC50 IMM 1 0.303  3 【76】 純度等情報無し。実測なし。

暴露期間・供試生物数が不適 

524 一次消費者 その他 アカガエル属 

Lithobates 
sp.henocephalus 
ssp.. 
sp.henocephalus 

104405   0 変化物② 急性 LC50 MOR 4 0.332 － 【115】 カエルは扱わない 

525 一次消費者 その他 サカマキガイ属 Physa virgata 25154523 90 0 変化物② 急性 EC50 FOOT 4 0.378 3 【11】 影響内容が不適 
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526 一次消費者 その他 ナミウズムシ Dugesia 
japonica 104405 94 0 変化物② 慢性 NOEC/ MORT 2 0.4 3 【87】 エンドポイントが不適 

527 一次消費者 その他 ナミウズムシ Dugesia 
japonica 104405 94 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.457 4 【87】 試験条件等詳細不明 

528 一次消費者 その他 ドブユスリカ Chironomus 
riparius 25154523   0 変化物② － LC10 MORT 1 0.484 3 【122】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

529 一次消費者 甲殻類 イソミジンコ属 Tisbe battagliai 104405 85 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.5 4 【91】 被験物質の不純物情報なし。

試験の詳細情報なし 
530 一次消費者 その他 ムラサキイガイ Mytilus edulis 25154523   0 変化物② 急性 LC50 MORT 15 0.5 3 【117】 被験物質情報が不足 

531 一次消費者 甲殻類 シオダマリミジンコ Tigriopus 
japonicus 104405 98-99 0 変化物② 急性 LC50 MORT 2 0.51 3 【72】 試験濃度区が不適 

532 一次消費者 その他 ツボワムシ Brachionus 
calyciflorus 104405   0 変化物② 急性 EC50 PRFM 3 0.580  3 【123】 試験法が不適 

533 一次消費者 その他 ツボワムシ Brachionus 
calyciflorus 104405   0 変化物② 急性 EC50 IRIN 3 0.580  4 【123】 試験法が不適 

534 一次消費者 甲殻類 イサザアミ属（甲殻

類） 
Neomysis 
integer 25154523 100 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.59 3 【77】 被験物質の純度等不明。給餌

あり。 

535 一次消費者 その他 ドブユスリカ Chironomus 
riparius 25154523 92 0 変化物② 急性 LC50 MORT 1 0.688 3 【122】 実測なし。暴露期間が不適 

536 一次消費者 その他 ユスリカ属 Chironomus 
tentans 25154523   0 変化物② － LC10 MORT 1 0.736 3 【80】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

537 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 ~85 0 変化物② 急性 EC50 

Slowed, 
Retarded, 
Delayed or 
Non-
development 

4 0.738 3 【19】 暴露期間・影響内容が不適 

538 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 104405 ~85 0 変化物② 急性 EC50 DFRM 4 0.738 3 【19】 暴露期間・影響内容が不適 

539 一次消費者 その他 ドブユスリカ Chironomus 
riparius 25154523 92 0 変化物② － LC90 MORT 1 0.978 3 【122】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

540 一次消費者 その他 ユスリカ属 Chironomus 
tentans 25154523 100 0 変化物② 急性 LC50 MORT 1 1.271 3 【80】 被験物質不明。実測なし。暴

露期間が不適。 

541 一次消費者 その他 ユスリカ属 Chironomus 
tentans 25154523   0 変化物② － LC90 MORT 1 2.195 3 【80】 エンドポイント・暴露期間が

不適 
542 一次消費者 その他 ムラサキイガイ Mytilus edulis 25154523   0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 3 3 【117】 被験物質情報が不足 

543 一次消費者 甲殻類 ニセネコゼミジンコ Ceriodaphnia 
dubia 104405 90 0 変化物② 急性 LC50 MORT 2 5.23 4 【101】 文献未入手 

544 一次消費者 甲殻類 ニセネコゼミジンコ Ceriodaphnia 
dubia 104405 90 0 変化物② 急性 LC50 MORT 2 5.47 4 【101】 文献未入手 

545 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 26027383   0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 5.5 4 【125】 ポーランド語文献。詳細不

明。 

546 一次消費者 甲殻類 ニセネコゼミジンコ Ceriodaphnia 
dubia 104405 90 0 変化物② 急性 LC50 MORT 2 7.35 4 【101】 文献未入手 

547 一次消費者 甲殻類 ニセネコゼミジンコ Ceriodaphnia 
dubia 104405 90 0 変化物② 急性 LC50 MORT 2 7.8 4 【101】 文献未入手 

548 二次消費者 魚類 ファットヘッドミノ

ー 
Pimephalesp.ro
melas 104405 >98 0 変化物② 慢性 LOEC PROG 42 0.000033  3 【126】 成長段階が不適 
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549 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 25154523   0 変化物② 慢性 NOEC HTCH 4 0.0001 3 【127】 
試験条件（暴露期間・成長段

階・試験濃度区）とエンドポ

イントが不適。。 

550 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 25154523   0 変化物② 慢性 NOEC HTRT 4 0.0001 3 【127】 
試験条件（暴露期間・成長段

階・試験濃度区）とエンドポ

イントが不適。。 

551 二次消費者 魚類 ファットヘッドミノ

ー 
Pimephalesp.ro
melas 104405   0 変化物② 慢性 NOEC 

Care of young, 
nest 
attentiveness 

28 0.00015 3 【128】 暴露期間・成長段階が不適 

552 二次消費者 魚類 ファットヘッドミノ

ー 
Pimephalesp.ro
melas 104405   0 変化物② 慢性 LOEC 

Care of young, 
nest 
attentiveness 

28 0.00025 3 【128】 暴露期間・成長段階が不適 

553 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 84852153   0 変化物② 慢性 NOEC MORT 28 0.0005 3 【129】 純度等不明。試験濃度区が不

適。毒性値が未確定 

554 二次消費者 魚類 ニジマス Oncorhynchus 
mykiss 104405   0 変化物② 慢性 LOEC NKCA 54 0.001 3 【130】 エンドポイント・成長段階が

不適。1 濃度区 

555 二次消費者 魚類 ニジマス Oncorhynchus 
mykiss 104405   0 変化物② 慢性 LOEC PHAG 54 0.001 3 【130】 エンドポイント・成長段階が

不適。1 濃度区 

556 二次消費者 魚類 ニジマス Oncorhynchus 
mykiss 104405   0 変化物② 慢性 LOEC PHAG 54 0.001 3 【130】 エンドポイント・成長段階が

不適。1 濃度区 

557 二次消費者 魚類 ニジマス Oncorhynchus 
mykiss 104405   0 変化物② 慢性 LOEC IMM 54 0.001 3 【130】 エンドポイント・成長段階が

不適。1 濃度区 

558 二次消費者 魚類 ニジマス Oncorhynchus 
mykiss 104405   0 変化物② 慢性 LOEC NKCA 54 0.001 3 【130】 エンドポイント・成長段階が

不適。1 濃度区 

559 二次消費者 魚類 ニジマス Oncorhynchus 
mykiss 104405   0 変化物② 慢性 LOEC IMM 54 0.001 3 【130】 エンドポイント・成長段階が

不適。1 濃度区 

560 二次消費者 魚類 ニジマス Oncorhynchus 
mykiss 104405   0 変化物② 慢性 NOEC GRO 54 0.001 3 【130】 エンドポイント・成長段階が

不適。1 濃度区 

561 二次消費者 魚類 ニジマス Oncorhynchus 
mykiss 104405   0 変化物② 慢性 NOEC GRO 54 0.001 3 【130】 エンドポイント・成長段階が

不適。1 濃度区 

562 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 25154523   0 変化物② 慢性 LOEC HTCH 4 0.001 3 【127】 
試験条件（暴露期間・成長段

階・試験濃度区）とエンドポ

イントが不適。。 

563 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 25154523   0 変化物② 慢性 LOEC HTRT 4 0.001 3 【127】 
試験条件（暴露期間・成長段

階・試験濃度区）とエンドポ

イントが不適。。 

564 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 25154523   0 変化物② 慢性 NOEC FORM 2 0.001 3 【127】 
試験条件（暴露期間・成長段

階・試験濃度区）とエンドポ

イントが不適。。 

565 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 25154523   0 変化物② 慢性 NOEC HTRT 2 0.001 3 【127】 
試験条件（暴露期間・成長段

階・試験濃度区）とエンドポ

イントが不適。 

566 二次消費者 魚類 ニジマス Oncorhynchus 
mykiss 84852153   0 変化物② 慢性 NOEC SMIX 4 0.0023 3 【131】 エンドポイント・暴露期間が

不適 
567 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 25154523 HIGH PU 0 変化物② 慢性 NOEC IMPS 100 0.0029 3 【47】 影響内容が不適 

568 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 25154523 HIGH PU 0 変化物② 慢性 NOEC IMPS 100 0.003 3 【47】 影響内容が不適 
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569 二次消費者 魚類 ファットヘッドミノ

ー 
Pimephalesp.ro
melas 104405   0 変化物② 慢性 NOEC Sexual 

development 28 0.0032 3 【128】 暴露期間・成長段階が不適 

570 二次消費者 魚類 ファットヘッドミノ

ー 
Pimephalesp.ro
melas 104405   0 変化物② 慢性 NOEC SMIX 28 0.0032 3 【128】 暴露期間・成長段階が不適 

571 二次消費者 魚類 ファットヘッドミノ

ー 
Pimephalesp.ro
melas 104405   0 変化物② 慢性 NOEC SMIX 28 0.0032 3 【128】 暴露期間・成長段階が不適 

572 二次消費者 魚類 ファットヘッドミノ

ー 
Pimephalesp.ro
melas 104405 >98 0 変化物② 慢性 LOEC MPH 42 0.0033  3 【126】 成長段階が不適 

573 二次消費者 魚類 ファットヘッドミノ

ー 
Pimephalesp.ro
melas 104405 >98 0 変化物② 慢性 LOEC SURV 42 0.0033  3 【126】 成長段階が不適 

574 二次消費者 魚類 グッピー Poecilia 
reticulata 104405   0 変化物② 慢性 NOEC SMIX （12-

14） 0.005 3 【132】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

575 二次消費者 魚類 グッピー Poecilia 
reticulata 104405   0 変化物② 慢性 NOEC SMIX （12-

14） 0.005 3 【132】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

576 二次消費者 魚類 グッピー Poecilia 
reticulata 104405   0 変化物② 慢性 NOEC SMIX （12-

14） 0.005 3 【132】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

577 二次消費者 魚類 グッピー Poecilia 
reticulata 104405   0 変化物② 慢性 NOEC SMIX （12-

14） 0.005 3 【132】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

578 二次消費者 魚類 ファットヘッドミノ

ー 
Pimephalesp.ro
melas 104405   0 変化物② 慢性 NOEC 

Care of young, 
nest 
attentiveness 

28 0.005 3 【128】 暴露期間・成長段階が不適 

579 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405 97.4 0 変化物② 慢性 NOEC Sexual 
development 60 0.0061  3 【23】 通常の ELS 試験とは異なる。 

580 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405   0 変化物② 慢性 NOEC 

Growth, 
external 
secondary sex 
characteristics, 
and gonadal 
histology 

60(ふ
化

後） 
0.0082 3 

【133】
【168】 

暴露期間とエンドポイントが

不適 

581 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 25154523 HIGH PU 0 変化物② 慢性 LOEC IMPS 100 0.0087 3 【47】 影響内容が不適 

582 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 25154523 HIGH PU 0 変化物② 慢性 NOEC IMPS 100 0.0087 3 【47】 影響内容が不適 

583 二次消費者 魚類 マスノスケ Oncorhynchus 
tshawytscha 104405   0 変化物② 慢性 NOEC FCNS 5 0.0089-

0.0511 3 【134】 暴露期間・成長段階が不適 

584 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 25154523 HIGH PU 0 変化物② 慢性 LOEC IMPS 100 0.009 3 【47】 影響内容が不適 

585 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 104405 98 0 変化物② 慢性 NOEC SEXR 240 0.01 3 【135】 試験濃度区が不適 

586 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 104405 98 0 変化物② 慢性 NOEC DVP 58 0.01 3 【135】 試験濃度区が不適 

587 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 104405 98 0 変化物② 慢性 NOEC DVP 240 0.01 3 【135】 試験濃度区が不適 

588 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 25154523   0 変化物② 慢性 LOEC FORM 2 0.01 3 【127】 
試験条件（暴露期間・成長段

階・試験濃度区）とエンドポ

イントが不適。 

589 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 25154523   0 変化物② 慢性 LOEC HTRT 2 0.01 3 【127】 
試験条件（暴露期間・成長段

階・試験濃度区）とエンドポ

イントが不適。 
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590 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 25154523   0 変化物② 慢性 NOEC FORM 2 0.01 3 【127】 
試験条件（暴露期間・成長段

階・試験濃度区）とエンドポ

イントが不適。 

591 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 25154523   0 変化物② 慢性 NOEC FORM 4 0.01 3 【127】 
試験条件（暴露期間・成長段

階・試験濃度区）とエンドポ

イントが不適。 

592 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 25154523   0 変化物② 慢性 NOEC FORM 4 0.01 3 【127】 
試験条件（暴露期間・成長段

階・試験濃度区）とエンドポ

イントが不適。 

593 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 25154523   0 変化物② 慢性 NOEC FORM 2 0.01 3 【127】 
試験条件（暴露期間・成長段

階・試験濃度区）とエンドポ

イントが不適。 

594 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405 97.4 0 変化物② 慢性 NOEC 

Slowed, 
Retarded, 
Delayed or 
Non-
development 

- 0.01ng/e
gg 3 【136】 通常の ELS 試験とは異なる。 

595 二次消費者 魚類 ファットヘッドミノ

ー 
Pimephalesp.ro
melas 104405   0 変化物② 慢性 LOEC 

Care of young, 
nest 
attentiveness 

28 0.011 3 【128】 暴露期間・成長段階が不適 

596 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405 97.4 0 変化物② 慢性 NOEC Sexual 
development 60 0.0116 3 【23】 通常の ELS 試験とは異なる。 

597 二次消費者 魚類 ファットヘッドミノ

ー 
Pimephalesp.ro
melas 104405   0 変化物② 慢性 NOEC SMIX 28 0.015 3 【128】 暴露期間・成長段階が不適 

598 二次消費者 魚類 ファットヘッドミノ

ー 
Pimephalesp.ro
melas 104405   0 変化物② 慢性 NOEC Sexual 

development 28 0.015 3 【128】 暴露期間・成長段階が不適 

599 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405   0 変化物② 慢性 NOEC FERZ 14 0.0165 3 【137】 暴露期間・成長段階が不適 

600 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405   0 変化物② 慢性 NOEC FERZ 21 0.0165 3 【137】 暴露期間・成長段階が不適 

601 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405   0 変化物② 慢性 NOEC HTCH 14 0.0165 3 【137】 暴露期間・成長段階が不適 

602 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405   0 変化物② 慢性 NOEC SMIX 21 0.0165 3 【137】 暴露期間・成長段階が不適 

603 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405   0 変化物② 慢性 NOEC HTCH 14 0.0165 3 【137】 暴露期間・成長段階が不適 

604 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405   0 変化物② 慢性 NOEC FERZ 7 0.0165 3 【137】 暴露期間・成長段階が不適 

605 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405   0 変化物② 慢性 NOEC HTCH 21 0.0165 3 【137】 暴露期間・成長段階が不適 

606 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405   0 変化物② 慢性 NOEC HTCH 21 0.0165 3 【137】 暴露期間・成長段階が不適 

607 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405   0 変化物② 慢性 NOEC PROG 21 0.0165 3 【137】 暴露期間・成長段階が不適 

608 二次消費者 魚類 ニジマス Oncorhynchus 
mykiss 84852153   0 変化物② 慢性 LOEC SMIX 4 0.018 3 【131】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

609 二次消費者 魚類 ニジマス Oncorhynchus 
mykiss 84852153   0 変化物② 慢性 NOEC SMIX 4 0.018 3 【131】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

610 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405 97.4 0 変化物② 急性 EC50/ Fecundity 103 0.0189 3 【138】 エンドポイント・暴露期間が

不適 
611 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405 100 0 変化物② 慢性 LOEC MOTL 14 0.02 3 【139】 試験濃度区・影響内容が不適 

612 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405 100 0 変化物② 慢性 LOEC MOTL 14 0.02 3 【139】 試験濃度区・影響内容が不適 
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613 二次消費者 魚類 タイセイヨウサケ Salmo salar 104405   0 変化物② 慢性 NOEC Weight 154-
155 0.02 3 【140】 成長段階が不適 

614 二次消費者 魚類 タイセイヨウサケ Salmo salar 104405   0 変化物② 慢性 NOEC Weight 35-36 0.02 3 【140】 成長段階が不適 

615 二次消費者 魚類 ファットヘッドミノ

ー 
Pimephalesp.ro
melas 84852153 >95 0 変化物② 慢性 NOEC SURV 2 0.023 3 【22】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

616 二次消費者 魚類 ファットヘッドミノ

ー 
Pimephalesp.ro
melas 84852153 >95 0 変化物② 慢性 NOEC BEH 33 0.023 3 【22】 影響内容が不適 

617 二次消費者 魚類 ファットヘッドミノ

ー 
Pimephalesp.ro
melas 84852153 >95 0 変化物② 慢性 NOEC FCNS 4 0.023 3 【22】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

618 二次消費者 魚類 ファットヘッドミノ

ー 
Pimephalesp.ro
melas 84852153 >95 0 変化物② 慢性 NOEC HTCH （3-

4） 
0.023 3 【22】 エンドポイント・暴露期間が

不適 
619 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 25154523 HIGH PU 0 変化物② 慢性 LOEC IMPS 100 0.029 3 【47】 影響内容が不適 

620 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 25154523 HIGH PU 0 変化物② 慢性 NOEC SEXR 100 0.029 3 【47】 影響内容が不適 

621 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 104405 100 0 変化物② 慢性 NOEC AFS 58 0.03 3 【142】 試験濃度区が不適 

622 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 84852153 100 0 変化物② 慢性 NOEC DVP 160 0.03 4 【143】 純度記載なし。実測なし。濃

度区が不適 

623 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 84852153 100 0 変化物② 慢性 NOEC SEXR 58 0.03 4 【143】 純度記載なし。実測なし。濃

度区が不適 

624 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 84852153 100 0 変化物② 慢性 NOEC HTCH 160 0.03 4 【143】 純度記載なし。実測なし。濃

度区が不適 

625 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405 97.4 0 変化物② 急性 EC50/ Fecundity 103 0.034 3 【138】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

626 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405 97.4 0 変化物② 急性 EC50/ Fecundity 103 0.034 3 【138】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

627 二次消費者 魚類 ニジマス Oncorhynchus 
mykiss 104405 100 0 変化物② 慢性 LOEC FCNS 5 0.04 3 【144】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

628 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405 97.4 0 変化物② 急性 LC50/ SURV 60 0.0456 3 【138】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

629 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405 97.4 0 変化物② 急性 LC50/ SURV 60 0.0469 3 【138】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

630 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405 97.4 0 変化物② 急性 LC50/ SURV 60 0.0484 3 【138】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

631 二次消費者 魚類 トウゴロウイワシ科 Menidia 
beryllina 84852153 90 0 変化物② 急性 LC50 MORT 3 0.05 3 【14】 暴露期間が不適 

632 二次消費者 魚類 グッピー Poecilia 
reticulata 104405   0 変化物② 慢性 NOEC SMIX （12-

14） 0.05 3 【132】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

633 二次消費者 魚類 グッピー Poecilia 
reticulata 104405   0 変化物② 慢性 NOEC SMIX （12-

14） 0.05 3 【132】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

634 二次消費者 魚類 グッピー Poecilia 
reticulata 104405   0 変化物② 慢性 NOEC SMIX （12-

14） 0.05 3 【132】 純度等不明。実測なし。エン

ドポイント・暴露期間が不適 

635 二次消費者 魚類 グッピー Poecilia 
reticulata 104405   0 変化物② 慢性 NOEC SMIX （12-

14） 0.05 3 【132】 純度等不明。実測なし。エン

ドポイント・暴露期間が不適 

636 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405 97.4 0 変化物② 慢性 NOEC SURV 18 0.05ng/e
gg 3 【136】 暴露期間が不適 

637 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405 97.4 0 変化物② 慢性 NOEC FERZ 14 0.05 3 【141】 通常の ELS 試験とは異なる。 
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638 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 84852153   0 変化物② 慢性 NOEC Aggregation/Cl
umping 60 0.05 3 【145】 通常の ELS 試験とは異なる。 

639 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 84852153   0 変化物② 慢性 NOEC 

Distance 
moved, change 
in direct 
movement 

60 0.05 3 【145】 通常の ELS 試験とは異なる。 

640 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 84852153   0 変化物② 慢性 NOEC Aggregation/Cl
umping 60 0.05 3 【145】 通常の ELS 試験とは異なる。 

641 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 84852153   0 変化物② 慢性 NOEC Aggression 60 0.05 3 【145】 通常の ELS 試験とは異なる。 

642 二次消費者 甲殻類 テナガエビ科 Palaemonetes 
vulgaris 84852153 90 0 変化物② 急性 LC50 MORT 2 >0.05-

<0.1 3 【14】 毒性値は図等からの読み取

り。暴露期間が不適 

643 二次消費者 甲殻類 テナガエビ科 Palaemonetes 
vulgaris 84852153 90 0 変化物② 急性 LC50 MORT 3 >0.05-

<0.1 3 【14】 暴露期間が不適 

644 二次消費者 甲殻類 テナガエビ科 Palaemonetes 
vulgaris 84852153 90 0 変化物② 急性 LC50 MORT 5 >0.05-

<0.1 3 【14】 毒性値は図等からの読み取

り。暴露期間が不適 
645 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405 97.4 0 変化物② 慢性 NOEC PROG 21 0.0509 3 【141】 通常の ELS 試験とは異なる。 

646 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405 97.4 0 変化物② 慢性 NOEC Fecundity 15-21 0.0509 3 【141】 通常の ELS 試験とは異なる。 

647 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405 97.4 0 変化物② 慢性 NOEC SMIX 21 0.0509 3 【141】 通常の ELS 試験とは異なる。 

648 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405 97.4 0 変化物② 慢性 NOEC Reproductive 
capacity 21 0.0509 3 【141】 通常の ELS 試験とは異なる。 

649 二次消費者 甲殻類 テナガエビ科 Palaemonetes 
vulgaris 84852153 90 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.0594 3 【14】 被験物質情報なし。給餌あ

り。 

650 二次消費者 魚類 ブルーギル Lepomis 
macrochirus 84852153 99 0 変化物② 慢性 NOEC MORT 28 0.0595 3 【146】 エンドポイント・暴露期間・

成長段階が不適 

651 二次消費者 魚類 アメリカナマズの仲

間 
Ictalurusp.uncta
tus 25154523   0 変化物② 慢性 NOEC SMIX 10 

0.0605m
g/kg 
bdwt 

3 【147】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

652 二次消費者 魚類 アメリカナマズの仲

間 
Ictalurusp.uncta
tus 25154523   0 変化物② 慢性 NOEC SMIX 10 

0.0605m
g/kg 
bdwt 

3 【147】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

653 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405   0 変化物② 慢性 LOEC HTCH 14 0.0612 3 【137】 暴露期間・成長段階が不適 

654 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405   0 変化物② 慢性 LOEC SMIX 21 0.0612 3 【137】 暴露期間・成長段階が不適 

655 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405   0 変化物② 慢性 LOEC FERZ 14 0.0612 3 【137】 暴露期間・成長段階が不適 

656 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405   0 変化物② 慢性 LOEC HTCH 14 0.0612 3 【137】 暴露期間・成長段階が不適 

657 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405   0 変化物② 慢性 LOEC HTCH 21 0.0612 3 【137】 暴露期間・成長段階が不適 

658 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405   0 変化物② 慢性 LOEC FERZ 21 0.0612 3 【137】 暴露期間・成長段階が不適 

659 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405   0 変化物② 慢性 LOEC HTCH 21 0.0612 3 【137】 暴露期間・成長段階が不適 

660 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405   0 変化物② 慢性 LOEC PROG 21 0.0612 3 【137】 暴露期間・成長段階が不適 

661 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405   0 変化物② 慢性 LOEC FERZ 7 0.0612 3 【137】 暴露期間・成長段階が不適 

662 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405   0 変化物② 慢性 NOEC PROG 7 0.0612 3 【137】 暴露期間・成長段階が不適 

663 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405   0 変化物② 慢性 NOEC HTCH 7 0.0612 3 【137】 暴露期間・成長段階が不適 

664 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405   0 変化物② 慢性 NOEC Weight 21 0.0612 3 【137】 暴露期間・成長段階が不適 
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665 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405   0 変化物② 慢性 NOEC HTCH 7 0.0612 3 【137】 暴露期間・成長段階が不適 

666 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405   0 変化物② 慢性 NOEC Length 21 0.0612 3 【137】 暴露期間・成長段階が不適 

667 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405   0 変化物② 慢性 NOEC PROG 14 0.0612 3 【137】 暴露期間・成長段階が不適 

668 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405   0 変化物② 慢性 NOEC Weight 21 0.0612 3 【137】 暴露期間・成長段階が不適 

669 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405   0 変化物② 慢性 NOEC Length 21 0.0612 3 【137】 暴露期間・成長段階が不適 

670 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405   0 変化物② 慢性 NOEC Weight 21 0.0612 3 【137】 暴露期間・成長段階が不適 

671 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405   0 変化物② 慢性 NOEC Weight 21 0.0612 3 【137】 暴露期間・成長段階が不適 

672 二次消費者 魚類 トウゴロウイワシ科 Menidia 
beryllina 84852153 90 0 変化物② 急性 LC50 MORT 5 ~0.07 3 【14】 毒性値は図等からの読み取

り。暴露期間が不適 

673 二次消費者 魚類 トウゴロウイワシ科 Menidia 
beryllina 84852153 90 0 変化物② 急性 LC50 MORT 7 ~0.07 3 【14】 毒性値は図等からの読み取

り。暴露期間が不適 

674 二次消費者 魚類 トウゴロウイワシ科 Menidia 
beryllina 84852153 90 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.07 3 【14】 被験物質情報なし。給餌あ

り。 

675 二次消費者 魚類 トウゴロウイワシ科 Menidia 
beryllina 84852153 90 0 変化物② 急性 LC50 MORT 6 ~0.07 3 【14】 毒性値は図等からの読み取

り。暴露期間が不適 

676 二次消費者 魚類 タイセイヨウサケ Salmo salar 84852153 95.3 0 変化物② 慢性 NOEC GRO 21 0.0739 3 【148】 成長段階・試験濃度区が不

適。 

677 二次消費者 魚類 タイセイヨウサケ Salmo salar 84852153 95.3 0 変化物② 慢性 NOEC SMIX 21 0.0739 3 【148】 影響内容・成長段階・試験濃

度区が不適。 

678 二次消費者 魚類 タイセイヨウサケ Salmo salar 84852153 95.3 0 変化物② 慢性 NOEC GRO 21 0.0739 3 【148】 成長段階・試験濃度区が不

適。 

679 二次消費者 魚類 タイセイヨウサケ Salmo salar 84852153 95.3 0 変化物② 慢性 NOEC SMIX 21 0.0739 3 【148】 影響内容・成長段階・試験濃

度区が不適。 
680 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 25154523   0 変化物② 慢性 EC20 MORT 4 0.075 3 【149】 暴露期間・成長段階が不適 

681 二次消費者 魚類 ファットヘッドミノ

ー 
Pimephalesp.ro
melas 84852153 99 0 変化物② 慢性 NOEC MORT 28 0.0775 3 【146】 エンドポイント・暴露期間・

成長段階が不適 

682 二次消費者 魚類 ニジマス Oncorhynchus 
mykiss 104405 100 0 変化物② 慢性 NOEC BEH 5 0.08 3 【144】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

683 二次消費者 魚類 ニジマス Oncorhynchus 
mykiss 104405 100 0 変化物② 慢性 NOEC SWIM 5 0.08 3 【144】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

684 二次消費者 魚類 ファットヘッドミノ

ー 
Pimephalesp.ro
melas 84852153 99 0 変化物② 慢性 NOEC MORT 4 0.0831 3 【146】 エンドポイント・暴露期間・

成長段階が不適 

685 二次消費者 魚類 ブルーギル Lepomis 
macrochirus 84852153 99 0 変化物② 慢性 NOEC MORT 4 0.0865 3 【146】 エンドポイント・暴露期間・

成長段階が不適 

686 二次消費者 魚類 ファットヘッドミノ

ー 
Pimephalesp.ro
melas 25154523 90 0 変化物② 急性 EC50 EQUL 4 0.096 3 【11】 影響内容が不適 

687 二次消費者 魚類 シープスヘッドミノ

ー 
Cyprinodon 
variegatus 84852153 90 0 変化物② 急性 LC50 MORT 5 >0.1-

<0.14 3 【14】 毒性値は図等からの読み取

り。暴露期間が不適 

688 二次消費者 魚類 シープスヘッドミノ

ー 
Cyprinodon 
variegatus 84852153 90 0 変化物② 急性 LC50 MORT 7 >0.1-

<0.14 3 【14】 毒性値は図等からの読み取

り。暴露期間が不適 

689 二次消費者 魚類 シープスヘッドミノ

ー 
Cyprinodon 
variegatus 84852153 90 0 変化物② 急性 LC50 MORT 6 >0.1-

<0.14 3 【14】 毒性値は図等からの読み取

り。暴露期間が不適 
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690 二次消費者 魚類 トウゴロウイワシ科 Menidia 
beryllina 84852153 90 0 変化物② 急性 LC50 MORT 2 >0.1-

<0.15 3 【14】 暴露期間が不適 

691 二次消費者 魚類 トウゴロウイワシ科 Menidia 
beryllina 84852153 90 0 変化物② 急性 LC50 MORT 1 >0.1-

<0.15 3 【14】 毒性値は図等からの読み取

り。暴露期間が不適 

692 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 84852153 100 0 変化物② 慢性 NOEC GRO 58 0.1 3 【143】 純度不明。実測なし。試験濃

度区が不適 

693 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 84852153 100 0 変化物② 慢性 NOEC PROG 58 0.1 3 【143】 純度不明。実測なし。試験濃

度区が不適 

694 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 84852153 100 0 変化物② 慢性 NOEC GRO 58 0.1 3 【143】 純度不明。実測なし。試験濃

度区が不適 

695 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 84852153 100 0 変化物② 慢性 NOEC GRO 58 0.1 3 【143】 純度不明。実測なし。試験濃

度区が不適 

696 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 84852153 100 0 変化物② 慢性 NOEC MORT 58 0.1 3 【143】 純度不明。実測なし。試験濃

度区が不適 
697 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 104405 98 0 変化物② 慢性 NOEC SMIX 240 0.1 3 【135】 試験濃度区が不適 

698 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 104405 98 0 変化物② 慢性 NOEC GRO 58 0.1 3 【135】 試験濃度区が不適 

699 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 104405 98 0 変化物② 慢性 NOEC SMIX 240 0.1 3 【135】 試験濃度区が不適 

700 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 104405 98 0 変化物② 慢性 NOEC PROG 240 0.1 3 【135】 試験濃度区が不適 

701 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 104405 98 0 変化物② 慢性 NOEC VIAB 240 0.1 3 【135】 試験濃度区が不適 

702 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 104405 98 0 変化物② 慢性 NOEC GRO 58 0.1 3 【135】 試験濃度区が不適 

703 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 104405 98 0 変化物② 慢性 NOEC GRO 58 0.1 3 【135】 試験濃度区が不適 

704 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 104405 98 0 変化物② 慢性 NOEC HTCH 240 0.1 3 【135】 試験濃度区が不適 

705 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405 100 0 変化物② 慢性 NOEC MOTL 14 0.1 3 【139】 情報ほとんどなし。影響内

容・試験濃度区が不適 

706 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 25154523   0 変化物② 慢性 LOEC FORM 4 >0.1 3 【127】 
試験条件（暴露期間・成長段

階・試験濃度区）とエンドポ

イントが不適。。 

707 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 25154523   0 変化物② 慢性 LOEC FORM 4 0.1 3 【127】 
試験条件（暴露期間・成長段

階・試験濃度区）とエンドポ

イントが不適。。 

708 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 25154523   0 変化物② 慢性 LOEC FORM 2 0.1 3 【127】 
試験条件（暴露期間・成長段

階・試験濃度区）とエンドポ

イントが不適。。 

709 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 25154523   0 変化物② 慢性 LOEC FORM 4 0.1 3 【127】 
試験条件（暴露期間・成長段

階・試験濃度区）とエンドポ

イントが不適。。 

710 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 25154523   0 変化物② 慢性 LOEC FORM 2 0.1 3 【127】 
試験条件（暴露期間・成長段

階・試験濃度区）とエンドポ

イントが不適。。 

711 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 25154523   0 変化物② 慢性 NOEC FORM 4 0.1 3 【127】 
試験条件（暴露期間・成長段

階・試験濃度区）とエンドポ

イントが不適。。 
712 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 84852153   0 変化物② 慢性 NOEC HTCH 6.8333 0.1 3 【150】 暴露期間が不適 
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713 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 84852153   0 変化物② 慢性 NOEC DFRM 6.8333 0.1 3 【150】 暴露期間が不適 

714 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 84852153   0 変化物② 慢性 NOEC SURV 6.8333 0.1 3 【150】 暴露期間が不適 

715 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 84852153   0 変化物② 慢性 NOEC MORT <=6.83
33 0.1 3 【151】 暴露期間が不適 

716 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 84852153   0 変化物② 慢性 NOEC SURV 6.8333 0.1 3 【151】 暴露期間が不適 

717 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 104405 100 0 変化物② 慢性 LOEC AFS 58 0.1 3 【142】 試験濃度区が不適 

718 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405 97.4 0 変化物② 慢性 NOEC PROG 14 0.1 3 【141】 通常の ELS 試験とは異なる。 

719 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 84852153   0 変化物② 慢性 NOEC 

Distance 
moved, change 
in direct 
movement 

60 0.1 3 【145】 通常の ELS 試験とは異なる。 

720 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 84852153   0 変化物② 慢性 NOEC Aggregation/Cl
umping 60 0.1 3 【145】 通常の ELS 試験とは異なる。 

721 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 84852153   0 変化物② 慢性 NOEC AGGT 60 0.1 3 【145】 通常の ELS 試験とは異なる。 

722 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 84852153   0 変化物② 慢性 NOEC Aggregation/Cl
umping 60 0.1 3 【145】 通常の ELS 試験とは異なる。 

723 二次消費者 甲殻類 テナガエビ科 Palaemonetes 
vulgaris 84852153 90 0 変化物② 急性 LC50 MORT 1 >0.1-

<0.15 3 【14】 毒性値は図等からの読み取

り。暴露期間が不適。 
724 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405 97.4 0 変化物② 慢性 NOEC FERZ 21 0.101 3 【141】 通常の ELS 試験とは異なる。 

725 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405 97.4 0 変化物② 慢性 NOEC SMIX 21 0.101 3 【141】 通常の ELS 試験とは異なる。 

726 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405 97.4 0 変化物② 慢性 NOEC FERZ 14 0.101 3 【141】 通常の ELS 試験とは異なる。 

727 二次消費者 魚類 ニジマス Oncorhynchus 
mykiss 25154523 90 0 変化物② 急性 EC50 BEH 4 0.109 3 【11】 影響内容が不適 

728 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405 97.4 0 変化物② 慢性 NOEC Length ~108 0.125ng/
egg 3 【136】 暴露期間が不適 

729 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405 97.4 0 変化物② 慢性 NOEC SURV ~108 0.125ng/
egg 3 【136】 暴露期間が不適 

730 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405 97.4 0 変化物② 慢性 NOEC Weight ~108 0.125ng/
egg 3 【136】 暴露期間が不適 

731 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405 97.4 0 変化物② 慢性 NOEC NORM ~108 0.125ng/
egg 3 【136】 暴露期間が不適 

732 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405 97.4 0 変化物② 慢性 NOEC Weight ~108 0.125ng/
egg 3 【136】 暴露期間が不適 

733 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405 97.4 0 変化物② 慢性 NOEC Length ~108 0.125ng/
egg 3 【136】 暴露期間が不適 

734 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405 99 0 変化物② 急性 LC50 MORT 3 0.13 3 【152】 実測なし。成長段階・試験濃

度区が不適 

735 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405 99 0 変化物② 急性 LC50 MORT 3 0.13 3 【153】 実測なし。暴露期間・成長段

階が不適 

736 二次消費者 魚類 キプリノドン科 Cyprinodon 
bovinus 104405   0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.132 4 【115】 詳細情報不明 

737 二次消費者 魚類 ブルーギル Lepomis 
macrochirus 84852153 99 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.135  4 【146】 原著に毒性値なし 

738 二次消費者 魚類 ファットヘッドミノ

ー 
Pimephalesp.ro
melas 84852153   0 変化物② 急性 LC50 MOR 4 0.136 3 

【154】
【161】 

試験条件が不適 
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739 二次消費者 魚類 ファットヘッドミノ

ー 
Pimephalesp.ro
melas 84852153 99 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.138  4 【146】 原著に毒性値なし 

740 二次消費者 魚類 サケ属 
Oncorhynchus 
clarkii ssp.. 
henshawi 

104405 85 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.14 4 【155】 被験物質の不純物不明。 

741 二次消費者 魚類 ニジマス Oncorhynchus 
mykiss 104405 85 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.14 4 【155】 被験物質の不純物不明。 

742 二次消費者 魚類 シープスヘッドミノ

ー 
Cyprinodon 
variegatus 84852153 90 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.142 3 【14】 被験物質情報なし。給餌あり 

743 二次消費者 魚類 シープスヘッドミノ

ー 
Cyprinodon 
variegatus 84852153 90 0 変化物② 急性 LC50 MORT 3 ~0.15 3 【14】 暴露期間が不適 

744 二次消費者 魚類 グッピー Poecilia 
reticulata 104405 100 0 変化物② 慢性 NOEC SMIX 7 0.15 3 【156】 エンドポイント・暴露期間が

不適。 

745 二次消費者 魚類 グッピー Poecilia 
reticulata 104405 100 0 変化物② 慢性 NOEC SMIX 7 0.15 3 【156】 エンドポイント・暴露期間が

不適。 

746 二次消費者 魚類 グッピー Poecilia 
reticulata 104405 100 0 変化物② 慢性 NOEC GRO 21 0.15 3 【156】 エンドポイント・暴露期間が

不適。 

747 二次消費者 魚類 グッピー Poecilia 
reticulata 104405 100 0 変化物② 慢性 NOEC SMIX 21 0.15 3 【156】 エンドポイント・暴露期間が

不適。 

748 二次消費者 魚類 グッピー Poecilia 
reticulata 104405 100 0 変化物② 慢性 NOEC GRO 7 0.15 3 【156】 エンドポイント・暴露期間が

不適。 

749 二次消費者 魚類 グッピー Poecilia 
reticulata 104405 100 0 変化物② 慢性 NOEC GRO 14 0.15 3 【156】 エンドポイント・暴露期間が

不適。 

750 二次消費者 魚類 グッピー Poecilia 
reticulata 104405 100 0 変化物② 慢性 NOEC SMIX 21 0.15 3 【156】 エンドポイント・暴露期間が

不適。 

751 二次消費者 魚類 グッピー Poecilia 
reticulata 104405 100 0 変化物② 慢性 NOEC SMIX 14 0.15 3 【156】 エンドポイント・暴露期間が

不適。 

752 二次消費者 魚類 サケ属 
Oncorhynchus 
clarkii ssp.. 
stomias 

104405 85 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.15 4 【157】 被験物質の不純物不明。濃度

反応関係不明。 

753 二次消費者 魚類 サケ属 
Oncorhynchus 
clarkii ssp.. 
stomias 

104405 85 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.15 4 【155】 被験物質の不純物不明。 

754 二次消費者 魚類 サケ属 
Oncorhynchus 
clarkii ssp.. 
stomias 

104405 85 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.15 4 【112】 不純物の情報なし。実測な

し。成長段階が不明 

755 二次消費者 魚類 サケ属 
Oncorhynchus 
clarkii ssp.. 
stomias 

104405   0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.153 4 【115】 詳細情報不明 

756 二次消費者 魚類 サケ属 
Oncorhynchus 
gilae ssp.. 
apache 

104405 85 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.16 4 【155】 被験物質の不純物不明。 

757 二次消費者 魚類 ニジマス Oncorhynchus 
mykiss 104405 85 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.16 4 【155】 被験物質の不純物不明。 

758 二次消費者 魚類 サケ属 
Oncorhynchus 
gilae ssp.. 
apache 

104405   0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.161 4 【115】 詳細情報不明 
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759 二次消費者 魚類 サケ属 
Oncorhynchus 
clarkii ssp.. 
henshawi 

104405   0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.163 4 【115】 詳細情報不明 

760 二次消費者 魚類 サケ属 
Oncorhynchus 
gilae ssp.. 
apache 

104405 85 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.17 4 【157】 被験物質の不純物不明。濃度

反応関係不明。 

761 二次消費者 魚類 ファットヘッドミノ

ー 
Pimephalesp.ro
melas 104405 85 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.17 4 【155】 被験物質の不純物不明。 

762 二次消費者 魚類 サケ属 
Oncorhynchus 
gilae ssp.. 
apache 

104405 85 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.17 4 【112】 不純物の情報なし。実測な

し。成長段階が不明 

763 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 104405 99 0 変化物② 慢性 EC10 SMIX 21 0.18  3 【158】 影響内容が不適 

764 二次消費者 魚類 サケ属 
Oncorhynchus 
clarkii ssp.. 
henshawi 

104405 85 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.18 4 【157】 被験物質の不純物不明。濃度

反応関係不明。 

765 二次消費者 魚類 サケ属 
Oncorhynchus 
gilae ssp.. 
apache 

104405 85 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.18 4 【155】 被験物質の不純物不明。 

766 二次消費者 魚類 ニジマス Oncorhynchus 
mykiss 104405 85 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.18 4 【155】 被験物質の不純物不明。 

767 二次消費者 魚類 サケ属 
Oncorhynchus 
clarkii ssp.. 
henshawi 

104405 85 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.18 4 【112】 不純物の情報なし。実測な

し。成長段階が不明 

768 二次消費者 魚類 アメリカナマズの仲

間 
Ictalurusp.uncta
tus 25154523 100 0 変化物② 慢性 NOEC GRO 4 

0.1815m
g/kg 
bdwt 

4 【159】 文献未入手 

769 二次消費者 魚類 アメリカナマズの仲

間 
Ictalurusp.uncta
tus 25154523 100 0 変化物② 慢性 NOEC GRO 7 

0.1815m
g/kg 
bdwt 

4 【159】 文献未入手 

770 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405 97.4 0 変化物② 慢性 NOEC SMIX 21 0.184 3 【141】 通常の ELS 試験とは異なる。 

771 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405 97.4 0 変化物② 慢性 NOEC Quantity <=21 0.184 3 【141】 通常の ELS 試験とは異なる。 

772 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405 97.4 0 変化物② 慢性 NOEC PROG 7 0.184 3 【141】 通常の ELS 試験とは異なる。 

773 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405 97.4 0 変化物② 慢性 NOEC PROG 14 0.184 3 【141】 通常の ELS 試験とは異なる。 

774 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405 97.4 0 変化物② 慢性 NOEC FERZ 7 0.184 3 【141】 通常の ELS 試験とは異なる。 

775 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405 97.4 0 変化物② 慢性 NOEC SMIX 21 0.184 3 【141】 通常の ELS 試験とは異なる。 

776 二次消費者 魚類 ニジマス Oncorhynchus 
mykiss 104405 85 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.19 3 【157】 

被験物質の不純物不明。実測

なし。濃度反応関係不明。溶

存酸素濃度が不適 

777 二次消費者 魚類 ニジマス Oncorhynchus 
mykiss 104405 85 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.19 4 【155】 被験物質の不純物不明。 

778 二次消費者 魚類 ニジマス Oncorhynchus 
mykiss 104405 85 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.19 4 【112】 不純物の情報なし。実測な

し。成長段階が不明 

779 二次消費者 魚類 ニジマス Oncorhynchus 
mykiss 104405   0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.191 4 【115】 詳細情報不明、 

780 二次消費者 魚類 ニジマス Oncorhynchus 
mykiss 25154523   0 変化物② 急性 LC50 MORT 3 0.194  3 【160】 成長段階が不適 
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781 二次消費者 魚類 ブルーギル Lepomis 
macrochirus 25154523 90 0 変化物② 急性 EC50 EQUL 4 0.203 3 【11】 影響内容が不適 

782 二次消費者 魚類 キプリノドン科 Fundulus 
heteroclitus 25154523 '85-90 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.21  4 【163】 不純物不明。実測なし 

783 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 25154523   0 変化物② － EC0 MORT 2 0.21 3 【164】 エンドポイントが不適 

784 二次消費者 魚類 ファットヘッドミノ

ー 
Pimephalesp.ro
melas 104405 85 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.21 4 【155】 被験物質の不純物不明。 

785 二次消費者 魚類 キプリノドン科 Fundulus 
heteroclitus 25154523 '85-90 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.214  4 【163】 被験物質の不純物不明。 

786 二次消費者 魚類 サケ属 
Oncorhynchus 
clarkii ssp.. 
henshawi 

104405 85 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.22 4 【155】 被験物質の不純物不明。 

787 二次消費者 甲殻類 ミナミヌマエビ Neocaridina 
denticulata 104405 94 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.22 4 【87】 試験条件等詳細不明 

788 二次消費者 魚類 シープスヘッドミノ

ー 
Cyprinodon 
variegatus 84852153 >95 0 変化物② 慢性 NOEC SURV 4 0.24 4 【165】 文献未入手 

789 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 25154523   0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.24 0 【66】 被験物質が評価対象物質に該

当しない 

790 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 104405 99 0 変化物② 慢性 NOEC SMIX 21 0.249  3 【158】 エンドポイント・成長段階が

不適 

791 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405 97.4 0 変化物② 慢性 NOEC HTCH 8 0.25ng/e
gg 3 【136】 暴露期間が不適 

792 二次消費者 甲殻類 ミナミヌマエビ Neocaridina 
denticulata 104405 94 0 変化物② 慢性 NOEC/ MORT 4 0.25 3 【87】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

793 二次消費者 甲殻類 ミナミヌマエビ Neocaridina 
denticulata 104405 94 0 変化物② 慢性 NOEC/ MORT 2 0.25 3 【87】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

794 二次消費者 魚類 ニジマス Oncorhynchus 
mykiss 104405 85 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.26 4 【155】 被験物質の不純物不明。 

795 二次消費者 魚類 キプリノドン科 Fundulus 
heteroclitus 25154523 '85-90 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.260  4 【163】 被験物質の不純物不明。給餌

あり 

796 二次消費者 魚類 ファットヘッドミノ

ー 
Pimephalesp.ro
melas 104405 85 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.27 4 【157】 被験物質の不純物不明。濃度

反応関係不明。 

797 二次消費者 魚類 ニジマス Oncorhynchus 
mykiss 104405 85 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.27 4 【155】 被験物質の不純物不明。 

798 二次消費者 魚類 ファットヘッドミノ

ー 
Pimephalesp.ro
melas 104405 85 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.27 4 【112】 不純物の情報なし。実測な

し。成長段階が不明 

799 二次消費者 魚類 ファットヘッドミノ

ー 
Pimephalesp.ro
melas 104405   0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.272 4 【115】 詳細情報不明 

800 二次消費者 魚類 ファットヘッドミノ

ー 
Pimephalesp.ro
melas 104405 85 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.29 4 【155】 被験物質の不純物不明。 

801 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 104405 99 0 変化物② 急性 EC50 SMIX 21 0.295  3 【158】 エンドポイント・成長段階が

不適 

802 二次消費者 魚類 シープスヘッドミノ

ー 
Cyprinodon 
variegatus 104405   0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.3 4 【115】 詳細情報不明 

803 二次消費者 魚類 ファットヘッドミノ

ー 
Pimephalesp.ro
melas 104405 85 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.31 4 【155】 被験物質の不純物不明。 
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804 二次消費者 魚類 シープスヘッドミノ

ー 
Cyprinodon 
variegatus 84852153 >95 0 変化物② 急性 LC50 MORT 3 0.32 4 【165】 文献未入手 

805 二次消費者 魚類 シープスヘッドミノ

ー 
Cyprinodon 
variegatus 84852153 >95 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.32 4 【165】 文献未入手 

806 二次消費者 魚類 ファットヘッドミノ

ー 
Pimephalesp.ro
melas 104405 85 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.33 4 【155】 被験物質の不純物不明。 

807 二次消費者 魚類 シープスヘッドミノ

ー 
Cyprinodon 
variegatus 84852153 >95 0 変化物② 急性 LC50 MORT 2 0.34 4 【165】 文献未入手 

808 二次消費者 甲殻類 ミナミヌマエビ Neocaridina 
denticulata 104405 94 0 変化物② 慢性 LOEC/ MORT 4 0.35 3 【87】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

809 二次消費者 甲殻類 ミナミヌマエビ Neocaridina 
denticulata 104405 94 0 変化物② 慢性 LOEC/ MORT 2 0.35 3 【87】 エンドポイント・暴露期間が

不適 

810 二次消費者 魚類 ファットヘッドミノ

ー 
Pimephalesp.ro
melas 104405 85 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.36 4 【155】 被験物質の不純物不明。 

811 二次消費者 甲殻類 エビジャコ属 Crangon 
septemsp.inosa 25154523   0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.4 3 【124】 被験物質情報が不足。温度が

不適 

812 二次消費者 魚類 シープスヘッドミノ

ー 
Cyprinodon 
variegatus 84852153 >95 0 変化物② 急性 LC50 MORT 1 >0.42 4 【165】 文献未入手 

813 二次消費者 魚類 シープスヘッドミノ

ー 
Cyprinodon 
variegatus 84852153 >95 0 変化物② 慢性 LOEC SURV 4 0.42 4 【165】 文献未入手 

814 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405   0 変化物② 急性 LC50 MORT 17 0.46 3 【166】 
被験物質組成等の情報なし。

エンドポイント・暴露期間・

成長段階が不適 

815 二次消費者 魚類 シープスヘッドミノ

ー 
Cyprinodon 
variegatus 104405 85 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.46 4 【157】 被験物質の不純物不明。 

816 二次消費者 魚類 シープスヘッドミノ

ー 
Cyprinodon 
variegatus 104405 85 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.46 4 【112】 不純物の情報なし。実測な

し。成長段階が不明 

817 二次消費者 魚類 シープスヘッドミノ

ー 
Cyprinodon 
variegatus 104405   0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.472 4 【115】 詳細情報不明 

818 二次消費者 魚類 キプリノドン科 Cyprinodon 
bovinus 104405 85 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 >0.48 4 【157】 被験物質の不純物不明。 

819 二次消費者 魚類 キプリノドン科 Cyprinodon 
bovinus 104405 85 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.48 4 【112】 不純物の情報なし。実測な

し。成長段階が不明 
820 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405 100 0 変化物② 慢性 NOEC SMIX 8 0.5 4 【159】 文献未入手 

821 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405 100 0 変化物② 慢性 NOEC SMIX 8 0.5 4 【159】 文献未入手 

822 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 104405 99 0 変化物② 慢性 LOEC SMIX 21 0.500  3 【158】 エンドポイント・成長段階が

不適 

823 二次消費者 魚類 キプリノドン科 Cyprinodon 
bovinus 104405   0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.553 4 【115】 詳細情報不明 

824 二次消費者 魚類 ニジマス Oncorhynchus 
mykiss 104405 

practical 
grade（公

式なグレ

ードでは

ないが､上

級品を指

す） 

0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.56 3 【116】 

濃度がかなり減少しているに

もかかわらず毒性値は設定濃

度で算出。溶存酸素濃度・暴

露期間が不適 
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825 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405 99 0 変化物② 急性 IC50 HTCH 3 0.85 3 【152】 実測なし。成長段階・試験濃

度区が不適 

826 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405 99 0 変化物② 急性 LC50 MORT 3 0.85 3 【152】 実測なし。成長段階・試験濃

度区が不適 
827 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405 99 0 変化物② 急性 LC50 MORT 3 0.86 4 【153】 実測なし。暴露期間が不適 

828 二次消費者 魚類 メダカ Oryzias latipes 104405 99 0 変化物② 急性 LC50 MORT 3 0.87 3 【152】 実測なし。試験濃度区が不適 

829 二次消費者 魚類 タイセイヨウサケ Salmo salar 25154523   0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.9 3 【124】 被験物質の情報なし。密度が

不適。濃度区等不明。 

830 二次消費者 魚類 ニジマス Oncorhynchus 
mykiss 104405 

practical 
grade(公式

なグレー

ドではな

いが､上級

品を指す) 

0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.92 3 【116】 

濃度がかなり減少しているに

もかかわらず毒性値は設定濃

度で算出。溶存酸素濃度・暴

露期間が不適 

831 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 84852153 Technical 
grade 0 変化物② 慢性 NOEL DFRM 2 1 3 【167】 エンドポイント・成長段階等

が不適。 

832 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 84852153 Technical 
grade 0 変化物② 慢性 NOEL MORT 2 1.2 3 【167】 エンドポイント・成長段階等

が不適。 

833 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 84852153 Technical 
grade 0 変化物② 慢性 NOEL DFRM 2 1.4 3 【167】 エンドポイント・成長段階等

が不適。 

834 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 25154523 100 0 変化物② 急性 EC50 MORT 2 2 3 【164】 
被験物質情報なし。実測な

し。暴露期間・成長段階が不

適 

835 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 84852153 Technical 
grade 0 変化物② 慢性 LOEL DFRM 2 2 3 【167】 エンドポイント・成長段階等

が不適。 

836 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 84852153 Technical 
grade 0 変化物② 慢性 NOEL MORT 2 2 3 【167】 エンドポイント・成長段階等

が不適。 

837 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 84852153 Technical 
grade 0 変化物② 急性 EC50 DFRM 2 2.1 3 【167】 エンドポイント・成長段階等

が不適。 

838 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 84852153 Technical 
grade 0 変化物② 慢性 LOEL MORT 2 2.5 3 【167】 エンドポイント・成長段階等

が不適。 

839 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 84852153 Technical 
grade 0 変化物② 急性 EC50 MORT 2 4.4 3 【167】 エンドポイント・成長段階等

が不適。 

840 二次消費者 魚類 キプリノドン科 Fundulus 
heteroclitus 25154523 '85-90 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 5.4  4 【163】 被験物質の不純物不明。 

841 
底生生物（内

在/懸濁物・堆

積物食者者） 
甲殻類 ユメボソコエビ科 Leptocheirusp.l

umulosus 84852153 90 0 変化物② 急性 LC50 MORT 7 >0-<0.05 3 【14】 毒性値は図等からの読み取

り。暴露期間が不適 

842 底生生物 甲殻類 ユメボソコエビ科 Leptocheirusp.l
umulosus 84852153 90 0 変化物② 急性 LC50 MORT 3 >0.050-

<0.1 3 【14】 暴露期間が不適 

843 底生生物 甲殻類 ユメボソコエビ科 Leptocheirusp.l
umulosus 84852153 90 0 変化物② 急性 LC50 MORT 5 >0.050-

<0.1 3 【14】 毒性値は図等からの読み取

り。暴露期間が不適 

844 底生生物 甲殻類 ユメボソコエビ科 Leptocheirusp.l
umulosus 84852153 90 0 変化物② 急性 LC50 MORT 6 ~0.05 3 【14】 毒性値は図等からの読み取

り。暴露期間が不適 

845 底生生物 甲殻類 ユメボソコエビ科 Leptocheirusp.l
umulosus 84852153 90 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.0616 3 【14】 被験物質情報なし。給餌あり 
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846 
底生生物（内

在/懸濁物・堆

積物食者者） 
甲殻類 （ウシロマエソコエ

ビ属） 
Eohaustorius 
estuarius 84852153   0 変化物② 急性 EC50 BEH 0.0417 0.109 3 【170】 暴露期間が不適 

847 底生生物 甲殻類 （ウシロマエソコエ

ビ属） 
Eohaustorius 
estuarius 84852153   0 変化物② 急性 EC50 BEH 0.0417 0.123 3 【170】 暴露期間が不適 

848 底生生物 甲殻類 （ウシロマエソコエ

ビ属） 
Eohaustorius 
estuarius 84852153   0 変化物② 急性 EC50 BEH 1 0.132 3 【170】 被験物質・試験環境情報が不

足 

849 底生生物 甲殻類 （ウシロマエソコエ

ビ属） 
Eohaustorius 
estuarius 84852153   0 変化物② 急性 EC50 BEH 1 0.135 3 【170】 被験物質・試験環境情報が不

足 

850 底生生物 甲殻類 （ウシロマエソコエ

ビ属） 
Eohaustorius 
estuarius 84852153   0 変化物② 急性 EC50 BEH 2 0.137 3 【170】 被験物質・試験環境情報が不

足 

851 底生生物 甲殻類 （ウシロマエソコエ

ビ属） 
Eohaustorius 
estuarius 84852153   0 変化物② 急性 EC50 BEH 1 0.139 3 【170】 被験物質・試験環境情報が不

足 

852 
底生生物（内

在/懸濁物・堆

積物食者者） 
甲殻類 ユメボソコエビ科 Leptocheirusp.l

umulosus 84852153 90 0 変化物② 急性 LC50 MORT 2 >0.15-
<0.2 3 【14】 ばく露期間が不適 

853 
底生生物（内

在/懸濁物・堆

積物食者者） 
甲殻類 （ウシロマエソコエ

ビ属） 
Eohaustorius 
estuarius 84852153   0 変化物② 急性 EC50 BEH 0.0417 0.182 3 【170】 暴露期間が不適 

854 底生生物 甲殻類 （ウシロマエソコエ

ビ属） 
Eohaustorius 
estuarius 84852153   0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.189 3 【170】 被験物質・試験環境情報が不

足 

855 底生生物 甲殻類 （ウシロマエソコエ

ビ属） 
Eohaustorius 
estuarius 84852153   0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.194 3 【170】 被験物質・試験環境情報が不

足 

856 底生生物 甲殻類 （ウシロマエソコエ

ビ属） 
Eohaustorius 
estuarius 84852153   0 変化物② 急性 EC50 BEH 1 0.221 3 【170】 被験物質・試験環境情報が不

足 

857 
底生生物（内

在/懸濁物・堆

積物食者者） 
その他 ヤマトオヨギミミズ

と同属種 
Lumbriculus 
variegatus 25154523 90 0 変化物② 急性 EC50 BEH 4 0.268 3 【11】 エンドポイントが不適 

858 
底生生物（内

在/懸濁物・堆

積物食者者） 
甲殻類 ドロクダムシ属 Corophium 

volutator 104405 Sigma 
Aldrich 0 変化物② 急性 LC50 MORT 30 0.27 3 【171】 被験物質の情報不明。暴露期

間が不適。 

859 
底生生物（内

在/懸濁物・堆

積物食者者） 
甲殻類 （ウシロマエソコエ

ビ属） 
Eohaustorius 
estuarius 84852153   0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 0.299 3 【170】 被験物質・試験環境情報が不

足 

860 
底生生物（内

在/懸濁物・堆

積物食者者） 
甲殻類 ドロクダムシ属 Corophium 

volutator 104405 Sigma 
Aldrich 0 変化物② 急性 LC50 MORT 10 0.62 3 【171】 被験物質の情報不明。暴露期

間が不適。 

861 底生生物 甲殻類 ドロクダムシ属 Corophium 
volutator 104405 Sigma 

Aldrich 0 変化物② 急性 LC50 MORT 4 1.67 3 【171】 被験物質の情報不明。暴露期

間が不適。 

862 生産者 その他 コウキクサ Lemna minor 9016459 AGRAL 
90 － 不明 慢性 NOEC MPH 22 0.5 3 【173】 被験物質の妥当性が不明。被

験物質濃度が不適。 

863 生産者 その他 コウキクサ Lemna minor 9016459 AGRAL 
90 － 不明 慢性 NOEC MPH 8 0.5 3 【173】 被験物質の妥当性が不明。被

験物質濃度が不適。 

864 生産者 その他 コウキクサ Lemna minor 9016459 AGRAL 
90 － 不明 慢性 NOEC MPH 8 0.5 3 【173】 被験物質の妥当性が不明。被

験物質濃度が不適。 
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865 生産者 その他 コウキクサ Lemna minor 9016459 AGRAL 
90 － 不明 慢性 NOEC MPH 30 0.5 3 【173】 被験物質の妥当性が不明。被

験物質濃度が不適。 

866 生産者 その他 コウキクサ Lemna minor 9016459 AGRAL 
90 － 不明 慢性 NOEC MPH 22 0.5 3 【173】 被験物質の妥当性が不明。被

験物質濃度が不適。 

867 生産者 その他 コウキクサ Lemna minor 9016459 AGRAL 
90 － 不明 慢性 NOEC MPH 16 0.5 3 【173】 被験物質の妥当性が不明。被

験物質濃度が不適。 

868 生産者 その他 コウキクサ Lemna minor 9016459 AGRAL 
90 － 不明 慢性 NOEC MPH 16 0.5 3 【173】 被験物質の妥当性が不明。被

験物質濃度が不適。 

869 生産者 その他 コウキクサ Lemna minor 9016459 AGRAL 
90 － 不明 慢性 NOEC MPH 30 0.5 3 【173】 被験物質の妥当性が不明。被

験物質濃度が不適。 

870 生産者 藻類 ムレミカヅキモ（緑

藻） 
Pseudokirchneri
ella subcapitata 9016459   － 不明 急性 EC50 生長阻害 2 20 4 【174】 被験物質の妥当性が不明。 

871 生産者 藻類 デスモデスムス属

（イカダモ属） 
Scenedesmus 
opoliensis 9016459 Lissapol 

NX － 不明 急性 EC50 GPOP 5 37.4 4 【175】 被験物質の妥当性が不明。グ

レー本で D/C 判定 

872 生産者 藻類 ムレミカヅキモ（緑

藻） 
Pseudokirchneri
ella subcapitata 9016459   － 不明 急性 EC50 生長速度 2 50 4 【174】 被験物質の妥当性が不明。 

873 生産者 藻類 デスモデスムス属

（イカダモ属） 
Desmodesmus 
subsp.icatus 26523784 他の物

質？>94 － 不明 慢性 NOEC GRO(biomass) 3 100 4 【176】 被験物質の妥当性が不明。 

874 生産者 藻類 ムレミカヅキモ（緑

藻） 
Pseudokirchneri
ella subcapitata 26523784 99.8 － 不明 急性 EC50 GRO(RATE) 3 100 4 【177】 被験物質の妥当性が不明。 

875 一次消費者 甲殻類 ヨコエビ科 Hyalella azteca 9016459   － 不明 急性 LC50 MORT 4 >0-<0.5 3 【178】 被験物質情報なし。毒性値が

明記されていない。 
876 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 26523784   － 不明 慢性 NOEC REP 21 ＞＝0.1 4 【179】 被験物質の妥当性が不明。 

877 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 26523784 100 － 不明 急性 EC50 IMM 2 0.3 3 【180】 被験物質の妥当性が不明。 

878 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 26523784   － 不明 急性 EC50 IMM 2 0.42 3 【181】 被験物質の妥当性が不明。EU
評価書で Invalid 

879 一次消費者 甲殻類 ヨコエビ科 Hyalella azteca 9016459   － 不明 急性 LC50 MORT 4 0.5 3 【178】 被験物質情報なし。毒性値が

明記されていない。 

880 一次消費者 甲殻類 ヨコエビ科 Hyalella azteca 9016459   － 不明 急性 LC50 MORT 4 0.5 3 【178】 被験物質情報なし。毒性値が

明記されていない。 

881 一次消費者 甲殻類 ヨコエビ科 Hyalella azteca 9016459   － 不明 急性 LC50 MORT 4 0.5 3 【178】 被験物質情報なし。毒性値が

明記されていない。 
882 一次消費者 甲殻類 ヨコエビ科 Hyalella azteca 9016459   － 不明 急性 LC50 MORT 4 0.5 3 【178】 被験物質情報なし。 

883 一次消費者 甲殻類 ヨコエビ科 Hyalella azteca 9016459   － 不明 急性 LC50 MORT 4 1 3 【178】 被験物質情報なし。 

884 一次消費者 甲殻類 ヨコエビ科 Hyalella azteca 9016459   － 不明 急性 LC50 MORT 4 1 3 【178】 被験物質情報なし。 

885 一次消費者 甲殻類 ヨコエビ科 Hyalella azteca 9016459   － 不明 急性 LC50 MORT 4 1.5 3 【178】 被験物質情報なし。毒性値が

明記されていない。 

886 一次消費者 その他 イトゴカイ科 Capitella 
capitata 9016459 Syntopon c 

NP936 － 不明 急性 LC50 MORT 4 2.5-3 3 【183】 被験物質情報が不明。試験法

が対象外。 

887 一次消費者 その他 イトゴカイ科 Capitella 
capitata 9016459 Syntopon c 

NP936 － 不明 急性 LC50 MORT 4 3.02 3 【183】 被験物質情報が不明。試験法

が対象外。 

888 一次消費者 その他 イトゴカイ科 Capitella 
capitata 9016459 Syntopon c 

NP936 － 不明 急性 LC50 MORT 4 3.02 3 【183】 被験物質情報が不明。試験法

が対象外。 
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889 一次消費者 その他 イトゴカイ科 Capitella 
capitata 9016459 Syntopon c 

NP936 － 不明 急性 LC50 MORT 2 3.26 3 【183】 被験物質情報が不明。試験法

が対象外。 

890 一次消費者 その他 イトゴカイ科 Capitella 
capitata 9016459 Syntopon c 

NP936 － 不明 急性 LC50 MORT 2 3.33 3 【183】 被験物質情報が不明。試験法

が対象外。 

891 一次消費者 その他 イトゴカイ科 Capitella 
capitata 9016459 Syntopon c 

NP936 － 不明 急性 LC50 MORT 2 3.5 3 【183】 被験物質情報が不明。試験法

が対象外。 

892 一次消費者 その他 イトゴカイ科 Capitella 
capitata 9016459 Syntopon c 

NP936 － 不明 急性 LC50 MORT 4 4-4.5 3 【183】 被験物質情報が不明。試験法

が対象外。 

893 一次消費者 その他 イトゴカイ科 Capitella 
capitata 9016459 Syntopon c 

NP936 － 不明 急性 LC50 MORT 4 4.19 3 【183】 被験物質情報が不明。試験法

が対象外。 

894 一次消費者 その他 イトゴカイ科 Capitella 
capitata 9016459 Syntopon c 

NP936 － 不明 急性 LC50 MORT 4 4.21 3 【183】 被験物質情報が不明。試験法

が対象外。 

895 一次消費者 その他 イトゴカイ科 Capitella 
capitata 9016459 Syntopon c 

NP936 － 不明 急性 LC50 MORT 2 4.5 3 【183】 被験物質情報が不明。試験法

が対象外。 

896 一次消費者 その他 イトゴカイ科 Capitella 
capitata 9016459 Syntopon c 

NP936 － 不明 急性 LC50 MORT 2 4.54 3 【183】 被験物質情報が不明。試験法

が対象外。 

897 一次消費者 その他 イトゴカイ科 Capitella 
capitata 9016459 Syntopon c 

NP936 － 不明 急性 LC50 MORT 2 4.54 3 【183】 被験物質情報が不明。試験法

が対象外。 
898 一次消費者 甲殻類 ミジンコ Daphnia pulex 9016459   － 不明 急性 LC50 MORT 2 4.8 4 【184】 フランス語文献。詳細不明。 

899 一次消費者 甲殻類 ミジンコ属 Daphnia sp.. 9016459   4 親物質 慢性 毒性閾

値 －  5 4 【185】 ドイツ語文献。詳細不明。 

900 一次消費者 甲殻類 ミジンコ属 Daphnia sp.. 9016459   6 親物質 慢性 毒性閾

値 －  5 4 【185】 ドイツ語文献。詳細不明。 

901 一次消費者 甲殻類 ミジンコ Daphnia pulex 9016459   － 不明 急性 LC50 MORT 1 6.6 4 【184】 フランス語文献。詳細不明。 

902 一次消費者 甲殻類 ミジンコ Daphnia pulex 9016459   － 不明 急性 LC50 MORT 2 8.5 4 【184】 フランス語文献。成長段階が

不適 

903 一次消費者 甲殻類 ミジンコ属 Daphnia sp.. 9016459   7 親物質 慢性 毒性閾

値 －  10 4 【185】 ドイツ語文献。詳細不明。 

904 一次消費者 甲殻類 ミジンコ属 Daphnia sp.. 9016459   10 親物質 慢性 毒性閾

値 －  10 4 【185】 ドイツ語文献。詳細不明。 

905 一次消費者 甲殻類 ミジンコ Daphnia pulex 9016459   － 不明 急性 LC50 MORT 1 11.5 3 【184】 フランス語文献。成長段階が

不適 

906 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 9016459 Lissapol 
NX － 不明 急性 EC50 IMM 2 12.2 4 【175】 被験物質の不純物情報なし。 

907 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 9016459   － 不明 急性 LC50 MORT 2 12.2 4 【184】 フランス語文献。詳細不明。 

908 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 9016459   － 不明 急性 LC50 MORT 1 14.2 4 【184】 フランス語文献。詳細不明。 

909 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 9016459 Lissapol 
NX － 不明 急性 EC50 IMM 2 17 3 【175】 被験物質の不純物情報なし。

生長段階が不適 

910 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 9016459   － 不明 急性 LC50 MORT 2 17 4 【184】 フランス語文献。成長段階が

不適 

911 一次消費者 甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 9016459   － 不明 急性 LC50 MORT 1 49 3 【184】 フランス語文献。成長段階が

不適 

912 一次消費者 甲殻類 ミジンコ属 Daphnia sp.. 9016459   20 親物質 慢性 毒性閾

値 －  1000 4 【185】 ドイツ語文献。詳細不明。 
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No 

生物種 被験物質 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 暴露

期間

（日

） 

毒性値
(mg/L) 

信頼性

ランク 出典 備考 
栄養段階 生物分

類 生物種 種名 CAS 純度(%) EO 数 物質分類 急慢 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲ

ﾝﾄ 影響内容 

913 一次消費者 甲殻類 ミジンコ属 Daphnia sp.. 9016459   30 親物質 慢性 毒性閾

値 －  ＞10000 4 【185】 ドイツ語文献。詳細不明。 

914 二次消費者 魚類 ブルーギル Lepomis 
macrochirus 9016459 

メーカか

らの市販

品 
－ 不明 急性 LC50 MORT 4 2.4-2.8 3 【49】 原著に毒性値なし 

915 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 9016459 Lissapol 
NX － 不明 急性 EC50 IMM 2 5 3 【175】 被験物質の不純物情報なし。

暴露期間が不適 
916 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 9016459   － 不明 急性 LC50 MORT 1 5 4 【184】 フランス語文献。詳細不明。 

917 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 9016459   － 不明 急性 LC50 MORT 4 5 4 【184】 フランス語文献。詳細不明。 

918 二次消費者 魚類 コイ科（ウグイの仲

間） 
Leuciscus idus 9016459   10 親物質 － LC0 MORT 2 5-10 3 【187】 エンドポイントが不適 

919 二次消費者 魚類 ブラウントラウト Salmo trutta 9016459   － 不明 急性 LC50 MORT 2 7.5 4 【188】 被験物質、試験条件等不明 

920 二次消費者 魚類 ニジマス Oncorhynchus 
mykiss 9016459 99 － 不明 急性 LC50 MORT 1 8.5 3 【189】 暴露期間が不適 

921 二次消費者 魚類 ゼブラフィッシュ Danio rerio 26523784 94 － 不明 急性 LC50 MORT 4 ＜10 3 【181】 ECHA がランク３を付与 

922 二次消費者 魚類 コイ科（ウグイの仲

間） Leuciscus idus 9016459   10 親物質 － LC100 MORT 2 10-17.9 3 【187】 エンドポイントが不適 

923 二次消費者 魚類 グッピー Poecilia 
reticulata 9016459 Lissapol 

NX － 不明 急性 EC50 IMM 2 13.5 3 【175】 被験物質の不純物情報なし。

暴露期間が不適 

924 二次消費者 甲殻類 タラバエビ属 Pandalus 
montagui 9016459   － 不明 急性 LC50 MORT 2 19.3 4 【186】 被験物質・試験条件等情報な

し。 

925 二次消費者 甲殻類 エビジャコ属 Crangon 
crangon 9016459   － 不明 急性 LC50 MORT 2 89.5 4 【186】 被験物質・試験条件等情報な

し。 

926 二次消費者 魚類 ニジマス Oncorhynchus 
mykiss 26523784 99.8 － 不明 急性 LC50 MORT 4 ＞100 4 【190】 原著入手不可 

927 二次消費者 甲殻類 ミドリガニ Carcinus 
maenas 9016459   － 不明 急性 LC50 MORT 2 100 4 【186】 被験物質・試験条件等情報な

し。 

928 二次消費者 甲殻類 エビジャコ属 Crangon 
crangon 9016459   － 不明 急性 LC50 MORT 2 1000-

3300 4 【186】 被験物質・試験条件等情報な

し。 

929 二次消費者 魚類 ファットヘッドミノ

ー 
Pimephalesp.ro
melas 68515935   － 不明 急性 LC50 MORT 2 － 4 【191】 原著入手不可 

注）「化審法における優先評価化学物質に関するリスク評価の技術ガイダンスⅢ．生態影響に関する有害性評価」での収集範囲に含まれる有害性情報を整理した。 
略語 
【被験物質純度（％）】A: Analytical grade、R: Reagent grade 
【エンドポイント】EC50（Median Effective Concentration）：半数影響濃度、LC%（※％Lethal Concentration)：※％致死濃度、LC50（Median Lethal Concentration）：半数致死濃度、LOEL（Lowest Observed 
Effect level）：最小影響レベル、NOEC（No Observed Effect Concentration）：無影響濃度、NOEL（No-observable-effect-level）：無影響レベル 
【影響内容】 ABN(Abundance):個体数、 ABNM(Abnormal):形態異常、 AFS: Aggregation/clumping：凝集 AGGT(Agression):攻撃性、 BEH(Behavior):挙動 BEM():  BMS(Biomass):バイオマス 

Care of young､nest attentiveness:仔の養育・巣への注意力、  CHLA(Chlorophyll A Concentration):クロロフィル A 濃度、  CHLO(Chlorophyll Concentration):クロロフィル濃度、    COLR(Color):色    
DFRM(Deformation):変形、  Distance moved,change in direct movement: 移動距離、直接移動の変化、  DVP(Development):発達   EGPN(Eggs per Nest or clutch):1 回あたりの産卵数、  Emergence:羽化、 
EQUL(Equilibrium):平衡、  ETSA(Electron Transfer System Activity):電子伝達系活性、   FCND(Fecundity):繁殖力、   FCNS(Food Consumption):食料摂取量、   FERZ(Fertilization):受精、 FLTR(Filtration 
Rate):濾過速度、   FOOT(Foot Retraction):貝類の足の収納、 FORM(Organ/Tissue Formation):器官･組織形成、  GA():    GMET(Gamate production):配偶子生産、GPOP(Population Changes,General):細胞

数・個体数変化一般、  GRO(Growth):生長・成長、  Growth,external secondary sex characteristics,and gonadal histology:成長･外部の第 2 次性徴･性腺組織構造 、HTCH(Hatchability):ふ化、  HTRT(Heart 
Rate):心拍数、 IMM(Immobilization):遊泳阻害、 IMPS(Imposex,intersex condition):性的不能・性分化異常、   IRIN(Intrinsic Rate of Increase):内的増加率 、 Length:体長、  Lifespan: 寿命、 
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MATR(Maturation):成熟、  MMPH(Metamorphosis):変態、MOLT(Molting):脱皮、MOTL(Motility):精子の運動性、MORT(Mortality):死亡、MPH(Morphology Effect):形態、 NKCA(Natural Killer Cell Activity):NK
細胞活性、 NORM(Normal):正常発達、  Offsprings(1st): 仔(第 1 世代)、   PGRT(Population growth rate):増殖速度、PHAG(Phagocytosis): 食作用、PSII( PhotosystemⅡ(PSⅡ) electron transport activity):光
化学系Ⅱ電子伝達活性、PRFM(Pregnant Females in a Population):個体数に対する産卵可能なメスの数、PROG(Progeny):子孫、PSYN(Photosynthesis):光合成、  Quantity:解剖学的構造・組織の定量可能

な量、  Ratio:比、 REP(Reproduction):繁殖 、SEXR(Sex ratio): 性比、 Sexual development:性的発達、Size:サイズ、Slowed Retarder,Delayed or Non-development:抑制の遅延・発達の遅延または発達不

全、  SMIX(Somatic Index):体重に対する臓器重量の比、  Stage:段階、  SURV(Surviva)：生残、 SWIM(Swimming):遊泳、Time to first progeny:第 1 産仔日齢、VIAB(Viable):生育可能、 Vitellogenesis:
卵黄形成、 Weight:体重  
 
（ ）内：試験結果の算出法 RATE：生長速度より求める方法（速度法）、Biomass：細胞数より求める方法 
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